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八ードウエア編 


本装置の八ードウエアについて説明します。 


各部の名称と機能 （64 ページ） 

本体のを部のを称と機能についてパーツ単位に説明しています。 

設置と接続 （7 日ページ） 

本体の設置にふさわしい場所やラックへの搭載手順、コネクタへの接続につい 
て説明しています。 


基本的な操作 （86 ページ） 

電源の ON や OFF の方ま、およびフ□、ソピーディスクや CD - ROM のセツト方ま 
などについて説明しています。 


内蔵オプションの取り付け （93 ページ） 

別売の内蔵型オプションを取リイ寸けるときにご覧ください。 

システム BIOS のセットアップ （ SETUP ) (132 ページ） 

専用のユーティリティを使った BIOS の設を方まについて説明しています。ま 
た、このユーティリティで設をしたパラメータが保存されている内部メモリ 
( CMOS メモリ ） のクリア方法およびマザーボードの割り a みの設をについても 
説明しています。 

RAID システムのコンフィグレーシヨン （1 目 7 ぺ ージ） 

本装置内蔵の八ードディスクドライブを RAID システムとして運用するための 
方法について説明しています。 

リセットとクリア （1 目3ページ） 

システムのリセ、ソト方法と内部メモリ （ CMOS メモリ ） のクリア方法について説 
明します。 


ON し 51 日 _01 3_02-iR120a 1 E-000-02-1 002 
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各部の名称 I と機能 

本体のを部のを称を次に示します。 


本巧前面 


3.已型八ードディスクドライブモデル 



2.已型八ードディスクドライブモデル 
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(1) POWER ランプ（緑色） 

電源を ON にずると緑色に点灯するの1ページ)。 

(2) D 旧 K アクセスランプ（緑色/アンパ’一色） 

内蔵の八 ー ドディスクドライブや光ディスクドラ 
イブにアクセス時に緑色に点灯ずる。 

RAID コント□ーラを使用する時は、内蔵八ード 
ディスクドライブのうち、いずれか1つでも故障 
するとアンバー色に点灯し、リビルド中は点滅す 
る （73 ページ)。 

(3) ACT / UNK ランプ（緑色） 

システムがネットワークと接続されているときに 
点灯ずる （73 ページ)。 

(4) UID (ユニット ID ) ランプ（青色） 

UID スイ、ソチを押したときに点灯する（ソフト 
ウェアか6のコマンドによっても点灯または点滅 
ずる （73 ページ)。 

(日） STATUS ランプ（前面）（緑色/アンバー 
色） 

本装置の状態を表示するランプ （71 ページ)。正 
常に動作している間は緑色に点灯ずる。異常が起 
きるとアンバー色に点灯または点滅する。 

(6) VGA ポートコネクタ 

VGA ポートを持つ装置と接続する卜82ぺ一 
ジ)。 

(7) USB つネクタ 

USB インターフェースに対応している機器と接続 
する（一82ページ)。 

(8) リセットスイッチ 

押ずとリセットを実行する。通常は使用しない。 


(9) UID (ユニット ID ) スイッチ 

UID ランプを ON / OFR こするスイ、ソチ。スイ、ソチ 
を一度押すと、 UID ランプが点灯し、もう一度押 
すと消灯する（^73ぺージ)。 

(10) POWER スイッチ 

電源を ON / OFF ずるスイッチト86、87ペー 
シ0。 一度押ずと POWER ランプが点灯し、 ON の 
状態になる。もう一度押すと電源を OFF にする 
(ランプは消灯する）。4秒と_^上押し続けると強制 
的にシャットダウンする。スリープ機能を持つ 
0 S では、スリープスイ、ソチとして使用すること 
もできる（一71ページ)。スリープモード（ス 
リープ）で動作している間は点滅ずる（対応して 
いる 0 S でのみ動作する）。 

(1 1 ) DUMP ( NMI ) スイッチ 

押すとメモリダンプを実行する。通常は使用しな 
い。 

(12) A - ドディスクドライブベイ 

〔3.5型八ードディスクドライブモデル] 

最大4台まで搭載可能 （97 ページ)。括弧数字の 
後の数字はチャネル蕃号を示す。 

標準構成ではすべてのベイにダミートレーが搭載 
されてし"'る。 

に.5型八ードディスクドライブモデル] 

最大8台まで搭載可能 （97 ページ)。括弧数字の 
後の数字はチャネル番号を示ず。 

標準構成ではすべてのベイにダミートレーが搭載 
されてし"'る。 

(13) 0旧1<ランプ（緑色/アンパ'—色） 

ハードディスクドライブにあるランプ。ハード 
ディスクドライブにアクセス時に緑色に点灯ず 

RAID コント□ーラを使用ずる時は、内蔵八ード 
ディスクドライブが故障ずるとアンバー色に点灯 
し、リビルド中は緑色とアンバーに点滅する。 
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本付:背面 


(3) (4)-1(5) 



(1) 電源コネクタ 

AC コードを接続するコネクタ（一82ページ)。 

(2) シリアルポート B(COM B ) コネクタ 

シリアルインターフェースを持つ装置と接続する 
(一82ページ)。 

(3) LINK / ACT ランプ（緑色） 

ネットワークポートが接続している八ブなどのデ 
バイスとリンクしているときに緑色に点灯し、ア 
クティブな状態にあるときに緑色に点滅ずる（一 
73ページ)。 

(4) LAN コネクタ 

1000 BASE - T /100 BASE - TX /10 BASE-T と接続 
するコネクタ（一82ページ)。 LAN 上のネット 
ワークシステムと接続ずる。末尾の数字はポート 
番号を ZF す。 

* OS 上のポート番号と一致しない場合がありま 
す。 

(日） SPEED ランプ （100/10 ランプ） 

LAN の転送速度を示ずランプトのぺージ')。 

(6) USB コネクタ 1-2 

USB インターフェースに対応している機器と接続 
する（一82ページ)。末尾の数字は「1」がコネ 
クタ1で、に」がコネクタ2を示す。 


(7) モニタコネクタ 

ディスプレイ装置を接続するコネクタ（一82ペー 
ジ)。 

(8) POWER ランプ（緑色） 

電源を ON にすると緑色に点灯する巧1ページ)。 

(9) マネージメント専用 LAN コネクタ 

1 00 BASE - TX /10 BASE - T と接続するマネージメ 
ント専用 LAN コネクタ（一82ページ)。 

運用 LAN として使用できません。 

(10) SPEED ランプ （100/10 ランプ） 

マネージメント専用 LAN の転送速度を示すランプ 
(一73ぺージ)。 

(11) UID スイッチ/ランプ（青） 

UID ランプを 0 N /0 FR こするスイ、ソチ。スイ、ソチ 
を一度押すと、 UID ランプが点灯し、もう一度押 
すと消灯する（^73ぺージ）。 

導通のない細い棒で押して < ださい。 

(12) PCI ボード増設用ス□ット 

オプションの PCI ボードを取り付けるス□、ソト。 
(12) -1□ープ□ファイル PCI ボード 
(12)-2 □ープ□ファイル PCI ボード 
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本巧巧部 


3-日型八ードディスクドライブモデル 



(1) ドライブベイ（末尾の数字はドライブベイ 
番号を示す）（八ードディスクドライブは 
オプション） 

(2) バックプレーンボード 

(3) 冷却ファン（末尾の数字はファン番号を示 
す） 

(4) 電源ユニット 
(己 ） DIMM 


(目） CPU / ヒートシンク 
(6)-1 CPU 1 
(6)-2 CPU 2 

(7) エアダクト 

(8) PCI ライザーカード 

(9) マザーボード 

(10) フ□ントパネルボード 
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2-日型八ードディスクドライブモデル 



(1) ドライブベイ（末尾の数字はドライブベイ 
番号を示す）（八ードディスクドライブは 
オプション） 

(2) バックプレーンボード 

(3) を却フアン（末尾の数字はフアン番号を示 
す） 

(4) 電源ユニット 
(日 ） DIMM 


(6) CPU / ヒートシンク 
(6)-1 CPU 1 
(6)-2 CPU 2 

(7) エアダクト 

(8) PCI ライザーカード 

(9) マザーボード 

(10) フ□ントパネルボード 
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マザーポー 



(1) 電源コネクタ 

(2) DIMM ソケット 

(2)-1 CPU 1_ DIMM 1 〜4 
に）-2 CPU 2_ DIMM 1 〜4 

(3) 電源監視用コネクタ 

(4) プ□セッサに PU) ソケット 
(4)-1 CPU 1 

(4)-2 CPU 2 
(己） BP 接続用コネクタ 

(6) SATA 接続コネクタ 
(6)-1 SATA 0_3 
(6)-2 SATA 4_5 

(7) パスワードクリアジャンパ 

(8) フ□ントパネルボード接続用コネクタ 

(9) SW RAID ジャンパ 

(10) フ□ント USB 接続用コネクタ 

(11) スピーカ 

(12) CMOS コンフイグレーシヨンジャンパ 

(13) リチウムバッテリ 

(14) フ□ント VGA ケーブル接続用コネクタ 
(1 己）シリアルポート A(C0M A) コネクタ 

(16) PCI ライザーカードス□ット 

(17) 外部接続コネクタ/外部か5の操作スイッチ 
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ツクプレーンボー 


3.5 型八ードデイスクドライブモデル用 


(5)-5 (5)-6 


(5)-11 



2.5 型八ードデイスクドライブモデル用 

(5)-1 (5)-3 (5)-4 (5)-5 (5)-6 


(5)-7 


(5)-11 



(1) SATA/SAS コネクタ 

(末尾の数字はコネクタ番号を示ず） 

(2) 八ードディスクドライブコネクタ（ラ5面） 

(3) 電源コネクタ 

(4) 未使用 

(己）システムファンコネクタ 

(末尾の数字はファン番号を示す） 
(コネクタは2、8、9、10、12は未使用） 

(6) SGPI01 コネクタ 

(7) マザーボード接続コネクタ 

(8) フ□ントパネルボード接続用コネクタ 

(9) SGPI02 つネクタ 

(10) 八ードディスクドライブジャンパ 
設定方法は126ページを参照してください。 
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ランプ表示 


本体前面には8つ、背面には3つのランプがあります。ランプの表示とその意□末は次のとおり 
です。 

POWER ランプ（ネ） 

本体前面に1個あります。本体の電源が ON の聞、ランプが緑色に点灯しています。 

省電力機能をサポートしている 0 S で、省電カモードに切り替えるとランプが点滅します。 


STATUS ランプ (A) 

本体前面にあります。八ードウエアが正常に動作している間は STATUS ランプは緑色に点な 
します。 STATUS ランプが消なしているときや、緑色に点滅、またはアンバー色に点灯/点 
滅しているときは八ードウエアになんらかの異常が起きたことを示します。 

次に STATUS ランプの表示の状態とその意□ホ、対処方法を示します。 


• ESMPRO やオフライン保守ユーティリティ等を使ってシステムイベン 
卜□グ （SEL) を参照することで故障の原因を確認することびできま 
ず。 

• しりたん電源を OFF にして再起動するときに、 0S か5シャットダウン 
処理ができる場合はシャットダウン処理をして再起動してください。 
シャットダウン処理びできない場合はリセット、強制電源 OFF をずるか 
(1 目3ページ参照)、一度電源コードを巧き差しして再起動させてくださ 
し、。 
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STATUS ランプの 
状態 

意味 

巧処方法 

緑色(こ点火了 

正常(こ動作しています。 

— 

緑色(こ点滅 

メモリが縮退した状態で動作してい 
ます。 

目 IOS セットアップユーティリティ 
「 SETUP 」 を使って縮退しているメ 
モリを確認後、早急にを換すること 
をお勤めします。 

CPU エラーをお化した状態で動作し 
ています。 

目の S セットアップユーティリティ 

rSETUPJ を使って CPU の状態を確 
認後、早急(こ交換することをお勧め 
します。 

消の 

電源が OFF (こなつている。 

電源を ON (こしてください。 

消の 

POST 中である。 

しば6くお待ちください。 POST を 
完了後、しば6<すると緑色に点の 
します。 

CPU でエラーが発生した。 

いったん電源を OFR こして、電源を 
ON にし直してください。 POST の画 
面で何6かのエラーメッセージが表 
示された場合は、メッセージを記録 
して保守サービス会社し連絡してく 
ださい。 

CPU 温度の異常をお化した。 

ウォッチドッグタイマタイムアウト 
を発生した。 

メモリで訂正不可能なエラーが橫化 
された。 

PCI システムエラーが発生した。 

PCI パリティエラーが発生した。 

PCI バスエラーが発生した。 

メモリダンプリクエスト中。 

ダンプを採取し終わるまでお待ちく 
ださい。 

アンバー色に点な 

温度異常をお化した。 

内部のファン(こホコリやチリがが着 
していないかどうか確認してくださ 
し、また、内部ファンのケーブルが 
確実に接続されていることを確認し 
てください。 

それでも表示が変わらない場合は、 
保守サービス会社(こ連絡して < ださ 
い。 

電圧異常をお化した。 

保守サービス会社に連絡して<ださ 
い。 

アンバー色に点滅 

ファンアラームをお化した。 

内部ファンのケーブルが確実(こ接続 
されていることを確認してくださ 
し、それでも表示が変わ6ない場合 
は、保守サービス会社(こ連絡して< 
ださい。 

温度警告をお化した。 

内部のファン(こホコリやチリがが着 
していないかどうか確認してくださ 
し、また、内部ファンのケーブルが 
確実(こ接続されていることを確認し 
てください。 

それでも表示が変わらない場合は、 
保守サービス会社(こ連絡して < ださ 
い。 

電圧警告をお化した。 

保守サービス会社(こ連絡して < ださ 
い。 

八ードディスクドライブが故障し 
た。 

八ードディスクドライブを交換して 
ください。 
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DISK アクセスランプけ） 

本体前面にあります。 DISK アクセスランプは本体内部の八ードディスクドライブや光ディス 
クドライブにアクセスしているときに点なします。 


アクセスランプ 

本体前面じあるフ□、ソピーディスクドライブと光ディスクドライブのアクセスランプは、そ 
れぞれにセツトされているディスク、 CD-ROM または DVD-ROM にアクセスしているときに 
点なします。 


UID (ユニット ID ) ランプ 

本体前面と背面にを1個あります。本体前面または背面にある UID スイッチを押すと点灯し、 
もう一度押すと消なします。ソフトウエアからのコマンドを受信したときは点滅で表示しま 
す。複数台の装置がラックに搭載された中から特をの装置を識別したいときなどじ使用する 
ことができます。特にラック背面からのメンテナンスのときは、このランプを点なさせてお 
くと、対象装置を闇違えずに作業することができます。 


UNK / ACT ランプ（品 1、品 2) 

本体背面の標準 LAN コネクタ/マネージメント専用 LAN コネクタにを1個あります。本体標準 
装備のネットワークポートの状態を表示します。本体と八ブに電力が供給されていて、かつ 
正常に接続されている場合に点なします （ LINK )。 ネットワークポートが送受信を行ってい 
るときに点滅します （ ACT )。 

LINK 状態なのにランプが点なしない場合は、ネットワークケーブルやケーブルの接続状態を 
確認してください。それでもランプが点なしない場合は、ネットワーク ( LAN ) コント□一 
ラが故障している場合があります。お買い求めの販売店、または保守サービス会社に連絡し 
てください。 



LAN ポート LINK LED について （ LAN ケーブルを接続している場合） 

運用 LAN ポートの UNK / ACTI _ ED は OS にて WOL (Wake On Lan ) を無効と設 
走:している場合、省電力機能により、 0 S シャットダウン後の DC オフ状態で消 
灯します。 

WOL を有効に設をしていると DC オフ状態で常に点灯 （ LINK 状態）します。 


SPEED ランプ (1 000/100/10ランプ） 

本体背面の LAN コネクタ/マネージメント専用 LAN コネクタにを1個あります。本体標準装備 
のネットワークポートの通信モードが1000 BASE-T か、 100 BASE - TX . 10 BASE-T のどち 
らのネ、ソトワークインタフエースで動作されているかを示します。アンバー色に点灯してい 
るときは1000目 ASE-T で、緑色に点灯しているときは100 BASE-TX で動作されていること 
を示します。消灯しているときは、 10 BASE-T で動作していることを示します。 
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Disk ランプ 

八ードディスクドライブベイに八ードディスクドライブを3台取り付けることができます。 
搭載するホ、ソトプラグ対応の八ードディスクドライブにはランプが1つがいています。その表 
示と機能は次のとおりです。 



• 緑色に点滅 

緑色点滅でディスクへのアクセスが行われていることを示します。 

• アンパ’一色に点な 

八ードディスクドライブが故障していることを示します。 


RAID システムで論理ドライブ （ RAID 1 、RAIDS S RAID 6、 RAID 10、 RAID 50) 
P に巧 を構成している場合は、1台のハードディスクドライブが故障しても運用を続 
けることができます。しかし、早急にハードディスクドライブを交換して、再 
構築（リビルド）を行うことをお勸めします（ハードディスクドライブの交換 
はホットスワップで行います）。 


• 緑色とアンノ V ’一色で点滅 

八ードディスクドライブの再構築（リビルド）中であることを示します（故障ではあり 
ません）。 RAID システムでは、故障した八ードディスクドライブを交換すると自動的に 
データのリビルドを行いますけートリビルド機能)。 

リビルドを終了するとランプは消なします。リビルドに失敗するとランプがアンバー色 
に点灯します。 


W-0 リビルド中に本体の電源を OFF にすると、リビルドは中断されます。再起動し 
てか5八ードディスクドライブをホットスワップで取り付け直してリビルド 
をやり直してください。ただし、才ートリビルド機能を使用ずるときは次のま 
意事項を守ってください。 

• 電源を OFF にしないでください（いったん電源を OFF にすると才ートリ 
ビルドは起動しません)。 

• J \- ドディスクドライブの取りがし/取り付けの間隔は90秒上あけて 
<ださい。 

• 他にリビルド中の八ードディスクドライブび存在する場合は、八ード 
ディスクドライブの交換は行わないでください。 
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設置と接続 

本体の設置と接続じついて説明します。 



本装置は曰 A 規格に適合したラックじ設置して使用します。 

ラックへの設置 

ラックの設置じついては、ラックに添付の説明書（添付の rEXPRESSBUILDERJ DVD の中 
にもオンラインド羊ュメントが格納されています）を参照するか、保守サービス会せにお間 
い合わせください。 

ラックの設置作業は保守サービス会社に依頼することもできます。 



警告 


A A 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人び死こす 
る、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 指定 m 外の場所に設置し なし、 

• アース線をガス管につなびない 


A ミ主意 


A A 

Q 


装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で搬送•設置をしない 

• 1人で部品の取り付けをしない•ラック用ドアのヒンジのピンを確認する 

• 荷重び集中してしまうような設置はしない 

• ラックび不ま定な状態でデバイスをラックか5引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックか5引き出したが態にしない 

• 定格電源を超える配線をしない 


次に示す条件に当てはまるような場所には、ラックを設置しないでください。これらの場所 
にラックを設置したり、ラックに本体を搭載したりすると、誤動作の原因となります。 

• 本体をラックから完全に引き化せないような狭い場所。 

• ラックや搭載する装置の総重量に耐えられない場所。 

• スタビライザが設置できない場所や耐震工事を施さないと設置できない場所。 

• 床におうとつや傾斜がある場所。 

• 温度変化の激しい場所（暖房器、エアコン、を蔵庫などのおく）。 
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• 強い振動の発生する場所。 

• 腐食性ガスの発生する場所（大気中に硫黄の蒸気が発生する環境下など）、薬品類のお 
くや薬品類がかかるおそれのある場所。 

• 帯電防止化工が施されていないじゅうたんを敷いた場所。 

• 物の落下が考えられる場所。 

• 強い磁界を発生させるもの（テレビ、ラジオ、放送/通信用アンテナ、送電線、電磁ク 
レーンなど）の近< (やむを得ない場合は、保守サービス会社に連絡してシールドエ事 
などを行って < ださい)。 

• 本体の電源コードを他の接地線（特に大電力を消費する装置など）と共用しているコン 
セントに接続しなければならない場所。 

• 電源ノイズ（商用電源をリレーなどで ON / OFF する場合の接点スパークなど）を発生す 
る装置のおく （電源ノイズを発生する装置のおくに設置するときは電源配線の分離やノ 
イズフィルタの取りがけなどを保守サービス会社に連絡して行ってください)。 

本体をラックに取り付ける手順を W 下に示します。取り外し手順じついては、取り付け手順 

の後で説明しています。 



警告 




装置をま全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。人び死こす 
る、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 規定がのラックで使用しない 

• 指定 m 外の場所で使用しない 


A ミ主意 

AA 

装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 


• を下ま音 

• 装置を引き出したが態にしない 

• カバーをがしたまま取り付けない 

• 指を挟まない 

〇 


W-0 ラック内部の温度上昇とエアフ □— について 

複数台の装置を搭載したり、ラックの内部の通気び不十分だったりすると、 
ラック内部の温度び各装置か5発する熱によって上昇し、動作保証温度 (10 
で〜3己で）を超え、誤動作をしてしまうおそれびあります。運用中にラック 
内部の温度び保障節囲を超えないようにラック内部、および室内のエアフ□一 
について十分な検討と対策をしてください。 
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取り付け手順 


本装置は弊社製および他社ラックに取り付けることができます。次の手順でラックへ取り付け 
ます。 

• ラック搭載前の準備 


装置運搬時の脱落防止のために、工場 
出!荷時にスライドレールは左ちともに 
背面側と側面がテープで固をされてい 
ます。ラックへ取りがける前に、テー 
プをはがしてください。 


• レールアセンブリの取り外し 

本体左ちに取りがけられているスライ 
ド式のレールアセンブリを取り外しま 
す。 


本体前面にある□ック解除ボタンを押 
しながら、レールアセンブリを持って 
ゆつくりと装置後方へスライドさせて 
ください。 





レールアセンブリを取り外すと、本体 
はネジ止めされたインナーレールのみ 
が取り付けられた状態になります。 




• 取りがしたレールアセンブリは、この後の手順（レールアセンブリの取 
り付け）で使用します。 

• レールに指を挟まないよう十分を意してください。 
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• レールアセンブリの取り付け 

取り外したレールをラックへ取り付け 
ます。 

レールアセンブリの四角い突起を、19 
型ラックの角穴に入れて取り付けま 
す。この時に「カチ、ソ」と音がして、 
□ックされたことを確認してくださ 
い。 

ち図はち側（前面）を示していますが、 
ち側（背面）、左側（前面/背面）も同 
様に取り付けてください。 

もう一方のレールを取り付ける時、す 
でに取りがけているレールアセンブリ 
と同じ高さに取りがけることを確認し 
てください。 




前後に多少のガタツキがありますが、製品にす障はありません。 


レールアセンブリが確実(こ□ックされて脱落しないことを確認してください。 

区エックI 
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• 本体の取り付け 


A ミ主意 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびありまず。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で持ち上ばない 

• 指を挟まない 



1 . 左ちのレールアセンブリのスライ 
ドレール（ベアリング部）を手前 
に引を出す。 



2. 2人上で本装置をしっかりと 
持ってラックへ取り付ける。 

左ちのレールアセンブリに本装置 
側面のインナーレールを確実に差 
し込んでからゆつくりと静かに押 
し a みます。 


完全に装置を押し A むと装置前面 
の□ックがかかり、装置を固定で 
きます。 



• レールに指を挟まないよう十分を意してください。 

• 差し込む時、インナーレールの両側をまつすぐ挿入してください。 

• 設置時は、左ちのツマミを持ってゆっくりと確認しなび5取り付けてく 
ださい。 


初めての取り付けでは各機構部品がなじんでいないため押し込むときに強い 
irEvE 摩擦を感じることがありますが、製品に支障はありません。 


3. 本装置を何度かラックから引き出したり、押し込んだりしてスライドの動作に問題 
がないことを確認する。 


^ ラック内の他装置と隣接する位置に本装置を取り付ける際は、他装置と本装置の 
巨!^ 屋体が干渉していないことを確認してください。もし干渉している場合は、他装 
置と干渉しないよう調整してレールアセンブリを取り付け直してください。 
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取り外し手順 

次の手順で本体をラックから取り外します。取り外しは1人でもできますが、なるべく複数 
さ)で行うことをお勤めします。 


A ミ主意 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 

A A 

明をご覧ください。 

• 指を挟まない 

Q 

参 

ラックび不安定な状態でデバイスをラックか5引き出さない 

参 

落下ま意 

参 

装置を引き出した状態にしない 


参 

複数台のデバイスをラックか5引き出した状態にしない 


参 

動作中に装置をラックか5引き出さない 


1. 本装置の電源が日 FF になっていることを確認してから、本装置に接続している電源 
コードやインタフェースケーブルをすべて取り外す。 


2. 本装置前面の左ちにある□ック解 
除ボタンを押しながら本装置を 
ゆっくりと静かにラックから引き 
出す。 



3. 本装置をしっかりと持ってラックから取り外す。 



• 複数名で装置の底面を支えなび5ゆっくりと引き出してください。 

• 装置を引き出した状態で、弓Iさ出した装置の上部か5荷重をかけないで 
ください。装置び落下ずるおそれびあり、危険でず。 

• レールに指を挟まないよう十分ま意してください。 
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4. レールアセンブリをラックから取 
り外す場合はレノ く一を押しながら 
レールを矢印方向に引いて外して 
<ださい。 





複数のレールアセンブリを取り付けた場合、ロック解除するためのレバーを手 
で押せないことがあります。このときは、本装置に添付のスライドレール（ア 
ウターレール）取り外し工具でロックを解除し、レールアセンブリを取り外し 
てください。 
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本体に周辺装置を接続します。 

本体にはさまざまな周辺装置と接続できるコネクタが用意されています。次ページの國は標 
準の状態で接続できる周辺機器とそのコネクタの位置を示します。周辺装置を接続してから 
添付の電源コードを本体に接続し、電源プラグをコンセントにつなげます。 


wO 無停電電源装置や自動電源制御装置への接続やタイムスケジュール運転の設 
定、ヴーバスイッチ ユニッ トへの接続-設定などシステム構成に関ずる要求び 
ございました5、保守ヴービス会社の保守員（またはシステムエンジニア）に 
お知5せ < ださい。 



警告 


A A 


装置を安全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。人び死こす 
る、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説明をご覧くだ 
さい。 

• めれた手で電源プラグを持たない 

• アース線をガス管につなびない 


A ミ主意 


A A 


装置を安全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 

• 指定似がのコンセントに差し込まない 

• たこ足配線にしない 

• 中途半端に差し込まない 

• 指定 m がの電源コードを使わない 

• プラグを差し込んだままインタフェースケーブルの取り付けや取り外しをしな 
い 

• 指定 m がのインタフェースケーブルを使用しない 
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2. 己型八 ー ドディスクドライブモデル 


ディスプレイ装置 





nn ◎幅-翻 ◎ 巳司巳司？ 


,< 「 1 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□J 

ロリ I H I I ^ I || 00000000 0000 |~| 100 00000000 〇〇〇 ) U r IIqI 广^ 


最後に添付の電源コードを 
コンセントに接続する。 
UPS に接続する場合は 
次ページの説明を参照。 


シリアルインタ 
フェース機器 


背面 



U 沈機器 


ディスプレイ装置 


LAN 上のネットワーク 
システム（八ブ（マル 
チポートリピータ）を 
介して接続されます） 
(管理専用。 

運用 LAN として 
使巧できません） 


3.5 型八ードデイスクドライブモデル 
ディスプレイ 





USB 機器 


t 




巳 


laaaaa 口 aaa 

イ II 

0000000 〇 0000 1 1 「 || 口 | 1 II 
00000000 0000 1 1 1 II 1 

00000000 0000 1 1 I 

00000000 0000 1 1 1 

。II 

00000000 0000 III* 1 レ _ 
00000000 0000 III 1 

ill 

00000000 0000 1 1 1 \ 〇 \ 1 1 

00000000 0000 1 1 1 II 1 

00000000 0000 11 1 

00000000 0000 1 1 1 

"ill 

00000000 0000 III 1 レ 

00000000 0000 III 1 




LAN 上のネットワークシステム 
(八ブ（マルチポートリピータ） 
を介して接続されます） 
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• 本体および接続する周辺機器の電源を OFF にしてか5接続してくださ 
し、。 ON のが態のまま接続すると誤動作や故障の原因となります。 

• ヴードパーティの周辺機器およびインタフIースケーブルを接続する場 
合は、お買い求めの販売店でそれ5の装置び本装置で使用できることを 
あ5かじめ確認してください。サードパーティの装置の中には本装置で 
使用でをないものびあります。 

• SCSI 機器は、オプションの SCSI コント□—ラを搭載すると接続ずるこ 
とびでをまず。 SCSI 機器内部の接続ケーブルを含め、ケーブルの全長 
び 3miy 内になるようにしてください。 

• ダイヤルアップ経由のエクスプレス通報サービス/エクスプレス通報 
ヴービス (HTTPS) を使用ずる場合は、 NEC フイールデイングに相談し 
て < ださい。 


• 回線に接続する場台は、設定機関に申請済みのボードを使用してください。 

• シリアルポートコネクタには専用回線を直接接続することはできません。 

• 本装置に外付け USB DVD-ROM ドライブ（N8160-64/-8己）を接続する 
場台は、前面及び背面の隣接する USB ポートに他の機器を接続しないでく 
ださい。 

※下図の枠で囲ったポートが「隣接する USB ポート」です。 


前面の USB コネクタ 


国国!^配〇鐵 „ □□□ 


例）背面 USB ポートに DVD - ROM ドライブを接続ずる場合 



本ポートには他の USB 機器は接続しないで < ださい。 


背面の USB コネクタ 



周辺機器を接続した後は、ラックに搭載している場合は、周辺機器を接続した後、ケーブル 
タイなどでケーブルが絡まないように束ねてください。 


ケーブルびラックのドアや側面のガイドレールなどに当た5ないよラフォー 
ミングして <ださい。 


本体の電源コードを無停電電源装置 ( UPS ) に接続する場合は、 UPS の背面じある化カコン 
セントに接続します。 

詳しくは UPS に添付の説明書をご覧ください。 
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<例> 

コンピュータインターフェースポート ( COM ) 



本体の電源コードを接続した UPS によって、 UPS からの電源供給と本体の ON / OFF を連動(リ 
ンク)させるために BIOS の設を変更が必要となる場合があります。 

BIOS セットアップユーティリティの 「 Server 」一「 AC - LINK 」 を選択し、適切なパラメータ 
値に変更してください。詳しくは152ページを参照してください。 
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基本的な操作 

基本的な操作の方法について説明します。 


電源の ON 


本体の電源は前面にある POWER スイッチを押すと ON の状態じなります。 

次の順唐で電源を ON にします。 

1. フ□ッピーディスクドライブを接続している場合、フ□ッピーディスクをセットし 
ていないことを確認する。 

2. ディスプレイ装置および本体に接続している周辺機器の電源を日 N にする。 

^ 無停電電源装置 ( UPS ) などの電源制御装置(こ電源コードを接続している場合 
医て巧！ は、電源制御装置の電源が ON (こなっていることを確認してください。 


3. ラックに搭載している場合でフ□ントべゼルを取り付けている場合はべゼルを取り 
外す。 

4. 本体前面にある POWER スイッチを押す。 

本体前面および背面の POWER ランプが緑色に点灯し、しばらくするとディスプレ 
イ装置の画面には 「 NEC □ゴ」が表示されます。 

3.已型八ードディスクドライブ 


POWER ランプ 



2.已型八ードディスクドライブ 


POWER ランプ 



巧 ° ©© 

L ロロ。ロロロロロ。口… 


W\ iH ミ ^ 


即 I 圍圓 n 關圍圖 II 画！!圍國 n " ii 圍匿叫 


0000000 〇 0000 I I 
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電源コードを接続するとハードウ:！:ァの初期診断を始めます（約5秒間)。初期 
診断中は POWER スイッチは機能しません。電源コードの接続直後は、約5秒ほ 
ど時間をおいてから POWER スイッチを押してください。 


「 NEC 」 □ゴを表示している閨、自己診断プ□グラム ( POST ) を実行して八ード 
ウェアの診断をします。詳しくはこの後の 「 POST のチェック」をご覧ください。 
POST を完了すると 0 S が起動します。 


POST 中に異常が見つかると POST を中断し、エラーメッセージを表示します。 
医!^ 219ぺージを参照してください。 


電源の OFF 


次の順唐で電源を OFR こします。本体の電源コードを UPS に接続している場合は、 UPS に添 
がの説明書を参照するか、 UPS を制御しているアプリケーションの説明書を参照してくださ 
い。 

1. 日 S のシャツトダウンをする。 

2. POWER ランプが消丹したことを確認する。 

周辺機器の電源を OFF にする。 








88 基本的な操作 



POST (Power On Self - Test ) は、マザーボード内に記録されている自己診断機能です。 
POST は本体の電源を ON にすると自動的に実行され、マザーボード、 ECC メモリモジュー 
ル、 CPU モジュール、羊ーボード、マウスなどをチェックします。また、 POST の実行中に 
各種の目 IOS セツトアップユーティリティの起動メッセージなども表示します。 


出)荷時の設をでは POST を実行している闇、ディスプレイ 
装置には 「 NEC 」 □ゴが表示されます。レ Esc > 羊一を押す 
と、 POST の実行内容が表示されます。） 





BIOS のメニューで < Esc > キーを押さなくても、はじめから POST の診断内容を 
表示させることができます。 SETUP ユーティリティの 「 Advanced 」 メニュ ー 
にある 「BooHime Diagnostic Screen 」 の設定:を 「 Enabled 」 に切り替えてくだ 
さい （142 ぺージ参照）。 


POST の実行内容は常に磕認する必要はありません。次の場合に POST 中に表示されるメッ 
セージを確認してください。 

• 導入時 

• 「故障かな？」と思ったとき 

• 電源 ON から 0 S の起動の闇に何度もビープ音がしたとき 

• ディスプレイ装置になんらかのエラーメ 、ソ セージが表示されたとき 

POST の流れ 

次に POST で実行される内容を順をおって説明します。 


• POST の実行中は、不用意なキー入力やマウスの操作をしないようにし 

Ito てください。 

• システムの構成によっては、ディスプレイの画面に 「Press Any Key 」 
とキー入力を要求するメッセージを表示する場合もあります。これは取 
り付けたオプションのボードの BIOS び要求しているためのものでず。 

オプションの マニュ アルにある説明を確認してか5何かキーを巧してく 
ださい。 

• オプションの PCI ボードの取り付け/取り外しをしてか5電源を ON にす 
ると、 POST の実行中に取り付けたボードの構成に誤りびあることを示 
すメッセージを表示して POST をいったん停止することびあります。 

この場 S まく Fl > キーを巧して POST を継続させてください。ボードの構 
成についての変更/設定は、この後に説明ずるユーテイリテイを使って設 
定できまず。 


1. 電源 ON 後、 P 日 ST が起動し、メモリチェックを始めます。ディスプレイ装置の画 
面左上に基本メモリと拡張メモリのサイズをカウントしているメッセージが表示さ 
れます。本体に搭載されているメモリの量によっては、メモリチェックが完了する 
までに数分かかる場合もあります。同様に再起動（リブート）した場合など、画面 
に表示をするのに約1分程の時間がかかる場合があります。 
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2. メモリチェックを終了すると、いくつかのメッセージが表示されます。これらは搭 
載している CPU や接続しているキーボード、マウスなどを検出したことを知らせ 
るメッセージです。 

3. しばらくすると、マヴーボードにある BI 日 S セットアップユーティリティ 
「SETUP」 の起動を促すメッセージが画面左下に表示されます。 

Press < F 2> to enter SETUP or Press < F 12> to boot 
from Network 

使用する環境にあった設をに変更するときに起動してください。エラーメッセージ 
を伴った上記のメッセージが表示された場合を除き、通常では特に起動して設をを 
変更する必要はありません（そのまま何も入力せずにいると数秒後に POST を自動 
的に続けます)。 

SETUP を起動するときは、メッセージが表示されている間に < F 2> 羊一を押しま 
す。設を方まやパラメータの機能については、132ページを参照してください。 
SETUP を終了すると、自動的にもう一度はじめから POST を実行します。 

4. オンボードの RAID コント□-ラ (LSI Embedded MegaRAID'^) を有効（使用 
する）に設定している場合、 RAID システムの設定や管理をするユーティリティの 
起動を促すメッセージが表示されます。 

Press く CtrL > く M > to Run LSI Logic Software RAID 
Setup UtiLity - 

ここで < Ctrl >+< M > 丰一を押すと八ードディスクドライブの RAID を構築するための 
ユーティリティが起動します。設定値やユーティリティの詳細じついては 「Setup 
Utility 」（167 ページ）を参照してください。 


日.続いて本体にオプシヨンの SCSI コント□ーラボードなどの専用の BI 日 S を持ったコ 
ント□ーラを搭載している場合は、巨 IOS セットアップユーティリティの起動を促 
すメッセージが表示されます（そのまま何も入力せずにいると数秒後に P 日 ST を自 
動的に続けます)。 

く例： SCSI 目 IOS セットアップユーティリティの場合> 

Press く CtrL >< A > for SCS I SeLect(TM ) UtiLity ! 

ここでく Ctrl >+< A > 丰一を押ずとユーティリティが起動します。 SCSI 機器の設定値や 
ユーティリティの詳細じついてはボードに添付の説明書を参照してください。 

ユーティリティを使用しなければならない例としては外付け SCSI 機器を接続した 
場合などがあります。 

6. オプシヨンボードに接続している機器の情報などを画面に表示します。 

7. 巨 IOS セットアップユーティリティ 「SETUP」 でパスワードの設定をすると、 

P 日 ST が正常に終了した後に、パスワードを入力する画面が表示されます。 

パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも入力を誤るとシステムを起動で 
きなくなります。この場合は、本体の電源を OFF にしてから、約10秒ほど時闇を 
あけて ON にしてください。 


W "0 OS をインストールずるまではパスワードを設定しないでください。 


8. P 日 ST を終了すると日 S を起動します。 






90 基本的な操作 


POST のエラーメッセージ 


POST 中にエラーを橫化するとディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示します。 
また、エラーの内容によってはビープ音でエラーが起きたことを通知します。エラーメッ 
セージとエラーを通知するビープ音のパターンの一覧や原因、その対処方法については、「運 
用-保守編」を参照して<ださい。 


wO 保守サービス会社に連絡ずるときはディスプレイの表示をメモしておいてく 
ださい。アラーム表示は保守を行うときに有用な情報となります。 
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省電カモードの起動 


ACPI モードに対応した 0 S を使用している場合、電力をほとんど使用しない状態(スタンバイ 
状態)じすることができます。 

0 S のシャツトダウンメニューからスタンバイを選択するか、 POWER スイ、ソチの設をを電源 
オフからスタンバイに変更した場合は POWER スイ、ソチを押すとスタンバイ状態じなります 
( POWER ランプが点滅します)。 

スタンバイ状態になってもメモリの内容やそれまでの作業の状態は保持されています。 
POWER スイ、ソチをもう一度押すとスタンバイ状態は解除されます。 

3.已型八ードディスクドライブ 


◎ ◎◎ 〇 
◎ ◎◎ D 


POWER スイ、ソチ 



BBooi 

む ©© = □□ I □□□□□□□□□□□□□□□□□□□ I □□□□□□□□□□□□□□□□□□ 


1 : t !! II バ戸 

〇 [| : 1 II !! ! 

oR ： 1 !! 1! i 

of 

1 c i II II 3 コ i ) 

1 ^ : II :; く，屑 0 


2.已型八ードディスクドライブ 


◎ ◎◎ 〇 
◎ ◎◎ D 


POWER スイ、ソチ 



1 目 0◎ 混 Jill= 11111 け III 

If 1 1 II II II II II II II II II II II II II II II II II II II II II II II II II II II II 1 1 1 _ y H H. Ill 1_ 

1 ロロロロロロロロロ 1 

0000000 〇 0000 1 1 I 1 |g 

00000000 0000 1 1 1 II 

m 

1 ロロロロロロロロロ || 

00000000 0000 III □ 

00000000 0000 1 1 1 


00000000 0000 II r 1 〇 
00000000 0000 11 1 1 

園 

00000000 0000 11 r Q 

00000000 0000 1 1 1 



省電カモードへの移行、または省電カモードからの復帰方法については、 
Windows 0 S の設をによって異なります。また、省電カモード中の動作レベル 
は 、 Windows 0 S の設定:に化存します。 


省電カモードへの移行、または省電カモード中にシステムを変更しないでくだ 
さい。省電カモードか5復帰する際に元の状態に復帰できない場合びありま 
す。 
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ヴーパの確認 （ UID スイツチ) 


複数の機器を1つのラックに搭載している場合、保守をしようとしている装置がどれである 
かを見分けるために本体の前面および背面には 「UID (ユニット ID) ランプ」があります。 


3.已型八ードディスクドライブ 



2.已型八ードディスクドライブ 



日目 畳覃覃巡 が〜= •-目 马强 r 苗 娜 

0 品庶 II n-i n 1 ® ii1n：=n 对 rm’ 


鹏〇晒0 たが— =■ 目到 且。- iiy, 

(=>nl ™nn: : nfirriH nir ： :n:ns : nslrflferffens :: ：^inl" 

施 哥!! *!lli 血 ::哥!! 

つ町育 ■nns 品 ; な ; 品品;品品品品目片。瓦 ^; 品の可 

皿〇»巴 i 日巧む 〇〇 — □□□ni 馬 S 哥啡 

'^^nrTnnnnnnnrmnnnnnnnnnnPnnnnnrin^ 


目階 黒# 松 7ri：i 

冲 1 |H 1 1 "■叫 1 "■ 

III™--IIL1I*I III — - iimi 4 

lll™nniii 11.1 而 bsE ■知 inFI 


UID ランプ 


挈削知口因 


〇 〇 ^ 


UID スイ、ソチ 


<装置背面> 



核 因回育目 

盟圍 m 


『口 1 IT 口 |1 


□戸 


盟吕盟盟盟盟盟盟盟距_ 


UID スイ、ソチ/ランプ 


UID (ユニット ID) スイ、ソチを押すと UID ランプが点なします。もう一度押すとランプは消灯 
しまう。 

ソフトウェアからコマンドを受信した場合は点滅表示します。 

ラック背面からの保守は、暗く、狭い中での作業となり、正常に動作している機器の電源や 
インタフェースケーブルを取り外したりするおそれがあります。 UID スイ、ソチやソフトウェ 
アコマンドを使って保守する本装置を磕認してから作業をすることをお勤めします。 
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内蔵オプシヨンの取り付け 


本体に取り付けられるオプションの取り付け方法およびを意事項について記載しています。 


B1 


• オプションの取り付け/取りがしはユーザー個人でも行えますが、この 
場合の本体および部品の破損または運用した結果の影響に ついては その 
責任を負いかねますのでご了承ください。本装置に ついて 詳しく、専門 
的な知識を持った保守ヴービス会社の保守員に取り付け/取りがしを行 
わせるようお勧めしまず。 

• オプションおよびケーブルは薛社び指定ずる部品を使用してください。 
指定 m がの部品を取り付けた結果起さた装置の誤動作または故障-破損 
についての修理は有料となります 

• ハードウエア構成を変更した場合も、必ず EXPRESSBUILDER を使っ 
てシステムをアツ ブデー トしてください （ 1目ページを参照）。 


安き上の注意 


安全に正しくオプションの取りがけ/取り外しをするためじ次のを意事項を必ず守ってくださ 
い。 



警告 


A ® 

C 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人び死こす 
る、または重傷を負うおそれびあります。 

• 自分で分解-修理-改造はしない 

• リチウムバッテリを取りがさない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 



A ミ主意 



A A 

AA 

AG 


装置をま全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。义傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ降の説 
明をご覧ください。 

• す下を章 

• 装置を引き出したが態にしない 

• 中途半端に取り付けない 

• カバーをがしたまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• 高温ま意 
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静電気巧策について 


本体内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されています。取りがけ-取り外しの際は静 
電気による製品の故障に十分を意してください。 

• リストストラップ（アームバンドや静電気防止手袋など）の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻き付けてください。手に入らない場合は部品を触る前 
に崖体の塗装されていない金属表面に触れて身体に蓄積された静電気を放電します。 
また、作業中はを期的に金属表面に触れて静電気を放電するようにしてください。 

• 作業場所の確認 

- 静電気防止処理が施された床、またはコンクリートの上で作業を行います。 

- カーぺットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行う場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行ってください。 

• 作業台の使用 

静電気防止マットの上に本体を置き、その上で作業を行って<ださい。 

• 着巧 

- ウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないで<ださい。 

- 静電気防止靴を履いて作業を行ってください。 

- 取り付け前に貴金属（指輪や腕輪、時計など）を外して<ださい。 

• 部品の取り扱い 

- 取り付ける部品は本体に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 

- を部品の縁の部分を持ち、端子や実装部品に触れないで<ださい。 

- 部品を保管-運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れて<ださい。 
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巧り付け/取りかしの準備 


部品の取り付け/取り外しの作業をする前に準備をします。ラックからの取り外しは1人でち 
できますが、なるベ<複数をで行うことをお勤めします。 


A ミ主意 


装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ似降の説 
明をご覧ください。 

参 

落下を意 

参 

装置を引き出した状態にしない 


参 

カバーをがしたまま取り付けない 


参 

指を挟まない 


，■〇 電源コードを本体か5取りがした後、約己秒ほど待ってか5作業を続けてくだ 
■to さい。電源コードを取り外してか53〜4秒ほどの間、マザーボード上の部品 
は動作を続けている場合びあります。動作び完全に停止してか5作業を続けて 
<ださい。 


1. 8日ぺージの「取り外し手順」を参照して本体をラックから取り外し、じょうぶで 
平らな机の上に置く。 


本体を引き出したまま放置しないでください。必ずラックか5取り外してくだ 
圍 さい。 
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2. トップカバーを取り外す。 

くぼみの部分に指をかけて背面へ向けてスライドさせてから持ち上げてください。 




卜 、ソプカバーを 取り付けるときは、卜 、ソプカバーに あるフックと本体のフ レームに ある穴を 
あわせてていねいじ本体に置いた後、前面へ向けてスライドさせてください。 


前面 




に差し込む 


中央 
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巧り付け/取0かしの手順 


次の手順に従つて部品の取り付け/取り外しをします。 

ノ V —ドディスクドライブ 

3.日型八ードディスクドライブモデルの場合 

本体には、最大4台の 3.5 型八ードディスクドライブを搭載することができます。 

2.日型八ードディスクドライブモデルの場合 

本体には、最大8台の 2.5 型八ードディスクドライブを搭載することができます。 

[3 .己型八ードディスクドライブ] 


□ 謂) ◎ ^3^^000 〇 ©© 


[□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ \ □□□□□□□□□□□□□□□□□□ 



ス □ット 0 
1台目の八ードディスク 
ドライブ用（オプション） 


ス□、ソト1 
2台目の八ードディスク 
ドライブ用（オプション） 


ス□ット2 

3台目の八ードディスク 
ドライブ用（オプション） 


ス□ット 3 

4台目の八ードディスク 
ドライブ用（オプション） 


[2 .已型八ードディスクドライブ] 


ス□、ソト2 

3台目の八ードディスク 
ドライブ用（オプション） 


ス□ット6 

7台目の八ードディスク 
ドライブ用（オプション） 


ス□、ソト 4 

5台目の八ードデイスク 
ドライブ用（オプション） 
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1P 

00000000 0000 I I 「 

000000 op 0000 I I I 
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00000000 0000 III qI 
00000000 OO か III 1 
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u 

00000040 0000 11 r qI 

00000000 0000 III 1 

II 

HI 

00000000 0000 III qI 

00000000 O ザ 0 III 1 


bdb: 



日 

0000000010000 1 1 r 

00000000 0000 1 1 1 

i 

n 

00000000 0000 1 1 I 

00000000 9000 1 1 1 

1 


ス□ット0 / 

1台目の八ードディスク 
ドライブ巧（オプション） 


ス□、ソト 3 * 

4台目の八ードディスク 
ドライブ用（オプション） 


ス□、ソト1 

2台目の八ードディスク 
ドライブ用（オプション） 


ス□ット 7 

8台目の八ードディスク 
ドライブ用（オプション） 


ス□ット 5 

6台目の八ードディスク 
ドライブ巧（オプション） 


w-O • 辭社で指定していない八ードディスクドライブを使用しないでくださ 
■to しサードパーティの八ードディスクドライブなどを取り付けると、 

J \- ドディスクドライブだけでなく本体び故障ずるおそれびあります。 

• 異なるインターフェースの八ードディスクドライブを混在して搭載する 
ことはでをません。 
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取り付け 

次に示す手順で八ードディスクドライブを取り付けます。 

1. 八ードディスクドライブを取り付けるス□ットを確認する。 

3.己型八ードディスクドライブモデルの場合 

ス□、ソトは本装置に4つあります。左のス□、ソトから順に取り付けてください。 

2.日型八ードディスクドライブモデルの場合 

ス□、ソトは本装置に8つあります。左のス□、ソトから順に取りがけてください。 



2.5 型ハードディスクドライブモデルの場合、接続しているコントローラによ 
り動作可能な最大ドライブ数が異なります。 

— マザーボードの SATA コントローラ 最大6台 

- オプションのディスクアレイコントローラ最大8台 


2. A- ドディスクドライブベイを取り付ける場合は、ダミートレーを取り外す。 

ダミートレーは全ての八ードディスクドライブベイに入っています。 

3. 己型八ードディスクドライブ 2.5 型八ードディスクドライブ 



W -0 ダミートレーは大切に保存しておいてくださし、。 


3. ドライブキャリアの□ックを解除し、八ンドルを開いた状態にする。 

3.5 型八ードディスクドライブ 2.5 型八ードディスクドライブ 
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4. ドライブキヤリアと八ンドルをしっかりと持ってス□ットへ挿入する。 

3.5 型八ードディスクドライブ 2.5 型八ードディスクドライブ 



I チェッ^ 


八ードディスクドライブベイ0と POWER スイッチはお接しています。八ード 
ディスクドライブの取りがけ/取りかしの際(こ誤って POWER スイ、ソチを押さ 
ないよう(こを意してください。誤って POWER スイ、ソチを押してしまうと 
シャツトダウン処理をされてしまいます。 


日.八ンドルをゆっくりと閉じる。 

「カチ、ソ」と音がして□ックされます。 


八ンドルとトレーに指を挟まないように注意してください。 
さ5にしつかり入っているか、再度}甲し込んでください。 


I チェッ巧 


押し込むとき(こ八ンドルのフックがフレーム(こ引つかかっていることを確認 
してください。 


目.本装置の電源を日 N にして、 SETUP ユーティリティを起動して 「Boot」 メニュ ー 
で起動順位の設定をする。 

八ードディスクドライブを増設するとそれまで記憶されていた起動順位の設をがク 
リアされるためです。 

7. 取り外したフ□ントべゼルを取り付ける。 

フ□ントべゼル左側のタブが本体のフレームに引つかかるようにしてから取り付け 
てセ丰ュリティ车一で□ックします。 






























100 内蔵オプションの取りがけ 


取り外し 

次に示す手順で八ードディスクドライブを取り外します。 


• J \- ドディスクドライブ内のデータについて 

取りがした八ードディスクドライブに保存されている大切なデータ（例 
えば顧客情報や企業の経理情報など）び第兰者へ漏洩することのないよ 
うにお客様の責任において確実に処分してください。 

Windows の「ゴミ箱を空にする」操作やオペレーティングシステムの 
「フォーマット」コマンドでは見た目は消去されたように見えますが、実 
際のデータは八ードディスクドライブに書き込まれたままのが態にあり 
まず。完全に消去されていないデータは、特殊なソフトウェアにより復 
元され、予期せめ用途に転用されるおそれびあります。 

このようなトラブルを回避するために市販の消去用ソフトウェア（有償） 
またはサービス（有償）を利用し、確実にデータを処分ずることを強く 
お勧めします。データの消去についての詳細は、お買い求めの販売店ま 
たは保守サービス会社にお問い台わせください。 

• 電源ケーブルを取りがすときは、次のま意を守ってください。 

- ケーブルをねじ！5ない。 

- ケーブル部分を持って引っ張5ない。 

- コネクタ部分を持ってまっすぐに引き巧く。 





八ードディスクドライブが故障したためじディスクを取り外す場合は、八ード 
ディスクドライブの D に K ランプがアンバー色に点のしているス□、ソトをあ6 
かじめ確認してください。 


3.5 型八ードディスクドライブ 


2.5 型八ードディスクドライブ 


□ □◎Q 撒離 1^^000 



D に K ランプ 


11。劫语踏訊@白白概； 

1 □□□□□□□□□□□□□□□□□□! 

就 iX[P 哑 


DISK ランプ 


1 . 9己ページを参照して準備をする。 

2. レバーを押して□ックを解除し、八ンドルを開く。 


^ 八ードディスクドライブベイ 1 と POWER スイ、ソチは近接しています。八ード 
医!^ ディスクドライブの取りがけ/取り外しの際に誤って POWER スイ、ソチを押さ 
ないよう(こま意してください。誤って POWER スイ、ソチを押してしまうと 
シャットダウン処理をされてしまいます。 
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3. 八ンドルとドライブキャリアをしっかりと持って手前に弓Iき出す。 


3.5 型八ードディスクドライブ 


2.5 型八ードディスクドライブ 




4. A- ドディスクドライブを取り外したまま本装置を使用する場合は、空いているス 
□ットにダミートレーを取り付ける。 

己.本装置の電源を日 N にして、 SETUP ユーティリティを起動して「目00りメニュ ー 
で起動順位の設定をする。 

八ードディスクドライブを増設するとそれまで記憶されていた起動順位の設をがク 
リアされるためです。 

6. 取り外したフ□ントべゼルを取り付ける。 







102 内蔵オプションの取りがけ 


DIMM 

DIMM (Dual Inline Memory Module) は、本体のマザーボード上の DIMM ソケットに取りが 
けます。 

マザーボード上には DIMM を取りがけるソケットが8個あります。 



• DIMM は大変静電気に弱い電子部品です。本体の金属フレーム部分など 
に触れて身体の静電気を逃がしてか 5 DIMM を取り扱ってください。ま 
た、ボードの端子部分や部品を素手で触ったり、 DIMM を直接机の上に 
置いたりしないでください。静電気に関する説明は94ページで詳しく 
説明しています。 

• 轉社で指定していない DIMM を使用しないでください。サードパーティ 
の DIMM などを取り付けると、 DIMM だけでなく本体び故障ずるおそれ 
びありまず。また、これ5の製品び原因となった故障や破損についての 
修理は保証期間中でも有料となります。次に示すモデルをお買い求めく 
ださい （2009 年11月現在)。 


N 8 102-339 
N 8 102-340 
N 8 102-341 
N 8 102-407 


1 GB 増設メモリボード 
2 GB 増設メモリボード 
4 GB 増設メモリボード 
4 GB 増設メモリボード 


• N 81 02-339/340/341 増設メモ U ボードと N 81 02-407 4 GB 増設 

メモリボードはミ尾在させることはでをません。 


PaI メモリは最大 3 2 GB ( 4 GBX 8 枚）まで増設できます。 
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DIMM の増設順唐 

1 CPU 構成時と 2CPU 構成時でメモリの増設順唐が違います。 

1CPU 構成時は DIMM ス□、ソト番号のルさい順に増設してください。 

2CPU 構成時はを CPU の DIMM ス□、ソト番号のルさい順にを互に増設してください。 

容量の異なるメモリ搭載時は容量の大きいメモリよリス□、ソト番号のルさい順に増設して< 
ださい。 


• 1 CPU 時 


• 2CPU 時 

-1枚目 

- 2枚目 

- 3枚目 

- 4枚目 

- 5枚目 

- 6枚目 

- 7枚目 

- 8枚目 


2 CPU 実装時は、 ESMPR 0 での表示位置と実際の実装位置び異なります。 


実装位置 


ESMPR0 表示 


1枚目： 

CPU1_ 

-DIMM 1 ス□、ソト 

メモリ1 

2枚目： 

CPU1. 

_DIMM2 ス□、ソト 

メモリ2 

3枚目： 

CPU1. 

_DIMM3 ス□、ソト 

メモリ3 

4枚目： 

CPU1_ 

_DIMM4 ス□、ソト 

メモリ4 


実装位置 

CPU1_DIMM1 ス□、ソト 
CPU2_DIMM1 ス□、ソト 
CPU1_DIMM2 ス□、ソト 
CPU2_DIMM2 ス□、ソト 
CPU1_DIMM3 XDvl - 
CPU2-DIMM3 ス□、ソト 
CPU1_DIMM4 ス□ット 
CPU2 DIMM4 ス□、ソト 


ESMPR0 表示 
メモリ1 
メモリ5 
メモリ2 
メモリ6 
メモリ3 
メモリ7 
メモリ4 
メモリ8 


1 CPU 時 


背面側 


前面側 


2 CPU 時 


曰曰曰吕 

枚枚枚枚 
3 7 15 


曰曰曰曰 

枚枚枚枚 
6 2 8 4 



吕吕吕吕 

枚枚枚枚 
2 4 13 































































104 内蔵オプシヨンの取りがけ 


W "0 • CPU 2 を実装していない場合、 CPU 2_ DIMM 1 〜4は使用できません。 



メモリク□ック 

搭載 CPU により、メモリク□ックが異なります。 

• Xeon E 己己 04/L 己己 06 

800 MHz のメモリク□ックで動作します。 

• Xeon L 己己 20 

1066 MHz のメモリク□ックで動作します。 

搭載しているメモリの構成により、 800MHz になる場合があります。 
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取り付け 


次の手順に従って DIMM を取りがけます。 


1 . 9日ページを参照して準備をする。 

2. 取り付ける DIMM ソケットの両端 
にあるレバーを左ちに広げ、 
DIMM をソケットにまっすぐ押し 
込む。 



✓ DIMM の向きにを意してください。 DIMM の端子側には誤挿入を防止するため 
医!^ の切り欠きがあります。 


DIMM が DIMM ソケットに差し込まれるとレバーが自動的に閉じます。 

3. 手順1で取り外した部品を取り付ける。 

4. 本体の電源を日 N にして P 日 ST の画面でエラーメッセージが表示されていないこと 
を確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細については219ページを参照してください。 

己.巨 I 0 S セットアップユーティリティを起動して 「 Advanced 」 メニューの 

「Memory Configuration 」 で増設した DIMM が BIOS から認識されていること 
(画面に表示されていること）を確認する（144ページ参照)。 

6. 「 Advanced 」 メニユーの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

A- ドウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは142ページをご覧くださ 
い。 

7. ページングファイルサイズを推奨値上に設定する。 

推奨値 (Windows Server 2003の場合):搭載メモリ x1.5JU 上 

















106 内蔵オプションの取り付け 


取り外し 

次の手順に従って DIMM を取り外します。 


^ • 故障した DIMM を取り外す場合は、 POST や ESMPR 0 で表示されるエ 

区エック I ラーメッセージを確認して、取り付けている DIMM ソケットを確認して 

ください。 

• DIMM は最低1枚搭載されていないと装置は動作しません。 


1. 9己ページを参照して準備をする。 


2. 取り外す DIMM のソケットの両側 
にあるレバーを左ちにひろげる。 

□ックが解除され DIMM を取り外 
せます。 



3. 手順1で取り外した部品を取り付ける。 

4. 本体の電源を日 N にして P 日 ST の画面でエラーメッセージが表示されていないこと 
を確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細については219ページを参照してください。 

己 . rAdvancedJ メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは142ページをご覧くださ 
い。 

6. 故障した DIMM を交換した場合は、巨 lOS セットアップユーティリティを起動して、 
rAdvancedJ メニユーの 「Memory Configuration 」 で 、 「Memory Retest 」 

を 「 Yes 」 にして再起動する。 

エラー情報をクリアするためです。詳しくは144ページをご覧ください。 

7. ページングファイルサイズを推奨値(上に設定する。 

推奨値 (WindowsServer 2003の場合):搭載メモリ x1.5W 上 
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プ□セッヴ ( CPU ) 

標準装備の CPU (インテル® Xeon® プ□セ、ソサー)に力□えて、もう1つ CPU を増設し、マル 
チプ□セ、ソサシステムで運用することができます。 


wO • CPU は大変静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分など 
置 a に触れて身体の静電気を逃がしてか 5 CPU を取り扱ってください。ま 

た、 CPU の端子部分や部品を素手で触ったり、 CPU を直接机の上に置 
いたりしないでください。静電気に関ずる説明は94ページで詳しく説 
明していまず。 

• 取り付け後の確認びできるまではシステムへの運用は控えてください。 

• 製社で指定していない CPU を使用しないでください。ヴードパーテイ 
の CPU などを取り付けると、 CPU だけでなくマザーボードび故障する 
おそれがあります。また、これ5の製品び原因となった故障や破損につ 
いての修理は保証期間中でち有料となりまず。 

• CPU の増設を行った場合、搭載しているメモリの取り付け位置を変更 
しなければなりません。102ページの DIMM の説明を参照し、メモリの 
取り付け位置の変更を行つてください。 


CPU#1 

(標準装備の CPU) 


CPU#2 

(オプションの CPU) 



マザーボード 






















































































108 内蔵オプションの取りがけ 


取り付け 


次の手順に従って CPU を取り付けます。 

1 . 9日ページを参照して取り付けの準備をする。 

2. ダクトカバーを取り外す。 

3. ソケットのレバーを一度押し下げ 
てフックから解除してレノ く一を止 
まるまでゆつ< りと開<。 





W -0 • 保護カバーは大切に保管しておいてください。 CPU を取りがしたとき 

国弓 は必ず CPU のげわりに保護カバーを取り付けてください。 

• ソケットの接点び見えます。接点には触れないでください。 
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6. 新しい CPU を取り出し、保護カバーから取り外す。 


CPU を持つときは、必ず端を持ってください。 CPU の底面（端子部）には触 
BM れないで< ださい。 


7. CPU をソケットの上にていねい 
にゆっくりと置く。 

親指と人差し指で CPU の端を持っ 
てソケットじ差し込んでくださ 
し^。親指と人差し指がソケットの 
切り欠き部に合うようにして持つ 
と取り付けやす<なります。 




g エック I 


• CPU の切り欠きとソケットの キー 部を合わせて差し込んで<ださい。 

• CPU を傾けたり、滑 6 せたりせず(こソケットにまっすぐ下ろしてくださ 
い。 












110 内蔵オプションの取りがけ 



10. ヒートシンクの保護カバーを外す。 

11. ヒートシンクを CPU の上に置く。 






ヒートシンクの向きが下の図のとおりになるようじヒートシンクを正しく 
取り付けてください。 





































































ハードウエア編 111 


12. ヒートシンクをネジで固定する。 

ネジは、たすきがけの順唐で4つを 
仮止めした後に本締めしてくださ 
い。 



13. ヒートシンクがマヴーボードと水平に取り付けられていることを確認する。 


• 斜めに傾いているときは、いったんヒートシンクを取り外してか5、も 
う一度取り付け直してください。 

CPU び正しく取り付け5れていないとヒートシンクを水平に取り付け 
5れません。 

• 固定されたヒートシンクを持って動かさないでください。 

• CPU の増設を行った場合、搭載しているメモリの取り付け位置を変更 
しなければなりません。102ページの DIMM の説明を参照し、メモリの 
取り付け位置の変更を行つてください。 


14. ダクトカバーを取り付ける。 

15. 取り外したトップカバーを取り付ける。 

16. 「 Advanced 」 メニユーの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは142ページをご覧ください。 

1 7. Windows で、1 CPU 構成の本装置に CPU を増設し、2つ！; Lb の CPU で運用する場 
合に(下の手順を行ラ。 

デバイスマネージャの「コンピュータ」のドライバが 「ACPI シングルプ□セ、ソサ 
PC」 になっている場合は 「ACPI マルチプ□セ、ソサ PC」 に変更し、メッセージに 
従って再起動後、システムのアップデート （31 ページ）を行う。 


















































112 内蔵オプションの取りがけ 


取り外し 


CPU を取り外すときは、「取り付け」の手順1〜2を参照して取り外しの準備をした後、手順11 
〜4の順に従って行ってください。ヒートシンクはネジを外した後、ヒートシンクを水平に少 
しずらすようにして動かしてから取り外してください（この後の「重要」の2項目を参照して 
ください)。 


• CPU の故障似がで取りがさないでください。 

• 運用後は熱によってヒートシンクの底にあるクールシートが CPU に粘 
着している場合びありまず。ヒートシンクを取りがす際は、ちちに軽く 
回して、ヒートシンクが CPU か5離れたことを確認してか5行ってく 
ださい。 CPU に粘着したままヒートシンクを取りがずと CPU やソケッ 
卜を破損するおそれびありまず。 



CPU の取り外し（または交換）後に次の手順を行ってください。 

1. SETUP を起動して rMainJ - 「Processor Settings」 の順でメニューを選択し、 
CPU の ID、L2 CacheSize および L3 Cache Size が正常になっていることを確認し 
てください （140 ページ参照)。 

2. 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは142ページをご覧くださ 
い。 
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PCI ボード 

本体のマザーボード上にはライザーカードが搭載されています。ライザーカードには、 PCI 
EXPRESS ボードを取りがけることのできるス□、ソトが2個あります。 


W -0 PCI ボードやライザーカードは大変静電気に弱い電子部品です。本体の金属フ 
Ifaj レーム部分などに触れて身体の静電気を逃びしてか5ボードを取り扱ってく 
ださい。また、 PCI ボードおよびライザーカードの端子部分やボードに実装さ 
れている部品の信号ピンに触れたり、 PCI ボードおよびライザカードを直接机 
の上に置いたりしないでください。静電気に関ずる説明は94ページで詳しく 
説明しています。 


「3.日型八ードディスクモデルの場合] 



「2.日型八ードディスクモデルの場合] 





114 内蔵オプシヨンの取りがけ 



ライザーカード 

標準 





ス□ット 
(バス A ) 

ス□ット 
(バス B ) 





PCIe#l 

PCIe #2 


型名 

製品名 

PCI ス□ット性能 >1 

x 8 レーン 

x 8 レーン 

備考 


PCI ス□ットサイズ 

Low 

Profile 




PCI ボードタイプ >1 

xl 目ソケット 

x 8 ソケット 




搭載可能なボードサイズ 

200 mm ソ下 


N 8103 -107 

SCSI コント□ーラ 

(力-ド性能： PCI EXPRESS(xl)) 

〇 

〇 


N 8103 -104A 

SAS コント□-ラ 

(力ード性能： PCI EXPRESS(x8)) 

〇 

〇 

内蔵八ードディスクドライブ接続 
不可 

N 8103 -116A 

RAID コント□ーラ 
(128MB, RAID0/1) 

(力ード性能： PCI EXPRESS(x8)) 

- 

〇 


N8103-117A 

RAID コント□ーラ 
(128MB, RAID0/1/5/6) 

(力ード性能： PCI EXPRESS(x8)) 

- 

〇 


N 8103 -118A 

RAID コント□ーラ 
に 56MB，RAID0/1/5/6) 

(力ード性能： PCI EXPRESS(x8)) 

- 

〇 


N 8103 -115 

RAID コント□ーラ 
(128MB, RAID0/1/5/6) 

(力ード性能： PCI EXPRESS(x8)) 

〇 

〇 

内蔵八ードディスクドライブ接続 
不可 

N 8190-に7 

Fibre Channel コン h □—ラ 
(4Gbps/Optical) 

(力-ド性能： PCI EXPRESS(x4)) 

〇 

〇 

N 8190 -153/ 154との混載は不可 

N 8190 -153 

Fibre Channel コント□—ラ 
(8Gbps/Optical) 

(力ード性能： PCI EXPRESS 2.0 (x8)) 

〇 

〇 

N 8190 -127/1 31との混載は不可 

N 8190 -131 

円 breChannel コント□—ラに ch) 
(4Gbps/Optical) 

(力-ド性能： PCI EXPRESS(x4)) 

〇 

〇 

N 8190 -153/ 154との混載は不可 

N 8190 -154 

円 bre Channel コント□—ラに ch) 
(8Gbps/Optical) 

(力ード性能： PCI EXPRESS 2.0 (x8)) 

〇 

〇 

N 8190 -127/1 31との混載は不可 

N 8104-に6 

1000 BASE-T 接続ボード 
(力ー ド性能： PCI EXPRESS(xl)) 

〇 

〇 

N 8104-に6同±の Team- 
ing(AFT/SFT/ALB) は巧。他の 

NIC との Teaming(FEC/GEC) は不 
巧。 10BASE-T は未サポート。 

N 8104-に2 

1000 BASE-T 接続ボードに ch) 

(力ード性能： PCI EXPRESS(x4)) 

〇 

〇 

N 8104-に2同±の Team- 
ing(AFT/SFT/ALB) は巧。他の 

NIC との Teaming(FEC/GEC) は不 
巧。 10BASE-T は未サポート。 

N 8104-に5 

1000 BASE-T 接続ボード (4ch) 

(力ード性能： PCI EXPRESS(x4)) 

〇 

〇 

最大1枚まで 

他の N にとの Teaming 

(FEC/GEC) は不可。 

10BASE-T は未サポート。 

N 8104 -123A 

10GBASE-SR 接続ボード 
(力ード性能： PCI EXPRESS(x8)) 

〇 

〇 

最大1枚まで 

N8117-01A 

増設 RS-232C コネクタキット 

〇 

〇 

最大1枚まで 


〇搭載可能 一搭載不可 

*1 レーン：転送性能（転送帯域）を示す。<例>1レーン =Z5Gbps、 4レーン=1日 Gbps 
ソケット：コネクタサイズを示ず。ソケット数]: rr のカードが接続可能。 

<例 >x4 ソケットー x1 力ード、 x4 力ードは搭載可能。 x8 力ードは搭載不可。 

* 各カードの機能詳細についてはテクニカルガイドを参照ください。 

* 製品をのカッコ内に記載されたカード性能とはカード自身が持つ最高動作性能です。 

* 本体 PCI ス□、ソトよりも PCI カードの動作性能のほうが高い場合は、本体 PCI ス□、ソト性能で動作します。 
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標準ネットワークについて 

* 標準ネットワーク（オンボード）で AFT / ALB の Teaming を組むことが巧能。 

ただし、標準ネットワークとオプション LAN ボードで同一の AFT / ALB の Teaming を組むことは不可。 

搭載可能なボードのサイズ 

* 5 V カードは実装不可。 

* Low Profile 力ードの場合：奥行き16ス 6 mm まで、幅 64.4 mm まで 



Boot デバイスとして運用しない PCI スロットは Option ROM の展開を 
「 Disabled 」 に変更してください。 「 Disabled 」 にすることで基本メモリの消費 
を抑え、装置の起動時間を短縮することができます。 （144 ぺージ参照） 




116 内蔵オプションの取り付け 


取り付け 


次の手順に従って PCI ボードス□、ソトにボードを取りがけます。 


^ • PCI ボードを取り付けるときは、ボードの接続部の形状と PCI ボードス 
□、ソトのコネクタ形状が合っていることを確認してください。 

• 内蔵八ードディスクに接続するボードは形状(こ関係なく、ライザーカー 
ドのフル八イト側に取りがけてください。 


wO 本装置に取り付けることのできる PCI ボードはショートタイプのみです。□ン 
グタイプは取り付けることびできません。 


1 . 9日ページを参照して準備をする。 

2. ライザーカードを固定しているネ 
ジ1個を外して、ライザーカード 
の両端を持ってまつすぐ持ち上げ 
て本体から取り外す。 


3. ライザーカードからネジ1本を外 
し、増設ス□ットカバーを取り外 
す。 



取りがした増設ス□ットカバーは、大切に保管しておいてください。 


4. ライヴーカードに PCI ボードを取 
り付ける。 

ライザーカードのス□、ソト部分と 
PCI ボードの端子部分を合わせ 
て、確実に差し a みます。 
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wO 参 ライザーカードや PCI ボードの端子部分およびボードに実装されている 
■to 電子部品の信号ピンには触れないでください。巧れや油び付いた状態で 

取り付けると誤動作の原因となります。 

• うまくボードを取り付け5れないときは、ボードをいったん取りがして 
か5取り付け直してください。ボードに過度の力を加えると PCI ボード 
やライザーカードを破損ずるおそれびありまずので注意してください。 


^ PCI ボードのブラケットの端が、ライザーカードのフレーム穴に差し A まれて 
区エック I いることを確認してください。 


己. PCI ボードを手順3で外したネジで固定する。 



6. ライヴーカードをマザーボードの 
ス□ットに接続して、手順2で取 
り外したネジ I (1 本）でライザー 
カードを固定する。 

ライザーカードの端子部分とマ 
ザーボード上のス□、ソト部分を合 
わせて、確実に差し a みます。 



差し込む際にライザーカードのフレームじある、屋体フレーム(こ引っかけるた 
民ェック I めのツメが正しく勘合していることを確認してください。また、差し込んだ後、 
図のようじライザーカードのフレームを指で押し、ライザーカードの端子部分 
が完全(こ見えなくなるまで押し込んでください。 


7. 取り外した部品を取り付ける。 















118 内蔵オプションの取りがけ 


8. 本体の電源を日 N にして P 日 ST の画面でエラーメッセージが表示されていないこと 
を確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細については219ページを参照してください。 

9. BI 日 S セットアップユーティリティを起動して 、 rAdvancedJ メニューの 
[Reset Configuration DataJ ^ 「 Yes 」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは142ページをご覧くださ 
し^。また、必要に応じて搭載したボードが持つオプション ROM の展開をするかど 
うかを確認してください。 


取り外し 


ボードの取り外しは、取りがけの逆の手順を行って<ださい。 

ボードをしっかりと持って取り外してください。また、取り外しの際に本体が動かないよう 
別の人に本体を押さえてもらいながら取り外しを行ってください。 

ボードを取り外したまま運用する場合は、ライザーカードに取り付けられていた増設ス□、ソ 
トカバーを必ず取りがけてください。増設ス □、ソ トカバーはネジで固をしてください。 


，〇 ボードの取りがしや交換.取り付けス□ットの変更をした場合は BIOS セット 
アップユーティリティを起動して 、 rAdvancedJ メニューの 「Reset Con ¬ 
figuration Data 」 を 「 Yes 」 にして、八ードウエアの構成情報を更新してく 
ださい。 
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N 81 17-01 A を取り付ける場を 

N 81 17-01 A の構成品は下記です。 


項番 

品名 

指定 

数量 

備考 

① 

RS -232 C コネクタキット 
取扱説明書 

856-125671-002 

1 


② 

RS -232 C ケーブル （ A ) 

804-063264-020 

1 


③ 

RS -232 C ケーブル旧） 

804-062746-820 

1 


④ 

PCI BRACKETS ) 

243-112122-001 

1 

ケーブルに取が済 

⑥ 

PCI BRACKET ® 

243-112122-002 

1 

Full Height PCI 用 



本製品では③と④の組み合わせを使用します。 

W 下の手順に従って取り付けて<ださい。 

1 . 9己ページを参照して取り外しの準備をする。 



2. ライザーカードを固定しているネ 
ジ1個を外して、ライザーカード 
の両端を持つてまつすぐ持ち上げ 
て本体から取り外す。 


3. ライザーカードからネジ1本を外 
し、増設ス□ットカバーを取り外 
す。 



W "0 取りがしたス□ットカバーは大切に保管してくださし、。 

















120 内蔵オプションの取りがけ 


4. PCI ブラケットをしっかりと取り 
付け、手順3で外したネジで固定 
する。 


日.他の PCI ボードに緩衝しないよラ 
ケーブルをフオー S ングしてマ 
ヴーボード上のシリアルポート A 
コネクタに接続する。 

ケーブルを接続する場合、コネク 
夕の極性羊一を合わせて誤接続し 
ないようを意してください。シリ 
アルポート A コネクタの位置はち 
図を参照してください。 


6. ライザーカードをマヴーボードの 
ス□ットに差し込み、手順2で取 
り外したネジ I (1 本）でライザー 
カードを固定する。 

ライザーカードの端子部分とマ 
ザーボード上のス□、ソト部分を合 
わせて、確実に差し a みます。 




シリアルポ ー ト マ ザ ー ボ ー ド 

A コネクタ 



7. 取り外したス□ットカバーや工具、ネジ等が装置内部に残っていないことを確認し 
て装置を組み立てる。 
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8. 巨 IOS セットアップユーティリティを起動して 「 Advanced 」 の 「Peripheral 
Configuration 」 メニューのに負相！ Po け A 」 を Enabled 」 に設定（もしくは 
設定されていることを確認）する （14 己ページ参照)。 

「 Enabled 」 じ設定すると 「Base I/O Address 」 、 「 Interrupt 」 のメニューが追加さ 
れます。 

Default 設定:では 

Base I/O Address : 2 F 8 
Interrupt : IRQ 3 

となります。 




122 内蔵オプションの取りがけ 


増設バッテリの取り付け 

RAID コント□ーラ （ N 8103 -115/116 A /117 A /118 A ) じ増設パ、ソテリを増設する場合 、 W 
下の手順に従って取り付けて<ださい。 


取り付け 


1 . 9日ページを参照して取り外しの準備をする。 


2 . 

3. 


4. 


ダクトカバーを取り外す。 


RAID コント□ーラを取り外し、 
増設バッテリに添付されている 
バッテリ接続ボードを RAID コン 
卜□ーラに取り付ける。 



バッテリ接続ボードにケーブルを 
接続する。 

コネクタとケーブルのマー羊ング 
を合わせて接続してください。 



wO N 8103 - n 曰の場合、ケープレは7己 0 mm (804-0634 曰 1-07 曰- A ) を使 
用して < ださい。 


日.ライザーカードを固定しているネ 
ジ1個を外して、ライザーカード 
の両端を持ってまつすぐ持ち上げ 
て本体から取り外す。 


6. ライヴーカードからネジ1本を外 
し、増設ス□ットカバーを取り外 
す。 



PCIe #1 

□ープ□ファイル側 
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7. ライヴカードに RAID コント□一 
ラを取り付ける。 


8. ライヴーカードをマヴーボードの 
ス□ットに差し込み、手順4で取 
り外したネジ I (1 本）でライヴー 
カードを固定する。 

ライザーカードの端子部分とマ 
ザーボード上のス□、ソト部分を合 
わせて、確実に差し込みます。 


9. 固定ネジに本)を外してバッテリ 
取り付け用シャーシを取り外す。 


10. SETUP DATE LA 巨 EL に実装し 
た曰付（年月）を記入し、ち図の 
位置に貼り付ける。 





































124 内蔵オプションの取りがけ 


11. バッテリコネクタにバッテリケー 
ブルを接続する。 


12. 増設バッテリにケーブルを取り付 
ける。 

コネクタとケーブルのマー车ング 
を合わせて接続してください。 


13. 増設バッテリをバッテリ取り付け 
用シヤーシにネジ3本で取り付け 
る。 


増設パ、ソテリの取りがけ位置は 
PCI #1、 PCI #2 で場所が異なりま 
す。ち図を参照してください。 


14. 手順9で外したバッテリ取り付け 
用シャーシを固定ネジ2本で取り 
付ける。 


バッテリケーブル 






バッテリ取り付け位置 



取り外し 

増設バッテリの取り外しは、取り付けの逆の手順を行って<ださい。 
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内蔵の八ードディスクドライブを使用して RAID システムを構築ずる場合 

本体前面にある八ードディスクドライブベイに搭載した八ードディスクドライブを RAID シス 
テムで利用したい場合の方法につし^て説明します。 


• RAID システム構成に変更ずる場台や、 RAID レベルを変更ずる場合は、 
八ードディスクドライブを初期化します。 RAID システムとして使用ず 
る八ー ドディスクドライブに大切なデータびある場合は、バックアップ 
を別の八ードディスクドライブにとってか5ボードの取り付けや RAID 
システムの構築を行ってください。 

• 論理ドライブは、1台の物理デバイスでも作成できます。 

• RAID システムでは、ディスクアレイごとに同じ 容量、 I 性旨 g (ディスク回 
輯数など)の八ードディスクドライブを使用してください。 



• 使用できる RAID レベルやハードディスクドライブなど、それぞれの 
RAID コントローラの特徴を理解し、目的にあった RAID コントローラを 
使用してくださし、。 

• RAIDO 必外の論理ドライブは、ディスクの信頼性が向上するかわりに論 
理ドライブを構成するハードディスクドライブの総容量に比べ、実際に 
使用できる容量が小さくなります。 


RAID システムの構築じは、オンボードの RAID コント日ーラ (LSI Embedded MegaRAID ™) 
の機能を利用ずる方まの他にオプションの RAID コント□-ラ （ N 8103 -116 A /11 WV 118 A ) 
を利用する方法があります。 


この RAID システムを利用する場合じは、マザーボードとバックプレーンボードじあるジャン 
パを設定する必要がありまず。 





126 内蔵オプションの取り付け 


ジャンパの場所および設定方まじついてじ(下に説明します。 

RAID コント日ーラ (LSI Embedded MegaRAID ™) またはオプションの RAID コント日ーラ 
( N 8 103-116 A /117 A /118 A ) 使用時に設をするマザーボードおよびバックプレーンボード 
のジャンパ位置は下図の通りです。 


マザーボード 



3.5 型八ードディスクドライブ用バックブレーンボード 



コント□-ラ設定ジャンバ （ J 3) 


* バックプレーンボードは背面側からのイラストでず。 
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オンボードの RAID コント□-ラ (LSI Embedded MegaRAI が M ) を利用する場含 

マザーボード上にある RAID コンフイグレーシヨンジャンパの設をを変更すると、内蔵八ード 
ディスクドライブを RAID システムの八ードディスクドライブとして認識させることができま 
す。 


マザーボードおよびバックプレーンのジャンパ設定 

W 下のジャンパピン設ちとなるよう確認および設を変更を行ってください。 

マザーボード上のジャンパピン ( SATA _ RAID ) 

SW - RAID 設定ジャンパ 



有効 (1-2) 


バックプレーンボード ( J 3) 

コント□ーラ設定ジャンパ 



マ ザ ー ボ ー ド （ 1 -2) マ ザ ー ボ ー ド （ 1 -2) 

(3.5 型モデル） に.5型モデル） 


設定を変更したら 、 LSI Software RAID Configuration Utility で RAID システムを構築します。 
詳しくは、 「 RAID システムのコンフィグレーション」 （167 ページ）を参照してください。 











128 内蔵オプションの取りがけ 


オプションの RAID コント□-ラ ( N 8103-1 16 A /1 17 A /1 18 A ) を利用する場含 

オプションの RAID コント□-ラ （ N 8103 -116 A /117 A /118 A ) を取りがけた本装置で、内蔵 
のハードディスクドライブを RAID システム構成にする場合は、マザーボード上の八ードディ 
スクドライブインタフェースケーブルの接続先を変更します。化荷時の内蔵八ードディスクド 
ライブのインタフェースは、マザーボード上の SATA 用コネクタに接続されています。 

詳細な説明は、オプションの RAID コント□-ラ （ N 8103 -116 A /117 A /118 A ) に添付の説明 
書を参照してください。 

グ オプションの RAID コント□-ラを取り付ける場合は、目 IOS SETUP ユーティ 
区ェックI リティの 「Advanced」 メニューの 「PCI Configuration」一「PCI Slotxx R0M(xx 
は PCI ス □、ソ ト番号)」のパラメータが 「Enabled」 （こなっていることを確認し 
てください。 


取り付け 


オプションの RAID コント日ーラ （ N 8103 -116 A /117 A /118 A ) の取りがけは 「 PCI ボード」を 
参照してください。 


两-〇 RAID コント□—ラを接続ずる場台、 BIOS の SETUP ユーティリティの Boot 
メニューにおける優先順位を8番目 ly 内に設定してください。設定が9番目 ly 
降となつている場合、 RAID コント□—ラのコンフイグレーシヨンメニューを 
起動できません。 


マザーボードおよびバックプレーンのジャンノ く設定 

オプションの RAID コント日ーラ ( N 8103-116 A /117 A /118 A ) を利用する場合は、じ(下の 
ジャンパピン設ちとなるよう磕認および設を変更を行ってください。 

マザーボード上のジャンパピン ( SATA _ RAID ) 

SW - RAID 設定ジャンパ 

12 3 

lomi 

無効に- 3) 


バックプレーンボード ( J 3) 

コント□ーラ設定ジャンパ 

伸 

1 に 

オプションの RAID コント□-ラに- 3) 

(3.5 型モデル） 


オプションの RAID コント□-ラ （2-3) 

に.5型モデル） 


取り外し 

オプションの RAID コント□-ラ （ N 8103 -116 A /117 A /118 A ) の取り外しは、取りがけの 
逆の手順を行ってください。 

また、ボードを取り外したまま運用する場合は、ライザーカードに取りがけられていた増設 
ス □、ソ トカバーを必ず取り付けてください。増設ス □、ソ トカバーはネジで固をしてください。 
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ケーブルの接続 

オプションの RAID コント□ーラを取り付けた場合、インタフェースケーブルの接続変更が 
必要です。じ(下の國を参考にケーブル接続して<ださい。 

〈3.日型モデルでオンボードの RAID コント□—ラを使用する場合〉（標準構成/出荷時設定） 

標準構ぶでは、マザーボードの SATA 用コネクタに接続されています。 

そのままのケーブル接続で使用できます。 



〈3.日型モデルでオプションの RAID コント□—ラを使用する場合〉 


マザーボードの SAT A 用コネクタに接続されている SAS / SATA ケーブルをオプションの 
RAID コント□ーラのコネクタに接続してください。 





































































































































































































130 内蔵オプションの取りがけ 


〈2.己型モデルでオンボードの RAID コント□—ラを使用する場合> (1 〜目台/出荷時設定) 

標準構ぶでは、マザーボードの SAT A 用コネクタに接続されています。 

そのままのケーブル接続で使用できます。 



〈2.日型モデルでオプションの RAID コント□—ラを使用する場合〉 

マザーボードの SAT A 用コネクタに接続されている SAS / SATA ケーブルをオプションの 
RAID コント□ー ラのコネクタじ接続してください。 



wO 2.日型モデルでは、標準で2本の SAS / SATA ケーブルび接続されていまず。才 
Ifaj ンボード接続とオプションの RAID コント□—ラ接続を同時には使用できませ 
ん。オプションの RAID コント□—ラを搭載した場合、必ず2本の SAS/SATA 
ケーブルを RAID コント□—ラに接続してください。 
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RAID システム構築時の注意事項 


RAID システムを構築するときは、次の点についてを意してください。 

• 同じ容量、同じ回転速度の SAS / SATA 八ードディスクドライブどちらかを、構築した 
し^ AID レベルの最ル必要台数]: i 上を搭載していること （ RAID の構成によって八ード 
ディスクドライブの最ル必要台数は異なります）。 

内蔵の八ードディスクドライブにシステムをインス I —ルする場合は、「シームレスセット 
アップ」を使用して、 RAID の構成から 0 S のインス!-ール、セットアップまでをすることをお 
勤めします。 

システムをインストールしない場合も、シームレスセットアップの「オペレーティングシステ 
ムの選択」で[その他]を選択すると、 RAID システムの構成から保守ユーティリティのイン 
ス I -ールまでを自動でインス I -ーラがセットアップします。 

マニュアルでセットアップする場合は、ボード上のチップに搭載されている RAID コンフィグ 
レーションユーティリティを使用します。ユーティリティは本装置の電源を ON にした直後に 
起動する POST の途中で起動することができます。データ転送速度や RAID 、 論理ドライブの 
構成についての詳細な説明は、 「 RAID システムのコンフィグレーション」 （167 ページ）や、 
オプションの RAID コント日ーラ ( N 8103 -116 A /117 A /118 A ) じ添付の説明書を参照してくだ 
さい。 
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システム BIOS のセットアップ ( SETUP ) 

Basic Input Output System ( BIOS ) の設定方法について説明します。 

本装置を導入したときやオプションの増設/取り外しをするときはここで説明する内容をよく 
理解して、正しく設をしてください。 

SETUP はハードウェアの基本設ををするためのユーティリティ、ソールです。このユーティリ 
ティは本体内のフラッシュメモリに標準でインストールされているため、専用のユーティリ 
ティなどがな < てち実行できます。 

SETUP で設をされる内容は、化荷時に最も標準で最適な状態に設をしていますのでほとんど 
の場合において SETUP を使用する必要はありませんが、この後に説明するような場合など必 
要に応じて使用してください。 



• SETUP の操作は、システム管理者（アドミニストレータ）が行ってく 
ださい。 

• SETUP では、パスワードを設定ずることびできます。パスワードには、 
「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2つのレベルびありまず。 TSupervisor 」 
レベルのパスワードで SETUP を起動した場台、ずべての項目の変更び 
できまず。 「 Supervisor 」 のパスワードび設定されている場合、 
ruserj レベルのパスワードでは、設定内容を変更できる項目び限5れ 
ます。 

• 0 S (オペレーティングシステム）をインス!ルする前にパスワード 
を設定しないでください。 

• SETUP は、最新のパージョンがインス!ルされています。このため 
設定画面び本書で説明している内容と異なる場合びあります。設定項目 
については、オンラインヘルプを参照するか、保守サービス会社に問い 
合わせてください。 

• SETUP は Exit メニューまたはく Esc >、 く F 1 0>キーで必ず終了してく 
ださい。 SETUP を起動した状態でパワーオフ、リセットを行った場合 
には SETUP の設定び正しく更新されないことびあります。 




ノ、ー ドウエア編 133 



本体の電源を ON にするとディスプレイ装置の画面に POST (Power On Self - Test ) の実行内 
容が表示されます。 

しばら<すると、次のメッセージが画面左下に表示されます。 

NEC □ゴが表示された場合にも同様に次のメッセージが画面左下に表示されます。 


Press < F 2> to enter SETUP or Press く F12> to Network 


ここでく F 2> 羊一を押すと、 SETUP が起動して Main メニュー画面を表示します。 


じ(前に SETUP を起動してパスワードを設をしている場合は、パスワードを入力する画面が表 
示されます。パスワードを入力してください。 


Enter password C ] 

パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも誤ったパスワードを入力すると、本装置は 
動作を停止します（これより先の操作を行えません）。電源を OFF にしてください。 



パスワードには、 「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2種類のパスワードがあります。 
「 Supervisor 」 では、 SETUP でのすベての設をの状態を確認したり、それらを 
変更したりすることができます。 「 User 」 では、確認できる設をや、変更でき 
る設をに制限があります。 
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キーと画面の説明 


キーボード上の次の羊一を使って SETUP を操作します（羊一の機能については、画面下にも 
表示されています)。 


現在表示しているメニューを示ず 


サブメニューが、 
ぁることを示す 


PhoenixBIOS Setup Uti 




設定項目 


System Management 

► Console Redirection 

► BMC LAN Configuration 

^ Event Log Configuration 

Assert NMI on PERR: 

Assert NMI on SERR: 

' FRB-2 Policy: 

Boot Monitoring: 

Boot Monitoring Policy: 
Thermal Sensor: 

BMC IRQ: 

Post Error Pause: 

AC-LINK: 

Power ON Delay Time: 
PLatform Event FiLtering: 


[Enabled] 
CEnabLedH 
[Retry 3 Times] 
[Disabled] 
[Retry 3times] 
[Enabled] 

[IRQ 11] 
CEnabLed] 

[Last State] 

: 20： 

[Enabled] 


Item Specific Help 


Additional setup 
menus to view server 
management features. 


オンライン 
. ヘルプ 
ウインドウ 


FI Help 
Esc Exit 


Select Item 
Select Menu 


-/+ Change Values F9 Setup Defaults 

、 Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


キーの 機能説明 


n カーソル羊一 （ t 、 I ) 


パラメータ（選択すると文字が反転する*) 

* 自動的にコンフィグレーションされたものやお出されたもの、情 
報の表示のみやパスワードの設定により変更が許可されていない 
項目はグレーアウトされた表示になります。 


画面に表示されている項目を選択します。文字の表示が反転している項目が現在選 
択されています。 

□ カーソルキー（^、一） 

Main や Advanced 、 Security 、 Server 、 Boot 、 Exit などのメニューを選択します。 

□ <一>キー/く十 >キー 

選択している項目の値（パラメータ）を変更します。サブメニュー（項目の前に 
「►」がついているもの）を選択している場合、この羊一は無効です。 

□ く Enter 〉 车一 

選択したパラメータのミ夫をを行うときに押します。 

□ < Esc > 丰一 

ひとつ前の画面に戻ります。押し続けると Exit 」 メニューに進みます。 


□ < F 9> キー 

現在表示している項目のパラメータをデフォルトのパラメータに戻します（化荷時 
のパラメータと異なる場合があります)。 

n く Fio> 羊一 


設をしたパラメータを保存して SETUP を終了します。 
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設定例 


次にソフトウエアと連携した機能や、システムとして運用するときに必要となる機能の設を例 
を W します。 


日付-時刻関連 


「 Main 」 一 「System Time」、「System Date 」 


UPS 関連 


UPS と電源連動（リンク）させる 

- UPS から電源が供給されたら常に電源を ON させる 
「 Server 」 一 「 AC - UNK 」 一 「Power On 」 

- POWER スイ、ソチを使って OFF にしたときは、 UPS から電源が供給されても電源を 
OFF のままにする 

「 Server 」 一 「 AC - UNK 」 一 [Last StateJ 

- UPS から電源が供給されても電源を OFF のままにする 
「 Server 」 一 「 AC - LINK 」 一 「 S ね y 饼り 


起動関連 


本体に接続している起動デバイスの順番を変える 

「 Boot 」 ^起動順唐を設をする 

POST の実行内容を表示する 

「 Advanced 」 一 「 Boot-time Diagnostic Screen 」 一 「 Enabled 」 

「 NEC 」 □ゴの表示中に < Esc > 羊一を押しても表示させることができます。 

リモートウェイクアツプ機能を利用する 

モデムかり： 「 Advanced 」 一 f Advanced Chipset Control J 

一 「Wake on Ring 」 一 「 Enabled 」 

RTC のアラームから： 「 Advanced 」 一 f Advanced Chipset Control J 

一 「Wake on RTC Alarm 」 一 「 Enabled 」 


HW コンソール端末か 5 制御する 

「 Server 」 ^ [Console Redirection 」 一それぞれの設定をする 
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メモリ関連 


搭載しているメモリ （ DIMM ) の状態を確認する 

「 Advanced 」 一 fMemory Configuration 」 一 rCPU1/2_DIMM n Status 」 一表示を確 
認する （n :1〜 4) 

画面に表示されている DIMM グループとマザーボード上のソケットの位置は下図のよう 
に対応しています。 



メモリ （ DIMM ) のエラー情報をクリアする 

「 Advanced 」 一 「Memory Configuration 」 一 「Memory Retest 」 一 「 Yes 」 一再起動 
するとクリアされる 


CPU 関連 


搭載している CPU の状態を確認する 

rMain 」 一 [Processor Settings 」 一表示を確認する 

画面に表示されている CPU 番号とマザーボード上のソケットの位置は上図のように対応 
しています。 


キーボー ド関連 


Numlock を設定する 

「 Advanced 」 一 「 NumLock 」 一 fOnJ (有効）/ 「 Off 」 （無効：初期値) 


イベント□グ関連 


イベント□グをクリアする 

「 Server 」 一 「Event Log Configuration 」 一 「Clear All Event Logs 」 一 「 Enter 」 一 「 Yes 」 
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セキュリティ関連 


BIOS レベルでのパスワードを設定する 

l " Secu 「 ity 」 一 l"Set Supervisor Password 」 ーパスワードを入力する 

管理者パスワード （ Supervisor ） 、ューザーパスワード （ User ） の順じ設をします 


外付けデバイス関連 


I / O ポートに対する設定をする 

「 Advanced 」 一 「Peripheral Configuration 」 一それぞれの I / O ポートに対して設定:をする 


内蔵デバイス関連 


本装置内蔵の PCI デバイスに対する設定をする 

「 Advanced 」 一 「PCI Configuration 」 一それぞれのデバイスに対して設定:をする 

RAID コント□ーラボードを取り付ける 

「 Advanced 」 一 「PCI Configuration 」 一 「PCI Slot n Option ROM 」 一 「 Enabled 」 
n : PCI ス□、ソトの番号 

A - ドウエアの構成情報をクリアする（内蔵デバイスの取り付け/取り外しの後） 

「 Advanced 」 一 [ResetConfiguration Data 」 一 「 Yes 」 一再起動するとクリアされる 


設定内容のセーブ関連 


BIOS の設定内容を保存する 

「 Exit 」 一 「Exit Saving Changes 」 

変更した BIOS の設定を破棄する 

「 Exit 」 一 「Exit Discarding Changes 」 また(ま 「Discard Changes 」 

BIOS の設定をデフオルトの設定に戻す（出荷時の設定とは異なる場合びあります) 

「 Exit 」 一 「Load Setup Defaults 」 

現在の設定内容を保存する 

「 Exit 」 一 「Save Changes 」 

現在の設定内容をカスタムデフオルト値として保存する 

「 Exit 」 一 「Save Custom Defaults 」 

カスタムデフオルト値を□ー ドする 

「 Exit 」 一 「Load Custom Defaults 」 
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パラメータと説明 


SETUP には大きく 6種類のメニューがあります。 

• Main メニユー（一139ぺージ） 

• Advanced メニユー（-►142ぺージ） 

• Security メニユー（- ► IAS ぺージ） 

• Server メニユー（— ►! 日2ぺージ） 

• Boot メニユー（一1目〇ぺージ） 

• Exit メニユー（一1目1ぺージ） 

このメニューの中からサブメニューを選択することによって、さらに詳細な機能の設をができ 
ます。次に画面に表示されるメニュー別に設をできる機能やパラメータ、化荷時の設をを説明 
をします。 
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Main 

SETUP を起動すると、はじめに Main メニューが表示されます。項目の前に「►」がついてい 
るメニューは、選択して<£が6「>车一を押すとサブメニューが表示されます。 



Main メニューの画面上で設定できる項目とその機能を示します。 


項目 

パラメータ 

説明 

System Time 

HH:MM:SS 

時刻の設定をします。 

System Date 

MM/DD/YYYY 

日付の設定をします。 

Hard Disk Pre-Delay 

[Disabled] 

3 Seconds 

6 Seconds 

9 Seconds 

12 Seconds 

1 己 Seconds 

21 Seconds 

30 Seconds 

POST 中(こ初めて DE デバイスへアクセスす 
る時に設定された時間だけ待ち合わせを巧 
います。 

SATA Port 0 

SATA Port 1 

SATA Port 2 

SATA Port 3 

SATA Port 4 

SATA Port 己 


それぞれのチヤネルに接続されているデバ 
イスの情報をサブメニユーで表示します。 

一部設定を変更できる項目がありますが、 

化荷時の設定のままにしておいてください。 

Processor Settings 

— 

プ□セ、ソサ (CPU) じ関する情報や設定をする 
画面を表示します （140 ページ参照)。 

Language 

[English] 

Fran が is 

SETUP で表示する言語を選択します。 


[]： 化荷時の設定 
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wO BIOS のノ くラメータで時刻や日付の設定び正しく設定されているか必ず確認し 
てください。次の条件に当てはまる場合は、運用の前にシステム時計の確認- 
調整をしてください。 

• 装置の輸送後 

• 装置の保管後 

• 装置の動作を保証する環境条件（温度：10で〜3日た.湿度： 20%〜 
80%)か5がれた条件下で休止状態にした後 

システム時計は毎月1回程度の割合で確認してください。また、高い時刻の精 
度を要求ずるようなシステムに組み込む場合は、タイムサーバ （ NTP サーバ） 
などを利用して運用することをお勧めします。 

システム時計を調整しても時間の経過と共に著しい遅れや進みび生じる場合 
は、お買い求めの販売店、または保守サービス会社に保守を依頼してくださし、。 


Processor Settings ヴブメニュー 


Main メニユーで [Processor Settings] を選択すると、 U 下の画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Main 


Processor Settings 


Item Specific Help 

Processor Speed Setting: 

2260 MHz 

Select 'Yes' , BIOS 

wiLL clear historical 

Processor 1 CPUID: 

000106 A5 

processor status and 

Processor 1 L2 Cache: 

1024 KB 

retest aLL processors 

Processor 1 L3 Cache: 

8192 KB 

on next boot. 

Processor 2 CPUID: 

Not InstaLLed 


Active Processor Cores: 

[CTt] 


Hyper-Threading Technology: 

[EnabLed] 


Execute Disable Bit: 

[Enabled] 


Intel SpeedStep(R) Technology: 

[Enabled] 


Turbo Boost Technology: 

[Enabled] 


Cl Enhanced Mode: 

[Enabled] 


Virtualization Technology: 

[EnabLed] 


Hardware Prefetcher: 

CEnabLed] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Processor Speed Setting 


搭載しているプ □ セ、ソサのク□ック速度を 
しょす 0 

Processor 1 CPU ID 

数値 (Oxxx) 

Disabled 

Not Installed 

数値の場合はプ □ セ、ソサ 1 の D を示します。 
「 Disabled 」 はプ □ セ、ソサの故障 、 「Not 

Ins ほ lied 」 は取りがけ 6 れていないことを示 
します（表示のみ)。 

Processor 1 L2 Cache 


プ □ セ、ソサ 1 の二次キャッシュサイズを表示 
します（表示のみ)。 

Processor 1 L3 Cache 


プ □ セ、ソサ 1 の兰タキャッシュサイズを表示 
します（表示のみ)。 

Processor 2 CPU ID 

数値 (Oxxx) 

Disabled 

Not Installed 

数値の場合はプ □ セ、ソサ 2 の D を示します。 
「 Disabled 」 はプ □ セ、ソサの故障 、 「Not 

Ins ほ lied 」 は取りがけ 6 れていないことを示 
します（表示のみ)。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Processor 2 L2 Cache 

— 

プ □ セ、ソサ 2 の二次キャッシュサイズを表示 
します（表示のみ)。 

Processor 2 L3 Cache 


プ □ セ、ソサ 2 の兰タキャッシュサイズを表示 
します（表示のみ)。 

Active Processor Cores 

[ALL] 

1 

2 

プ□セッサ内部の有効な Core 数を設定しま 
す。 

Hyper-Threading 

Technology 

Disabled 

[Enabled] 

1 つの物理 CPU を 2 つの論理 CPU として見せ 
て動作する機能です。本機能をサポートし 
たプ □ セ、ソサーが搭載された場合にのみ表 
示され、設定できます。 

Execute Disable Bit 

Disabled 

[Enabled] 

Execute Disable 目时幾能をサポートしている 
CPU のみ表示されます。この機能を使用す 
るかどうかを設定します。 

Intel SpeedStep(R) 
Technology 

Disabled 

[Enabled] 

インテルプ □ セ、ソサーが提供する 

SpeedStep 機能の有効 / 無効を設定します。 

本機能をサポートしたプ □ セ、ソサーが搭載 
された場合にのみ表示され、設定できます。 

Turbo Boost Technology 

Disabled 

[Enabled] 

Intel® Turbo Boost Technology 機能の有効 
/ 無効を設定します。 

C1 Enhanced Mode 

Disabled 

[Enabled] 

C1Enhanced モードの有効/無効を設定しま 
す。 

Virtualization Technology 

Disabled 

[Enabled] 

インテルプ □ セ、ソサーが提供する「仮想化 
技術」の機能の有効 / 無効を設定します。 

Hardware Prefetcher 

Disabled 

[Enabled] 

八ードウェアのプリフェッチャの有効/無効 
を設定します。 

Adjacent Cache Line 
Prefetch 

Disabled 

[Enabled] 

メモリか 6 キャッシュへのアクセスの最適 
化の有効 / 無効を設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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Advanced 

力ーソルを rAdvancedJ の位置に移動させると、 Advanced メニューが表示されます。 

項目の前に「►」がついているメニューは、選択して <Ente「> キーを押すとサブメニューが表 
71^されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 




Item Specific Help 

► Memory Conriguration 

► PCI Configuration 

► Peripheral Configuraion 

► Advanced Chipset Control 


Additional setup 
menus to configure 

Memory devices. 

Boot-time Diagnostic Screen: 

[DisabLed] 


Reset Configuration Data: 

[No] 


NumLock: 

： 0ff] 


Memory Error: 

[Boot] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Boot-time Diagnostic 

Screen 

[Disabled] 

Enabled 

「 Enabled 」 に設定すると、 POST の内容を 
画面に表示します。 「 Disabled 」 に設定する 
と NEC □ ゴで POST の表示を隠します。 
Console Redirection 中は 「 Disabled 」 （こ設 
定できません。 

Reset Configuration Data 

[No] 

Yes 

Configuration Data(POST で記憶している 
システム情報 ) をクリアするときは 「 Yes 」 

じ設定します。装置の起動後にこのパラ 
メータは 「 No 」 じ切り替わります。 

NumLock 

On 

[Off 」 

システム起動時 ( こ Numlock の有効/無効を設 
定します。 

Memory Error 

[Boot] 

Halt 

POST を実行中、メモリのエラーが発生した際 
に POST の終わりで POST をいったん停止する 
かどうかを設定します。 

システムじ正常なメモリがを在し、この項目が 
rBootJ じ設定されているときじは （ "Server 」 メ 
ニューの 「POST Error Pasue 」 が 「 Enabled 」 （こ 
設定されていても POST の終わりで停止しません。 
システムじ正常なメモリがを在しない場合は 
POST の終わりで停止します。 


[]： 出荷時の設定 


wO Reset Configuration Data を 「 Yes 」 に設定すると、ブートデバイスの情報 
もクリアされます 。 Reset Configuration Data ^「 Yes 」 に設定する前に、 
必ず設定されているブートデバイスの順番を言己録し 、 Exit Saving Changes 
で再起動後、 BIOS セットアップメニューを起動して、ブートデバイスの順番 
を設定し直してください。 
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Memory Configuration ヴブメニュー 


Advanced メニューで 「MemoryConfiguration」 を選択すると、 W 下の画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced 


Memory Configuration 

Item Specific Help 

InstaLLed memory: 2048 MB 

AvaiLabLe under 4GB: 2048 MB 

CPU し DIMM 1 Status: Normal 

CPU1_DIMM 2 Status: Normal 

CPU1_DIMM 3 Status: Normal 

CPU し DIMM 4 Status: Normal 

CPU2_DIMM 1 Status: Normal 

CPU2_DIMM 2 Status: Normal 

CPU2_DIMM 3 Status: Normal 

CPU2_DIMM 4 Status: Normal 

Memory Retest : [No] 

Extended RAM Step: [DisabLed] 

Memory RAS Mode: [Independent] 

▼ 

Enables DIMM sparing 

feature- 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Installed memory 

— 

基本メモリの容量を表示します。 

Available under 4GB 


4GBi :> (下の領域で使用可能なメモリ容量を 
表示します（表示のみ)。 

CPU 1-DIMM 1-4 Status 
CPU2_DIMM 1-4 Status 

Normal 

Disabled 

Not Installed 

Error 

メモリの現在の状態を表示します。 

「 Normal 」 はメモリが正常であることを示し 
ます。 「 Disabled 」 は故障していることを、 
「Not Ins ね lied 」 はメモリが取り付け 6 れて 
いないことを、 「 Error 」 はメモリの強制起動 
を示します（表示のみ)。 

表示と DIMM ソケットは同じを称になってい 
ます。 

Memory Retest 

[No] 

Yes 

メモリの エラー 情報をクリアし、次回起動 
時 ( こすべての DIMM (こ対してテストを巧いま 
す。このオプションは次回起動後(こ自動的 
に「 N0 」に切り替わります。 

Extended RAM Step 

1MB 

1KB 

Every Location 
[Disabled] 

riM 目」は 1M 単位(こメモリテストを行いま 
す。 riK 目」は 1K 単位にメモリテストを行い 
ます 。 「Every Location 」 はすべてにメモリ 
テストを巧います。メモリテスト中はス 
ペースキーのみ有効となり <F2> 、 <F4 >、 
<F12> 、 <Esc> キーは無視されます。 

Memory RAS Mode 

[Independent] 

Lockstep 

本装置ではサポート対象外です。 

設定を変更しないでください。 

NUMA configuration 

[Disabled] 

Enabled 

Non-Uniform Memory Access 機能の有効 / 
無効を設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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PCI Configuration ヴブメニユー 

Advanced メニューで 「PCI Configuration」 を選択すると、 W 下の画面が表示されます。項 
目の前に「►」がついているメニューは、選択して<£が6「>车一を押すとサブメニューが表示 
されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced 


PCI Configuration 

Item Specific Help 

► Onboard Video ControLLer 

► Onboard LAN 1 

► Onboard LAN 2 

PCI Slot 1Option ROM: [Enabled] 

PCI Slot 2 Option ROM: [Enabled] 

Additional setup 
menus to configure 
onboard Video 

controLLer. 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit 卜 Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

PCI Slot 1 〜 2 Option ROM 

[Enabled] 

Disabled 

PCI ボード上のオプシヨン ROM の展開を有効 
じするか無効じずるかを設定します。 


[]： 出荷時の設定 


W -0 RAID コント□—ラや LAN ボード(ネットワークブート )、 Fibre Channe ロン 
卜□—ラで、 0 S びインス!ルされた八ードディスクドライブを接続しない 
場合は、その PCU □ットのオプション ROM 展開を 「 Disabled 」 に設定して 
<ださい。 


Onboard Video Controller サブメニュ ー 


項目 

パラメータ 

説明 

VGA Controller 

Disabled 

オンボード上のビデオコント □ ーラの有効 / 


[Enabled] 

無効を設定します。 

Onboard VGA Option ROM 

[Auto] 

オンボード上のビデオコント□ーラの ROM 

Scan 

Force 

展開を自動にするか強制的(こするかを選択 
します。 


[]： 出荷時の設定 
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Onboard LAN 1/2ヴブメニュー 


項目 

パラメータ 

説明 

LAN Controller 1/2 

Disabled 

オンボード上の LAN 1/2 コント□-ラの有効 


[ Enabled ] 

/無効を設定します。 

LAN 1/2 Option ROM Scan 

[ Enabled ] 

オンボード上の LAN 1/2 コント□-ラの 


Disabled 

BIOS の展開の有効/無効を設定します。 


[]： 出荷時の設定 


Peripheral Configuration ヴブメニユー 

Advanced メニューで 「Peripheral Configuration」 を選択すると、 W 下の画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced 


Peripheral 

Configuration 

Item Specific Help 

Serial Port A: 


Configure Serial Port 

Base I/O address: 

[3F8h] 

using options: 

Interrupt : 

[IRQ 4 ： 


Serial Port B: 

CEnabLed] 

[Disabled] 

Base I/O address: 

[2F8h] 

No configuration 

Interrupt : 

[IRQ 3] 

[EnabLed] 

USB 2.0 ControLLer: 

[Enabled] 

User conTiguration 

Serial ATA: 

[Enabled] 


SATA AHCI: 

[Disabled ： 


SATA RAID: 

CDisabLed] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ Select Menu Enter Select ►Sub-Menu F10 Save and Exit 



wO 害!)り込みべース I / O アドレスび他と重複しないようにま意してください。設定 
した値び他のリソースで使用されている場合は黄色の「*」び表示されます。 
黄色の「*」が表示されている項目は設定し直してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Serial Port A 

Disabled 

[ Enabled ] 

シリアルポート A の有効/無効を設定します。 

Base I/O address 

[3 F 8 h ] 

2 F 8 h 

3 E 8 h 

2 E 8 h 

シリアルポート A のためのベース I/O アドレ 
スを設定します。 

Interrupt 

IRQ 3 
[IRQ 4] 

シリアルポート A のための割り} A みを設定し 
ます。 

Serial Port B 

Disabled 

[ Enabled ] 

シリアルポート目の有効/無効を設定します。 

Base I/O address 

3 F 8 h 

[2 F 8 h ] 

3 E 8 h 

2 E 8 h 

シリアルポート目のためのベース I/O アドレ 
スを設定します。 

Interrupt 

[IRQ 3] 

IRQ 4 

シリアルポート目のための割り} A みを設定し 
ます。 
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項目 

パラメータ 

説明 

USB 2.0 Controller 

Disabled 

[ Enabled ] 

USB 2.0 の有効/無効を設定します。 

Serial ATA 

Disabled 

[ Enabled ] 

マザーボード上の SATA コント□ー ラの有効 
/無効を設定します。 

SATA AHCI 

[ Disabled ] 

Enabled 

SATA のネイティブインタフェース仕様であ 
る AHCI (Advanced Host Controller 

Interface ) の有効/無効を表示します。（表示 
のみ） RAID ジャンパを 「 RAID 構成有効」（こ 
設定した時には本メニューも 「 Enabled 」 と 
なります。 

SATA RAID 

[ Disabled ] 

Enabled 

R AID ジャンノな DR AD 構成有効/無効を表示 
します（表示のみ)。 

RAID ジャンパ(こついては、 「 RAID システム 
の有効化」 （173 ページ）を参照して<ださ 
い。 


[]: 出荷時の設定 
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Advanced Chipset Control ヴブメニュー 


Advanced メニューで fAdvanced Chipset Control」 を選択すると、 W 下の画面が表示され 
ます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Multimedia Timer 

Disabled 

[ Enabled ] 

マルチメディアじ対応するためのタイマー 
の有効/無効を設定します。 

Intel ( R ) I/OAT 

Disabled 

[ Enabled ] 

Intel I / O アクセラレーシヨンテクノ□ジ機能 
の有効/無効の設定をします。 

Intel ( R ) VT-d 

Disabled 

[ Enabled ] 

インテルチップセットが提供する nntel ( R ) 
Virtualization Technology for Directed I / O 」 
の有効/無効を設定します。この機能に対応 
しているプ□セ、ソサの場合に表示されます。 

Wake On LAN/PME 

Disabled 

[ Enabled ] 

ネットワークを介したリモートパワーオン 
機能の有効/無効を設定します。 

Wake On Ring 

[ Disabled ] 

Enabled 

シリアルポート（モデム）を介したリモー 
トパワーオン機能の有効/無効を設定しま 
す。 

Wake On RTC Alarm 

[ Disabled ] 

Enabled 

リアルタイムク□ックのアラーム機能を 
使ったリモートパワーオン機能の有効/無効 
を設定します。 

QPI Frequency Selection 

[ Auto ] 

4.800 GT/s 

5.866 GT/s 

6.400 GT/s 

QPI バススピードの設定をします。 


[]： 出荷時の設定 


w "0 Wake On Rin 呂機能のご利用環境において、本体への AC 電源の供給を停止し 
■to た場合、 AC 電源の供給後の最初のシステム起動には Wake On Rin 呂機能を使 
用することはできません。 Power スイッチを}甲下してシステムを起動してくだ 
さい。 AC 電源の供給を停止した場合、時下の DC 電源の供給までは電源管理 
チップ上の Wake On Rin 呂機能び有効となりません。 
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Security 

力ーソルをに ecurity」 の位置に移動させると、 Security メニューが表示されます。項目の前 
(：：「►」がついているメニューは、選択して <Ente「> 羊一を押すとサブメニューが表示されま 
す。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
Security 


User Password Is: 

Clear 

Item Specific Help 


Supervisor Password Is: 

Clear 

Supervisor Password 

Set User Password 

cfSTEH] 

controls access to the 

Set Supervisor Password 

[Enter] 

setup utiLity. 

Password on boot : 

[Disabled] 


Fixed disk boot sector: 

[Normal] 


Power Switch Inhibit: 

[DisabLed] 


Disable USB Ports: 

[Disabled] 


► Security Chip Configuration 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Set Supervisor Password もしくは Set User Password のどちらかでく Enter〉 羊一を押すと 
パスワードの登録/変更画面が表示されます。 

ここでパスワードの設定を行います。 


参 「User Password 」 は 、 TSupervisor Password 」 を設定していない 
と設定でさません。 

• 0 S のインス I ル前にパスワードを設定しないでください。 

• パスワードを忘れてしまった場合は、お買い求めの販売店または保守 
サービス会社にお問い合わせください。 


Security メニューで設定:できる項目とその機能を示します。 ["Security Chip Configuration」 
は選択後、<£が6「>车一を押してサブメニューを表示させてから設ちします。 


項目 

パラメータ 

説明 

User Password Is 

Clear 

ユーザーパスワードが設定されているかど 


Set 

うかを示します（表示のみ)。 

Supervisor Password Is 

Clear 

スーパーバイザパスワードが設定されてい 


Set 

るかどうかを示します（表示のみ)。 

Set User Password 

8 文字までの英数字 

< Enter > キーを押すとユーザーのパスワード 
入力画面(こなります。このパスワードでは 
SETUP メニューのアクセス(こ制限がありま 
す。この設定は、 SETUP を起動したときの 
パスワードの入力で 「 Supervisor 」 で□グ 
インしたときのみ設定できます。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Set Supervisor Password 

8 文字までの英数字 

< Enter > キーを押すとスーパーバイザのパス 
ワード入力画面(こなります。このパスワー 
ドですベての SETUP メニュー(こアクセスで 
きます。この設定は、 SETUP を起動したと 
きのパスワードの入力で 「 Supervisor 」 で 
□グインしたときのみ設定できます。 

Password on boot 

[ Disabled ] 

Enabled 

起動時にパスワードの入力を巧う/巧わな 
いの設定をします。先にスーパバイザのパ 
スワードを設定する必要があります。もし、 
スーパーバイザのパスワードが設定されて 
いて、このオプションが無効の場合は BIOS 
はユーザーが起動していると判断します。 

Fixed disk boot sector 

[ Normal ] 

Write Protect 

IDEA - ドディスクドライブ(こ対する書き } A 
みを防ぎます。本装置では DE 八ードディス 
クドライブをサポートしていません。 

Power Switch Inhibit 

[ Disabled ] 

Enabled 

パワースイッチの抑止機能を有効にするか 
無効にするかを設定します。 

なお、強制電源 OFF (4 秒押し）は無効(こで 
きません。 

Disable USB Ports 

[ Disabled ] 

Front 

Rear 

Internal 

Front + Rear 

Front + Internal 

Rear + Internal 

Front + Rear + Internal 

USB ポートの有効/無効を設定します。 


[]： 化荷時の設定 
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Security Chip Configuration ヴブメニユー 

Security メニューで ["SecurityChip Configuration」 を選択し、く Ente「> 羊一を押すと U 下の 
画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
Security 


Security Chip Configuration 

Item Specific Help 

TPM Support: [Enabled] 

Current TPM State: Deactivate S Disable 

Change TPM State: [No Change] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目じついては次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

TPM Supprt 

[ Disabled ] 

Enabled 

TPM 機能の有効/無効を設定します。 
("Supervisor Password 」 を設定すると選択 
巧能になります。 

Current TPM State 


現在の TPM 機能の状態を表示します。 

「TPM Support 」 が Enabled 設定時のみ表示 
されます。 

Change TPM State 

[No Change ] 

Enable & Activate 
Deactivate & Disable 
Clear 

TPM 機能を変更します。 

「TPM Support 」 が Enabled 設定時のみ表 
示-選択巧能です。 


[]： 出荷時の設定 
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W"0 rchan 呂 e TPM State 」 で [No Chan 呂 e]iy がのパラメータを選択し 、 TPM 
state の変更を行う場台、本装置再起動後の POST の終わりにパスワード入力 
画面び表示されまず 。 Supervisor Password を入力すると lU 下のメッセージ 
び表示されます。設定変更を行うためには Execute を還択してください。 


Enable & Activate び選択された場合： 


Physica L Presence 

operations 

TPM configuration 

change was requested to 

State: Ena bL e 

这 Activate 

Note: 

This action wiLL 

switch on the TPM 

Reject 


Execute 



Deactivate & Disable び選択された場合： 


Physical Presence operations 

TPM conT1gura 1 1on change was requested to 
State: Deactivate 这 Disable 

Note: 

This action wiLL switch off the TPM 
WARNING!!! 

Doing so might prevent security appLications 
that re Ly on the TPM from functioning 

as expected 

Reject 

Execute 


Clear び選択された場合： 


Physical Presence operations 

TPM conT1guration change was requested to 
State: Deactivate 这 Disable 

Note: 

This action wiLL switch off the TPM 
WARNING!!! 

Doing so might prevent security appLications 
that re Ly on the TPM from functioning 

as expected 

Reject 

Execute 
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Server 

カーソルを 「 Server 」 の位置に移動させると、 Server メニューが表示されます。項目の前に 
「►」がついているメニューは、選択して<£が6「>车一を押すとサブメニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup UtiLity 


► System Management 


Item Specific Help 


Additional setup 

► Console Redirection 

► BMC LAN Configuration 

> Event Log Configuration 


menus to view server 
management features. 

Assert NMI on PERR: 

[Enabled] 


Assert NMI on SERR: 

[Enabled] 


FRB-2 Policy: 

[Retry 3 Times] 


Boot Monitoring: 

[Disabled ： 


Boot Monitoring Policy: 

[Retry 3times] 


Thermal Sensor: 

[Enabled] 


BMC IRQ: 

[IRQ 11] 


Post Error Pause: 

[Enabled] 


AC-LINK: 

[Last State] 


Power ON Delay Time: 

C 20] 


Platform Event FiLtering: 

[Enabled] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Server メニューで設定できる項目とその機能を示します 。 「System Management 」 と 
「Console Redirection」 、 「BMC LAN Configuration」 、 「Event Log Configuration 」 は選択 
後、 < Ente 「> キーを押してサブメニューを表示させてから設ちします。 

項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Assert NMI on PERR 

Disabled 

[ Enabled ] 

PCI PERR のサポートを設定します。 

Assert NMI on SERR 

Disabled 

[ Enabled ] 

PCI SERR のサポートを設定します。 

FRB -2 Policy 

Disable FRB 2 Timer 
[Retry 3 Times ] 

Always Reset 

目 SP で FR 目レベル2のエラーが発生したとき 
のプ□セッサの動作を設定します。 

Boot Monitoring 

[ Disabled ] 

己 minutes 

10 minutes 

15 minutes 

20 minutes 

25 minutes 

30 minutes 

35 minutes 

40 minutes 

45 minutes 

50 minutes 
己己 minutes 

60 minutes 

起動監視機能の有効/無効とタイムアウトま 
での時間を設定します。この機能を使用す 
る場合は、 ESMPRO/ServerAgent をインス 
トールしていない OS か6起動する場合には、 
この機能を無効にしてください。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Boot Monitoring Policy 

[Retry 3 times ] 

Always Reset 

起動監視時にタイムアウトが発生した場合 
の処理を設定します。 

[Retry 3 times ] (こ設定すると、タイムアウト 
の発生後(こシステムをリセットし、 OS 起動 
を3回まで試みます。 

[Always Reset ] に設定すると、タイムアウ 
卜発生後(こ OS 起動を常に試みます。 

* システム(こサービスパーティシヨンがを 
在しない場合は、システムパーティシヨ 
ンか 60 S 起動を無限(こ試みます。 

Thermal Sensor 

Disabled 

[ Enabled ] 

温度センサ監視機能の有効/無効を設定しま 
す。有効じすると、温度の異常をお化した 
場合に POST の終わりでいつたん停止しま 
す。 

BMC IRQ 

Disabled 
[IRQ 11] 

BMC (ベースボードマネージメントコント 
□ーラ）に割リジ^みラインを割り当てるか 
どうかを選択します。 

Post Error Pause 

Disabled 

[ Enabled ] 

POST の実行中(こエラーが発生した際(こ、 
POST の終わりで POST をいつたん停止する 
かどうかを設定します。 

AC-LINK 

Stay Off 
[Last State ] 

Power On 

AC リンク機能を設定します。 AC 電源が再度 
供給されたときのシステムの電源の状態を 
設定します（下表参照)。 

Power ON Delay Time ( Sec ) 

[20]- 255 

DC 電源を ON じするディレイ時間を20秒か 
ら2日日秒の間で設定します。 AC - LINK で 
「Last State 」 または 「Power On 」 に設定 
している場合に有効となります。 

Platform Event Filtering 

Disabled 

[ Enabled ] 

BMC (ベースボードマネージメントコント 
□ーラ）の通報機能の有効/無効を設定しま 
す。 


[]： 出荷時の設定 


rAC - LINKJ の設定と本装置の AC 電源が OFF じなってから再度電源が供給されたときの動作を 
次の表に示します。 


AC 電源 OFF の前の状態 

設定 

Stay Off 

Last State 

Power On 

動作中 

Off 

On 

On 

停止中 （ DC 電源も Off のとき） 

Off 

Off 

On 

強制電源 0 FP 

Off 

Off 

On 


* POWER スイッチを4秒]:人け甲し続ける操作です。強制的に電源を OFR こします。 


無停電電源装置 ( UPS ) を利用して自動運輯を行う場台は 「 AC 丄 INK 」 の設定 
を 「Power On 」 にしてください。 
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System Management ヴブメニュー 

Server メニューで l"System Management 」 を選択し、く Enter 〉 羊一を押すと、下の画面が 
表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
Server 


System Management 

Item Specific Help 

BIOS Revision: 

xxxx 


ALL items on this meenu 




cannot be modified in 

Board Part Number: 

xxxxxxx-xxxxxxxx 


user mode. If any 

Board Serial Number: 

xxxxxxx-xxxxxxxx 


items require changes. 

System Part Number: 

xxxxxxx-xxxxxxxx 


please consult your 

System Serial Number: 

xxxxxxx-xxxxxxxx 


system Supervisor. 

Chassis Part Number: 

xxxxxxx-xxxxxxxx 



Chassis Serial Number: 

xxxxxxx-xxxxxxxx 



Onboard LAN1 MAC Address: 

xx-xx-xx-xx-xx-xx 



Onboard LAN2 MAC Address: 

xx-xx-xx-xx-xx-xx 



Management LAN MAC Address: 

xx-xx-xx-xx-xx-xx 



BMC Device ID: 

01 



BMC Device Revision: 

01 



BMC Firmware Revision: 

01.00 



SDR Revision: 

01.00 




▼ 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Revision 


目10 S のレビジョンを表示します（表示の 
み)。 

Board Part Number 


本装置のマザーボードの部品番号を表示し 
ます（表示のみ)。 

Board Serial Number 


本装置のマザーボードのシリアル番号を表 
示します（表示のみ)。 

System Part Number 


本装置のシスてムの部品番号を表71^します 
(表示のみ)。 

System Serial Number 


本装置のシステムのシリアル番号を表示し 
ます（表示のみ)。 

Chassis Part Number 


本装置の屋体の部品番号を表示します（表 
示のみ）。 

Chassis Serial Number 


本装置の屋体のシリアル番号を表示します 
(表示のみ)。 

Onboard LAN 1 MAC 
Address 


標準装備の LAN 1の MAC アドレスを表示し 
ます（表示のみ)。 

Onboard LAN 2 MAC 
Address 

— 

標準装備の LAN 2の MAC アドレスを表示し 
ます（表示のみ)。 

Management LAN MAC 
Address 

— 

マネージメント専用 LAN の MAC アドレスを 
表示します（表示のみ)。 

BMC Device ID 

— 

目 MC のデバイス D を表示します（表示の 
み)。 

BMC Device Revision 


目 MC のレビジョンを表示します（表示の 
み)。 

BMC Firmware Revision 


目 MC のファームウェアレビジョンを表示し 
ます（表示のみ)。 

SDR Revision 


センサデータレコードのレビジョンを表示 
します（表示のみ)。 

PIA Revision 

— 

プラットフォームインフォメーションエリ 
アのレビジョンを表示します（表示のみ)。 
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Console Redirection ヴブメニユー 

Server メニューで [Console Redirection 」 を選択し、く Enter 〉 キーを押すと、 U 下の画面が 
表示されます。 


PhoenixBIOS Setup UtiLity 
Server 


Console Redirection 

Item Specific Help 

BIOS Redirection Port: 

Baud Rate: [19.2K] 

FLOW Control: [CTS/RTS] 

Terminal Type: CVTI00+] 

Continue Redirection after POST : CEnabled] 

Remote Console Reset : [DisabLed] 

Selects the Serial port 

to use for Console Redi- 

rection. 

"DisabLed" compLeteLy 

disables Console Redire- 

ction. 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Redirection Port 

[ Disabled ] 

Serial Port A 

Serial Port B 

このメニューで設定したシリアルポートか 
ら ESMPRO/ServerManager やハイパー 
夕ーミナルを使った管理端ホか6のダイレ 
クト接締を有効にするか無効にするかを設 
定します。 

Baud Rate 

9600 

[19.2 K ] 

38.4 K 
己 7.6 K 

115.2 K 

接続する八ードウエアコンソールとのイン 
タフエースに使用するボーレートを設定し 
ます。 

Flow Control 

None 

XON/XOFF 
に TS / RTS ] 

CTS/RTS + CD 

フロ ー制御の方まを設定します。 

Terminal Type 

PC ANSI 
[VT 100+] 

VT - UTF 8 

ターミナル端末の種別を選択します。 

Continue Redirection after 
POST 

Disabled 

[ Enabled ] 

コンソールリダイレクシヨンを POST 終了後 
(こ継締して実行する機能の有効/無効を設定 
します。 

Remote Console Reset 

[ Disabled ] 

Enabled 

接締している八ードウエアコンソールから 
送信されたエスケープコマンド （ EscR ) に 
よるリセ、ソトを有効にするかどうかを選択 
します。 

「 ESMPRO / ServerManager 」 を使用した管 
理端末か6の接続時には、本機能は設定(こ 
関わ6ず常に有効となります。 


[]： 化荷時の設定 
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BMC LAN Configuration ヴブメニュー 


Server メニューで 「BMC LAN Configuration 」 を選択し、く Enter 〉 羊一を押すと、下の画 
面が表示されます。 


wO マネージメント専用 LAN は管理専用の LAN です。その他の LAN として使用ず 
ることはでさません。 


PhoenixBIOS Setup UtiLity 
Server 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Shared BMC LAN 

[ Disabled ] 

Enabled 

マネージメント専用 LAN を使用する場合に 
は 「 Disabled 」 （こ設定します。 

「 Enabled 」 （こ設定すると、 LAN 1を通常の 
LAN と共有してマネージメント専用 LAN と 
しても使用することができます。 「 Enabled 」 

に設定した場合、マネージメント専用 LAN 
は使用できません。 

LAN Connection Type 

[Auto Negotiation ] 

100 Mbps Full Duplex 
1001 Vlbps Half Duplex 
10 Mbps Full Duplex 
10 Mbps Half Duplex 

マネージメント専用 LAN のコネクションタ 
イプを設定します。 

IP Address 

[192.168.001.001] 

マネージメント専用 LAN の IP アドレスを設定 
します。 

Subnet Mask 

に5日. 2 日日. 255.000] 

マネージメント専用 LAN のサブネットマス 
クを設定します。 

Default Gateway 

[000.000.000.000] 

マネージメント専用 LAN のゲートウェイを 
設定します。 

DHCP 

[ Disabled ] 

Enabled 

[ Enabled ] に設定すると、 DHCP サーバか 
6 IP アドレスを自動的に取得します。 IP アド 
レスを設定する場合じは、 disabled ] に設 
定します。 

Web Interface 

- 

- 

HTTP 

[ Disabled ] 

Enabled 

Web インターフェースの HTTP による通信を 
使用する場合(こは [ Enabled ] に設定して< 
ださい。 
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項目 

パラメータ 

説明 

HTTP Port Number 

[80] 

マネージメント専用 LAN が HTTP じよる通信 
の際に使用する TCP ポートナンバーを設定 
します。 

HTTPS 

[ Disabled ] 

Enabled 

Web インターフェースの HTTPS (こよる通信 
を使用する場合(こは [ Enabled ] (こ設定して 
ください。 

HTTPS Port Number 

[443] 

マネージメント専用 LAN が HTTPS による通 
信の際に使用する TCP ポートナンバーを設 
定します。 

Command Line Interface 

- 

- 

Telnet 

[ Disabled ] 

Enabled 

コマンドラインインターフェースとして 
Telnet 接続(こよる通信を使用する場合には 
[ Enabled ] に設定してください。 

Telnet Port Number 

に 3] 

Telnet 接締(こよる通信の際(こ使用する TCP 
ポートナンバーを設定します。 

SSH 

[ Disabled ] 

Enabled 

コマンドラインインターフェースとして 

SSH 接続(こよる通信を使用する場合(こは 
[ Enabled ] に設定してください。 

洗 H Port Number 

に 2] 

SSH 接続(こよる通信の際(こ使用する TCP 
ポートナンバーを設定します。 

Clear BMC Configuration 

[ Enter ] 

[ Enter ] を押し、 [ Yes ] を選択すると、 

BMC Configuration を初期化します。 


[]： 出荷時の設定 
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Event Log Configuration ヴブメニユー 

Server メニューで [Event Log Configuration 」 を選択し、く Enter 〉 羊一を押すと、下の画 
面が表示されます。項目の前に「►」がついているメニューは、選択して<£が6「>车一を押す 
とサブメニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
Server 


Event Log Configuration 

Item Specific Help 

Setup Notice 

If you select "System Event Log" menu below, it 
may take a few minutes to display. 

► System Event Log 

Auto Clear Event Logs: CDisabLed] 

Clear ALL Event Logs: [Enter] 

Display the System 

Event Log 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Auto Clear Event Logs 

Enabled 

[ Disabled ] 

「 Enabled 」 に設定するとエラー□グエリア 
が Full になったときに自動でクリアします。 

Clear All Event Logs 

Enter 

< Enter > キーを押すと確認画面が表示され、 
「 Yes 」 を選ぶと保存されているエラー□グ 
を初期化します。 


[]： 出荷時の設定 
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System Event Log ヴブメニユー 

Server メニユーの [Event Log Configuration 」 で 「System Event Log 」 を選択すると、 
下の画面が表示されます。 

]：> (下はシステムイベント□グの例です。 

記録されているシステムイベント□グはく >1〉羊一/く t 〉 キー 、 く+〉羊一/ く->キー、く 
Home > 羊一/く Erid > 羊一を押すことで表示できます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
Server H 


System Event Log 


SEL Entry Number = 
SEL Record ID = 

SEL Record Type = 
Timestamp = 
Generator Id = 

SEL Message Rev = 
Sensor Type = 

Sensor Number = 

SEL Event Type = 
Event Description = 
SEL Event Data = 


1/121 

0904 

02 - System Event Record 
2007/08/05 10:58:28 
20 00 
04 

12 - System Event 
87 - System Event 
6F - Sensor speciTic 
OEM System Boot Event 
418F FF 


Item Specific Help 


This is an entry 
The System Event Log. 

Eyes used to view. 

Up arrow : Newer SEL 
Down arrow :0Lder SEL 

<-> : Newer SEL 
<+>:0Lder SEL 

Home:Newer SEL 
End :0Lder SEL 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



登録されているシステムイベントログが多い場合、表示されるまでに最大2分 
程度の時間がかかります。 



Clear BMC Confi 呂 uration のま意事項 

• BMC のマネージメント LAN 関連の本設定については BIOS セットアッ 
プユーテイリテイの Load Setup Default を実行してもデフォルトに戻 
りません（デフォルトに戻ずには Clear BMC Confi 呂 uration を実行し 
て < ださい)。 

• Clear BMC Confi 呂 uration 実行後の初期化び完了ずるまでには数十秒 
程度かかりまず。 

• 本体装置にバンドルされている管理ソフト TESMPRO / ServerA 呂 ent 
Extension 」 をご使用の場合は、 ESMPRO/ServerAgent 
Extension で設定された項目も口 ear BMC Confi 呂 uration の操作にて 
クリアされます。 

ESMPRO/ServerAgent Extension をご使用の場合には、本操作を 
行う前に ESMPRO/ServerAgent Extension の設定情報のバック 
アップを行ってください。 
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Boot 

カーソルを 「 Boot 」 の位置に移動させると、起動順位を設定する目〇饥メニューが表示されます。 



起動デバイスとして登録されていないデバイス 


起動デノ \'イスとして登録されたデバイスとその優先順位 


表示項目 

デバイス 

USB CDR 0 M 

USB CD - ROM ドライブ 

IDE CD 

ATAPI の CD - ROM ドライブ 

USB FDC 

US 目フ□、ソピーディスクドライブ 

USB KEY 

US 目フラッシュメモリなど 

IDE HDD 

本体標準装備の八 ー ドディスクドライブ 

USB HDD 

US 目八ードディスクドライブ 

PCI SCSI 

本体標準装備の八 ー ドディスクドライブ 

RAID システム構成の場合は 「Software RAID 」 と表示します。 

PCI BEV 

IBA GE Slot XXXX :本体標準装備の LAN 。 に lot 0 C 08 J が LAN 1 、 に I 饥0100」 

が LAN 2 を表します。 

その他の表示： 本体のライザーカード(こ接続されているオプションの PCI ボー 

ド。 


1. BIOS は起動巧能なデバイスを橫化すると、該当する表示項目にそのデバイスの情 
報を表示します。 

メニューに表示されている任意のデバイスから起動させるためにはそのデバイスを 
起動デノ\イスとして登録する必要があります（最大8台まで)。 

2. デバイスを選択後して < X > 车一を押すと、選択したデバイスを起動デバイスとして 
登録/解除することができます。 

最大8台の起動デバイスを登録済みの場合は < X > キーを押しても登録することはで 
きません。現在の登録済みのデバイスから起動しないものを解除してから登録して 
ください。 

3. く t >羊一/くレ羊一とく十>羊一 / く一>车一で登録した起動デバイスの優先順位 
(1 位から8位）を変更できます。 

名'デバイスの位置へく t >羊一/く i >羊一で移動させ、く十>车一 / く一>车一で優先 
順位を変更できます。 
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Exit 

力ーソルを Exit 」 の位置に移動させると、 Exit メニューが表示されます。 



このメニューのをオプションについて W 下に説明します。 

Exit Saving Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存して SETUP を終わらせる時 
に、この項目を選択します 。 Exit Saving Changes を選択すると、磕認画面が表示されます。 
ここで、 「 Yes 」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存し 
て SETUP を終了し、自動的にシステムを再起動します。 


Exit Discarding Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存しないで SETUP を終わらせ 
たい時に、この項目を選択します。 

、ノ欠に に ave before exiting ?」 の磕認画面が表示され、ここで、 「 No 」 を選択すると、変更し 
た内容を CMOS メモリ内に保存しないで SETUP を終了し、ブートへと進みます。 「 Yes 」 を選 
択すると変更した内容を CMOS メモリ内に保存して SETUP を終了し、自動的にシステムを再 
起動します。 
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Load Setup Defaults 

SETUP のすベての値をデフォルト値に戻したい時に、この項目を選択します 。 Load Setup 
Defaults を選択ずると、確認画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選択すると、 SETUP のすベての値をデフォルト値に戻して Exit メニューじ 
戻ります。 「 No 」 を選択すると Exit メニューに戻ります。 


wO モデルによっては、出荷時の設定とデフォルト値び異なる場合びあります。こ 
置3 の項で説明している設定一覧を参照して使用する環境に合わせた設定に直す 
必要びありまず。 



「 SATA RAID 」 メニユーを表示させるには、「 Advanced 」 メニユーの 「 Peripheral 
Configuration」-►「SATA Controller Mode Option 」 を [Enhanced J に設をし 
てください。 


Load Custom Defaults 

このメニューを選択してく[が6「>车一を押すと、保存しているカスタムデフォルト值を□ー ド 
します。カスタムデフォルト値を保存していない場合は、表示されません。 


Save Custom Defaults 

このメニューを選択してく Erite 「> 羊一を押すと、現在の設定値をカスタムデフォルト値として 
保存します。保存すると 「LoadCustom Defaults 」 メニューが表示されます。 


Discard Changes 

CMOS メモリに値を保存する前に今回の変更を t (前の値に戻したい場合は、この項目を選択し 
ます。口 scard Changes を選択すると確認画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選ぶと新たに選択した内容が破棄されて、じ(前の内容に戻ります。 


Save Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存する時に、この項目を選択し 
ます 。 Saving Changes を選択すると、確認画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存し 
よす0 
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y セットとク y ア 


本装置が動作しなくなったときや BIOS で設をした内容を化荷時の設をに戻すときに参照して 
ください。 


IJ セツ 


0 S が起動する前に動作しなくなったときは、く Ct 「 l > キーと < AI わ羊一を押しながら、 < Delete > 
羊一を押してください。リセットを実行します。 


P-O リセットは、本体の DIMM 内のメモリや処理中のデータをすべてクリアしてし 
置3 まいまず。ハングアップしたとき m がでリセットを行うときは、本装置びなに 
も処理していないことを確認してください。 


強制電源 OFF 


OS からシャツトダウンできなくなったときや、 POWER スイ、ソチを押しても電源を OFF にで 
きなくなったとき、リセ、ソトが機能しないときなどに使用します。 

本体の POWER スイ、ソチを4秒ほど押し続けてください。電源が強制的に OFF になります。（電 
源を再び ON にするときは、電源 OFF から約10秒ほど待ってから電源を ON じしてください。） 


リモートパワーオン機能を使用している場台は、一度、電源を ON にし直して、 
OS を起動させ、正常な方法で電源を OFF にしてください。 
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CMOS メモリ•パスワードのクリア 


本装置が持つセットアップユーティリティ 「 SETUP 」 では、本装置内部のデータを第三者か 
ら保護するために独自のパスワードを設をすることができます。 

万一、パスワードを忘れてしまったときなどは、ここで説明する方までパスワードをクリアす 
ることができます。 

また、本装置の CMOS メモリに保存されている内容をクリアする場合も同様の手順で行いま 
す。 


irO CMOS メモリの内容をクリアすると SETUP の設定内容びずべてデフオルト 
Ifai の設定に戻りまず。 


パスワード / CMOS メモリのクリアはマザーボード上のコンフィグレーションジャンパスイツ 
チを操作して行います。ジャンパスイ、ソチは下図の位置にあります。 


W -0 その他のジャンノ くの設定は変更しないでください。本装置の故障や誤動作の原 
■to 因となります。 



マザーボード 
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それぞれの内容をクリアする方法を次に示します。 


警告 



装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人び死こす 
る、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ぺージ似降の説明をご覧くだ 
さい。 

自分で分解-修理-改造はしない 
リチウムバッテリを取りがさない 
プラグを巧かずに取り扱わない 


A ミ主意 


A A 


AA 

Q 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 


1人で持ち上げない 
中途半端に取り付けない 
カバーを外したまま取り付けない 
指を挟まない 
戸:曰す章 

ラックび不安定な状態でデバイスをラックか5引き出さない 
複数台のデバイスをラックか5引き出したが態にしない 


• CMOS のクリア 

1 . 9日ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引さ出す（8日ページ参照)。 

3. トップカノ（一を取り外す。 （96 ページ参照） 

4. CM 日 S クリア用のジャンノ くピンの位置を確認する。 

己.ジャンパスイッチの設定を「保持」から「クリア」に変更する。 


6. 日秒ほど待ってジャンパスイッチの設定を元に戻す。 

7. 本体を元どおりに組み立てて P 日 WER スイッチを押す。 

8. P 日 ST 中にく F 2> キーを押して BI 日 S セットアツプユーテイリテイを起動して設定 
し直す。 


• 本体のジャンパピン 2-3 に付いているクリップを使用してください。 

• クリップをなくさないようを意してください。 
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• パスワードのクリア 

1 . 9日ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す（8日ページ参照)。 

3. トップカノく一を取り外す。 （96 ページ参照） 

4. パスワードクリア用のジャンノ くピンの位置を確認する。 

日.ジャンパスイッチの設定を「保持」から「クリア」に変更する。 

• 本体のジャンパピン 2-3 に付いているクリップを使用してください。 

• クリップをなくさないようを意してください。 

目.本体を元どおりに組み立てて P 日 WER スイッチを押す。 

7. P 日 ST 中にく F2> キーを押して BI 日 S セットアップユーテイリテイを起動してパス 
ワード設定し直す。 

8. 手順1、手順2を再度行ってレフトサイドカバーを取り外し、ジャンパスイッチ元 
に戻す。 



割り込みライン 


割り込みラインは、化荷時に次のように割り当てられています。オプションを増設するときな 
どに参考にして<ださい。 


IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

0 

システムタイマ 

12 

— 

1 

— 

13 

数値演算プ□セ、ソサ 

2 

— 

14 

— 

3 

COM 2シリアルポート 

15 

— 

4 

COM 1シリアルポート 

16 

LANK VGA 

己 

SM Bus 

17 

PCI 

6 

LAN2 

18 

SATA Controller, PCI 

7 

— 

19 

— 

8 

リアルタイムク□ック 

20 

USB 

9 

ACPI Compliant System 

21 

USB 

10 

— 

22 

USB 

11 

マザーボードリソース 

23 

USB 
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RAID システムのコンフイグレーシヨン 

ここでは、本体装置のオンボードの RAID コント□-ラ (LSI Embedded MegaRAID ™) を使用 
して、内蔵の八ードディスクドライブを RAID システムとして使用する方法について説明しま 
す。オプションの RAID コント□-ラ （ N 8103 -115/116 A /117 A /118 A ) による RAID システ 
ムの使用方まについては、オプションに添付の説明書などを参照してください。 


— "〇 本体装置のオンポードの RAID コント□-ラ (LSI Embedded MegaRAID ™) 
やオプションの RAID コント□-ラ （ N 8103 -11 己/11目 A / 11 7 A / 118 A ) 
は休止状態やスタンバイをヴポートしていません。 

休止が態、スタンノレ r への移行は行わないでください。 


RAID にごいて 


RAID の概要 

RAID(Redundant Array of Inexpensive Disks) とは 


直訳すると低価格ディスクの冗長配列となり、八ードディスクドライブを複数まとめて扱う技 
術のことを意□末します。 

つまり RAID とは複数の八ードディスクドライブを1つのディスクアレイ（ディスクグループ) 
として構成し、これらを効率よく運用することを言います。これにより単体の大容量八ード 
ディスクドライブより高いパフォーマンスを得ることができます。 

オンボードの RAID コント日ーラ （LSI Embededd MegaRAID ™) では、1つのディスクグルー 
プを複数の論理ドライブ(バーチャルディスク)に分けて設定することができます。これらの論 
理ドライブは、 0 S からそれぞれ1つの八ードディスクドライブとして認識されます。 0 S から 
のアクセスは、ディスクグループを構成している複数の八ードディスクドライブに対して並行 
して行われます。 

また、使用する RAID レベルによっては、ある八ードディスクドライブに障害が発生した場合 
でも残っているデータやパリティからリビルド機能によりデータを復旧させることができ、高 
い信頼性を提供することができます。 
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RAID レベルについて 


RAID 機能を実現する記録方式じは、複数の種類(レベル)が存在します。その中でオンボードの 
RAID コント日ーラ (LSI Embedded MegaRAID ™) がサポートする RAID レベルは 、 「RAID 0」 
「 RAID 1」 「 RAID 10」でず。ディスクグループを作成する上で必要となる八ードディスクドラ 
イブの数量は RAID レベルごとに異なりますので、下の表で確認して<ださい。 

3.日型八ードディスクドライブモデル 


RAID レベル 

必要な八ードディスクドライブ数 

最小 

最大 

RAID 0 

1 

4 

RAID 1 

2 

ぶ 

RAID 10 

4 

4 


* RAID 1 のディスクグループを 2 組作成す 
る時は 4 台 


2.己型八ードディスクドライブモデル 


RAID レベル 

必要な八ードディスクドライブ数 

最小 

最大 

RAID 0 

1 

6 

RAID 1 

2 


RAID 10 

4 

4 


* RAID 1 のディスクグループを 3 組作成す 
る時は6台 



• 各 RAID のレベル詳細は 、 「RAID レベル」 （171 ぺージ）を参照してくだ 
さし、。 

• 2.5 型モデルでハードディスクドライブを5台または6台搭載した場合、 
POST や BIOS セットアップでは4台までしか表示されません。 

RAID ユーテイリテイでは正しく表示されますので、ユーテイリテイ上 
で確認してください。 


ディスク グループ (Disk Group) 

ディスクグループは複数の八ードディスクドライブをグループ化したちのを表します。設を巧 
能なディスクグループの数は、八ードディスクドライブの数と同じ数です。 

次の図は本製品に八ードディスクドライブを2台接続し、2台で1つのディスクグループ ( DG ) 
を作成した構成例です。 
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RAID コント□ーラ 



八ー ドデイスク 八ードデイスク 

ドライブ1 ドライブ2 

(36 GB ) (36 GB ) 


DGO 容量 72 GB 
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バーチャルディスク (Virtual Disk) 

バーチャルディスクは作成したディスクグループ内に、論理ドライブとして設をしたものを表 
し、 0 S からは物理ドライブとして認識されます。設を可能なバーチャルディスクの数は、ディ 
スクグループ当たり最大16個、コント□ーラ当たり最大64個になります。 

次の図は本製品に八ードディスクドライブを2台接続し、2台で1つのディスクグループ ( DG ) 
を作成し、そのディスクグループに RAID 0 のバーチャルディスク ( VD ) を2つ設をした構成例で 
す。 


RAID コント□ーラ 


DG0 容量 72GB 



^ -> 

<— - 


戸 -^ 

^— _^ 



VD0-1 

20GB 

^— __ —^ 


VD0-2 

20GB 

VD0 (RAID0) 
容量 40GB 


VD1-1 

16GB 


VD1-2 

16GB 

VD1(RAID0) 
容量 32GB 


八ードディスク 
ドライブ1 
(36GB) 


八ードディスク 
ドライブ2 
(36GB) 


パリテイ (Parity) 

冗長データのことです。複数台の八ードディスクドライブのデータから1セツトの冗長データ 
を生ぶします。 

生成された冗長データは、八ードディスクドライブが故障したときにデータの復旧のために使 
用されます。 


ホットスワップ 

システムの稼働中に八ードディスクドライブの脱着(交換)を手動で行うことができる機能を 
ホ、ソトスワップといいます。 


ホツトスペア (Hot Spare) 

ホ、ソ トスペアとは、冗長性のある RAID レベルで作成したディスクグループを構成する八ード 
ディスクドライブに障害が発生した場合に、代わりに使用できるように用意された予備の八一 
ドディスクドライブです。八ードディスクドライブの障害を橫化すると、障害を橫化した 
八ードディスクドライブを切り離し(オフライン）、ホ、ソトスペアを使用してリビルドを実行し 
ます。 
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RAID レベル 

オンボードの RAID コント□-ラ (LSI Embedded MegaRAID ™) がサポートしている RAID レ 
ベルについて詳細な説明をします。 

オンボードの RAID コント日ーラ (LSI Embedded MegaRAID ™) がサポートする RAID レベル 
は 、 「RAID 0 」 「RAID 1 」 「RAID 10」です。 


RAID レベルの特徴 

を RAID レベルの特徴は下表の通りです。 


レベル 

機能 

冗長性 

特長 

RAID 0 

ストライピング 

なし 

データ読み書きが最も高速 
容量が最大 

容量 = 八 ー ドディスクドライブ1台の容量 

X 八ードディスクドライブ台数 

RAID 1 

ミラーリング 

あり 

八 ー ドディスクドライブが2台必要 
容量 = 八 ー ドディスクドライブ1台の容量 

RAID 10 

RAID 1のストライピング 

あり 

八ードディスクドライブが4台 U 上必要 
容量 二へー ドディスクドライブ1台の容量 

X (八ードディスクドライブ台数- 2) 


「 RAIDO 」 について 


データをを八ードディスクドライブへ分散して記録します。この方式を「ストライピング」と 
呼びます。 

図ではストライプ1(八ードディスクドライブ1)、ストライプ2(八ードディスクドライブ2)、ス 
トライプ3(八ードディスクドライブ 3) •- •というようにデータが記録されます。すべての 
八ードディスクドライブに対して一括してアクセスできるため、最も優れたディスクアクセス 
性能を提供することができます。 


W -0 RAIDO はデータの冗長性びありません。 A - ドディスクドライブび故障する 
■to とデータの復旧びできません。 


RAID コント□-ラ 




^ Sj 


^ ♦ 

八ード 
テイスク 
ドライブ1 


八ード 
テイスク 

ドライブ2 

_ 


八ード 
デイスク 
ドライブ3 


ストライプ1 


ストライプ2 


ストライプ3 




ストライプ4 


ストライプ己 


ストライプ6 
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[RAIDIJ について 

1つの八ードディスクドライブに対してもう1つの八ードディスクドライブへ同じデータを 
記録する方式です。この方式を「ミラーリング」と呼びます。 

1台の八ードディスクドライブにデータを記録するとき同時に別の八ードディスクドライブ 
に同じデータが記録されます。一方の八ードディスクドライブが故障したときに同じ内容が 
記録されているもう一方の八ードディスクドライブを代わりとして使用することができるた 
め、システムをダウンすることなく運用できます。 

RAID コント□ーラ 


- -- 


-> 

八ード 


八ード 

テイスク 


デイスク 

ドライブ1 


ドライブ2 


ストライプ1 


ストライプ1 

ストライプ2 


ストライプ2 


「 RAID 10 」について 

データを2つの八ードディスクドライブへ「ミラーリング」方式で分散し、さらにそれらのミ 
ラーを「ストライピング」方式で記録しますので、 RAID 0 の高いディスクアクセス性能と、 
RAID 1 の高信頼性を同時に実現することができます。 



A 

ストライプ1 


ストライプ1 

Li 

ストライプ2 


ストライプ2 

ストライプ3 

ストライプ3 

ストライプ4 


ストライプ4 

ストライプ己 

ストライプ5 

ストライプ6 


ストライプ6 



A 


牛 


▲ 


RAID1 


RAID0 


RAID1 


▲ 
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オンポードの RAID コント□—ラのコンフイグレーシヨン 


本体装置のオンボードの RAID コント□-ラ 0 _SI Embedded MegaRAID ™) を使用して、内蔵 
のへー ドディスクドライブを RAID システムとして使用する方法について説明します。 

J \- ドディスクドライブの取り付け 

本体に構築したい RAID レベルの最ル必要台数じ(上の八 ー ドディスクドライブを取りがけてく 
ださい。取り付け手順については、「八ードディスクドライブ」 （97 ページ）を参照してくだ 
さい。 


W "0 取り付ける八ードディスクドライブは同じ回転速度のものを使用してくださ 
■to し、また、 RAID 1を構築する場合は、同じ容量の八ードディスクドライブを 
使用ずることをお勧めします。 


RAID システムの有効化 

取りがけた八ードディスクドライブは、単一の八ードディスクドライブか、 RAID システムの 
八ードディスクドライブのいずれかで使用することができます。 

RAID ドライブとして構築するためには、マザーボードの設をを変更してください。 



BTO で RAID システムを構築した状態で出荷されている場合は、 RAID システム 
が有効に設をされています。 


警告 



装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人が死こす 
る、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説明をご覧くだ 
さい。 

自分で分解-修理-改造はしない 
リチウムバッテリを取りがさない 
プラグを巧かずに取り扱わない 
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A を意 


AA 

AA 


装置をま全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で持ち上げない 

• 中途半端に取り付けない 

• カバーをがしたまま取り付けない 


Q 


指を挟まない 

ラックび不ま定な状態でデバイスをラックか5引き出さない 
複数台のデバイスをラックか5引き出したが態にしない 


1 . 9己ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （9 日ページ参照)。 

3. トップカノく一を取り外す （9 目ぺージ参照)。 

4. ライザーカードを取り外す （1 1目ページ参照)。 

日.ジャンノ くスイッチの位置を確認する。 

6. ジャンノ くスイッチの設定を変更する。 

マザーボード上じある RAID コンフィグレーションジャンパの設をを変更すると、内 
蔵八ードディスクドライブを RAID システムの八ードディスクドライブとして認識 
させることができます。 

くマザーボードおよびバックプレーンのジャンパ設定> 

W 下のジャンパピン設定となるよう確認および設定変更を行ってください。 

• マザーボード上のジャンパピン (SATA_RAID) 

SW-RAID 設定ジャンパ 

12 3 

imol 
有効 ( 1 - 2 ) 

• バックプレーンボード (J3) 

コント□ーラ設定ジャンパ 

3 〇 

マザーボード ( 1 - 2 ) 

設定:を変更したら 、 LSI Software RAID Configuration Utility で RAID システムを構 
築します。詳しくは、 「 RAID システムのコンフィグレーション」 （167 ページ）を参 
照してください。 



添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD が提供する「シームレスセットアップ」を 
使用すると自動で RAID システムを構築します。また、インストールするオペ 
レーティングシステムが Windows オペレーティングシステムの場合は、オペ 
レーティングシステムのインストールまで切れ目なく自動で行うことができ 
ます。 
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7. 取り外した部品を元に組み立てる。 

8. SETUP を起動して 「 Advanced」-「Peripheral Confi 呂 uration」-「SATA 
Controller Mode 日 ption 」 を Enhanced 」 に設定し 、 fAdvancedJ - 
「Peripheral Configuration」-「SATA RAID 」 を Enabled 」 に設定する 
(14 日ぺージ参照)。 

化荷時の設定:ではに ATA Controller Mode Option 」 は rEnhanced 」 じ 、 KATA 
RAID 」 は Enabled 」 に設をされていますので、正しく設定されていることを確認 
してください。 
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RAID システム管理ユーテイリテイの起動と終了 

オンボードの RAID コント日ーラ (LSI Embededd MegaRAID ™) の管理ユーテイリテイは、 LSI 
Software RAID Configuration Utility です。 



[ヒント I 


この コン フイグレーシヨンユーテイ リ テイ は本装置で サポー トしている 
ESMPRO / ServerManager の リモートコ ンソー ル機能では動作しません。 


ユーティリティの起動 

1. 本体装置の電源投入後、次に示す画面が表示された時に、く Esc > キーを押す。 

POST の画面が表示されます。 


NEC 

Press <ESC> to view diagnostic message 
Press <F2> to enter Setup, <F12> Network 

2. P 日 ST 画面で、(下の表示を確認したら、く Ctrl >+ く M > キーを押す。 

Press Ctrl-M or Enter to run LSI Software RAID Setup Utilit 


ユーティリティが起動し、 W 下に示す TOP メニューを表示します。 


wO < ctrl >+ く M > キーを巧し忘れてしまったり、 ly 下の画面び表示されずに進んで 
しまつた場台は、再起動して < Ctrl >+ く M > キーを押してください。 


MegaRAID Configuration Utility TOP メニユ ー (Mana 邑 em 飢 t Menu ) 画面 



W 降の操作については、「メニューツリー」 （177 ぺージ）と「操作手順」 （179 ぺ一 
ジ）を参考に操作およびを種設定をしてください。 
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ユーテイリテイの終了 

ユーテイリテイの TOP メニューでく Esc > 羊一を押します。 
確認のメッセージが表示されたら 「 Yes 」 を選択してください。 


Please Press <Ctrl> <Alt> <Del> to REBOOT the system. 


上に示すメッセージが表示されたら、く Ct 「 l >+ く Alt >+ く Del > キーを押します。再起動します。 


メニユーツリー 

◊:選択•実行パラメータ•：設をパラメータ-:情報表示 
♦:バーチャルドライブ生ぶ後設を（変更）可能 


メ ニユー 

説明 

◊Configure 

Configuration 設定を行う 

◊Easy Configuration 

Configuration の設定 ( 固定值使用） 

◊New Conriguration 

Configuration の新規設定 

◊View/Add Configuration 

Configuration の追加設定、表示 

◊Clear Configuration 

Configuration のクリア 

◊Select Boot Drive 

起動するバーチャルドライブを選択する 

◊Initialize 

バーチャルドライブ初期化 

◊Objects 

各種設定 

◊Adapter 

RAID コント□-ラ設定 

◊Sel. Adapter 

アダプタの選択 

参 Rebuild Rate 

30 

参 Chk Const Rate 

30 

•FGI Rate 

30 

•BGI Rate 

30 

•Disk WC 

Off 

参 Read Ahead 

On 

•Bios State 

Enable 

♦Cont on Error 

Yes 

参 Fast hit 

Enable 

•Auto Rebuild 

On 

•Auto Resume 

Enable 

•Disk Coercion 

1GB 

参 Factory Default 

デフォルト値に設定 

◊Virtual Drive 

バーチャルドライブ操作 

◊Virtual Drives 

バーチャルライブの選択 ( 複数バーチャルドライブがを在） 

◊Initialize 

バーチャルドライブの初期化 

◊Check Consistency 

バーチャルドライブの冗長性チェック 

◊View/Update Parameters 

バーチャルドライブ情報表示 

- RAID 

RAID レベルの表示 

- SIZE 

バーチャルドライブの容量表示 

- Stripe SIZE 

ストライプサイズの表示 
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メニュー 

説明 

- #Stripes 

バーチャルドライブを構成している八ードディスクドライブ 
数を表示 

- State 

バーチャルドライブの状態表示 

- Spans 

スパンの設定状態表示 

- Disk WC 

ライトキャッシュの設定表示 

Off : Write Through On : Write Back 

- Read Ahead 

リードアへ、ソドの設定表示 

◊Physical Drive 

物理ドライブの操作 

◊Physical Drive Selection Menu 

物理ドライブの選択 

◊Make H 饥 Spare 

オートリビルド用ホ、ソトスペアディスク(こ設定 

◊Force Online 

ディスクを強制的(こオンラインじする 

◊Force Offline 

ディスクを強制的にオフラインにする 

◊Drive Properties 

八ードディスクドライブ情報の表示 

- Device Type 

デバイス種類 

- Capacity 

容量 

- Product ID 

型番 

- Revision No. 

レビジョン 

◊Rebuild 

リビルド実行 

◊Check Consistency 

バーチャルドライブの冗長性チェック 
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操作手順 

Configuration の新規作成/追加作成 



1 . ユーティリティを起動する。 

2. TOP メニュ ー （Management Menu ) より、 l " Configure」-►「New 
Configuration 」 を選択する。追加作成の場合は、 「 View/add Configuration 」 
を選択する。 


两"〇 • 「New Configuration 」 で Confi 呂 uration を作成の場合、既存のコン 
量 a フィ グレーシヨ ン情報びクリアされます。既存のコンフィ グレーシヨ ン 

情報に追加作成の場合は、 rview/add Confi 呂 uration 」 を還択してく 
ださい。 

• 「Easy Confi 邑 uration 」 ではパーチヤルドライブ容量の設定びできませ 
ん 。 「New Configuration 」 か 「 View/Add Configuration 」 で作成 
して < ださい。 
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3. 確認のメッセージ （ Proceed ?) が表示されるので、 「 Yes 」 を選択する。 

SCAN DEV に E が開始され個面下にス羊ヤンの情報が表示されます)、終了ずると、 
「New Configuration - ARRAY SELECTION MENU 」 画面が表示されます。 


New Configuration - ARRAY SELECTION MENU 
PORT# 



4. カーソルキーでパックしたい八ードディスクドライブにカーソルを合わせ、スペー 
スキーを押す。 


八ードディスクドライブが選択されます（選択八ードディスクドライブの表示が 
「 READY 」 から 「0 NUN 」 になります)。 


New Configuration - ARRAY SELECTION MENU 


0 

1 

2 

3 

4 

5 

6 


PORT# 



日.く FI 日 > キーを押して 、 Select Configurable ArTay ( s ) を設定する。 
6. スぺースキーを押す。 

SPAN -1 が設をされます。 


Select ConTigurable Array(s) 



— A-0 — 

SPAN-1 
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7. く F 1日>キーを押してノくーチャルドライブの作成を行う。 

[Virtual Drives Configure J 画面が表示されます。（下図は、八ードディスクドライ 
ブ2台、 RAID 1 を例にしています） 

- Virtual Drives CoriTiqured - 

LD RAID Size #Stripes StrpSz Status 

0 1 xxxMB 2 64KB ONLINE 


- Virtual DriveO 

RAID =1 
Size = xxxxMB 
DWC = On 
RA = On 
Accept 
Span = NO 


8. 力ーソルキーで 「 RAID 」、「 Size 」、「 DWC 」、「 RA 」、 に pan 」 を選択し、 
く Enter > キーで確定させ、各種を設定する。 

(1)「 RAID 」 ： RAID レベルの設定を行います。 


パラメータ 

備考 

0 

RAID0 

1 

RAID1 

10 

RAID 1 のスパン 


パックを組んだ八ードディスクドライブの数によって選択可能な RAID レベル 
が変わります。 

に） 「 Size 」 ：バーチャルドライブのサイズを指定します。オンボードの RAID コント 
□ーラは最大8個のバーチャルドライブが作成できます。 

(3)「 DWC」 ： Disk Write Cache の設定:を行います。 


パラメータ 

備考 

Off 

ライトス ルー 

On*i 

ライトバック 


* ^ 推奨設定 

本装置では性能を考慮し推奨設定を ron」 としており 
ます。突然の電源断でキャッシュデータを消失する場合 
がありまずのでごを意ください。なお 「Off」 へ変更し 
た場合は性能がおよそ 50% J:_rR こほ下します。 

(4) rRAJ : Read Ahead の設定:を行います。 


パラメータ 

備考 

Off 

先読みを行わない 

0 口* 1 

先読みを行う 


* ^ 推奨設定 
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(5) に pan 」 ： Span 設定を行います。 


パラメータ 

備考 

SPAN=N0*^ 

Span 設定を巧わない 

SPAN=YES 

Span 設定を行う 


* ^推奨設定 

SPAN 実行時は、パックを組む時に図の樹こ2組 W 上の同ーパックを作成しまず。 

RAID 1 の SPAN の場合 



9. すべての設定が完了したら、 「 Accept 」 を選択して、く Enter > キーを押す。 

パーチャルドライブが生成され 、 「Virtual Drive Configured 」 画面にパーチャルド 
ライブが表示されます。 

1日.パ'-チャルドライブを生成したら、く Esc > キーを押して画面を減ブ、に ave 
Configuration ?」 画面まで戻り、 「 Yes 」 を選択する。 

Configuration がセーブされます。 

11. Confi 呂 uration のセーブ完了メッセージが表示されたら、く Esc > キーで TOP メ 
ニュー画面まで戻る。 

12. TOP メニュー画面より「日 bjects 」-► fVirtual DriveJ -► [ View/Update 
Parameters 」 を選択してバーチャルドライブの情報を確認する。 

13. T 日 P メニ：!一画面より 「 Initialize 」 を選択する。 

14. rvi け ual Drives 」 の画面が表示されたら、イニシャライズを行うバーチャルドラ 
イブにカーソルを合わせ、スペースキーを押す。 

バーチャルドライブが選択されます。 

1日.パ'-チャルドライブを選択したら、く F 1 日>キーを押して Initialize を行う。 

実行確認画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択すると Initialize が実行されます。 

「Initialize Virtual Drive Progress 」 画面のメータ表示が100%になったら 、 Initialize 
は完了です。 

16. Initialize を実施済みのパ'-チャルドライブに巧して、整合性チェックを行う。 
詳細な実行方法は「整合性チェック」 （185 ページ）を参照して<ださい。 

17. く Esc > キーで TOP メニューまで戻って、ユーテイリテイを終了する。 
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wO • コンフィグレーシヨンの作成を行った時は、必ず、整合性チェックを実 
置3 行してください。 

• コンフィグレーシヨン 作成後、1回目の整合性チェックでは不整合を検 
出-修正ずる場合びありまずび問題ありません。 


マニュアルリビルド 



1. 八ードディスクドライブを交換し、装置を起動する。 

2. ユーティリティを起動する。 

3. TOP メニューより、 mebuilcU を選択する。 

「Rebuild -PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU 」 画面が、表示されます。 

- Rebuild - PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU - 


0 


2 

3 

4 

5 

6 


4. 「 FAIL 」 になっている八ードディスクドライブにカーソルを合わせ、スペースキー 
で選択する。（複数の八ードディスクドライブを選択可能(同時リビルド)） 

八ードディスクドライブが選択されると、 " FAIL " の表示が点滅します。 

己. A - ドディスクドライブの選択が完了したら、く F 1 日>キーを押してリビルドを実 
行する。 

6. 確認の画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択する。 

リビルドがスタートします。 

「Rebuild Physical Drives in Progress 」 画面のメータ表示が10096になったらリビ 
ルド完了です。 

7. く Esc > キーで TOP メニューまで戻って、ユーテイリテイを終了する。 


PORT# 
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ホットスペアの設定 



1 . ホットスペア用の八ードディスクドライブを実装し、本体装置を起動する。 

2. ユーティリティを起動する。 

3. T 日 P メニューより、 「 Objects 」 一 「Physical Drive 」 を選択する。 

rObjectsts - PHYSICAL DRIVE SELECTION MENU 」 画面が表示されます。 

- Objects - PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU - 


0 


2 

3 

4 

5 

6 


4. ホットスペアに設定する八ードディスクドライブにカーソルを合わせて、く Enter > 
キーを押す。 

日 . 「Port # XJ の画面が表示されるので 、 「Make HotSpare 」 を選択する。 

6. 確認の画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択する。 

八ードディスクドライブの表示が、 rHOTSPJ に変更されます。 


PORT# 
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7. く Esc > キーで TOP メニューまで戻って、ユーティリテイを終了する。 


Objects - PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU 


0 


2 

3 

4 

5 

6 


PORT# 



^ • ホ、ソトスペアの設定を取り消す(こは、 robje な S 」 一 「Physical Drive」 

反エック I 一 「Port #X」 一 「Force Offline」 を選択します。 

• ホ、ソトスペア用八 ー ドディスクドライブが複数(同一容量)ある場合は、 

CH 番号/ ID 番号がルさい八ードディスクドライブか6順にリビルドが実 
施されます。 


整含性チ王ック 



1 . ユーティリティを起動する。 

2. TOP メニューより 、 「Check Consistency 」 を選択する。 

「Virtual Drives 」 の画面が表示されます。 

3. 整合性チェックを行ラバーチャルドライブにカーソルを合わせ、スペースキーを押 
す。 

バーチャルドライブが選択されます。 

4. バーチャルドライブを選択したら、く F 1 日>キーを押して、整含性チェックを行う。 

5. 確認画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択する。 

整合性チェックが実行されます。 

「Check Consistency ProgressJ 画面のメータ表示が10096になったら、整合性 
チェックは完了です。 

目.く Esc > キーで TOP メニューまで戻って、ユーティリティを終了する。 
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wO コンフィグレーシヨンの作成を行った時は、必ず、整合性チェックを実行して 
BM ください。 


その他 

(1 )Clear Configuration 

コンフィグレーション情報のクリアを行います。 TOP メニューより、 「 Configure 」 一 
「Clear Configuration 」 を選択します 。 「Clear Configuration 」 を実行すると、 RAID 〕 ン 
卜□ーラ、八ードディスクドライブのコンフィグレーション情報がクリアされます。 
「Clear Configuration 」 を実行すると、 RAID コント日ーラのすべてのチヤネルのコンフィ 
グレーシヨン情報がクリアされます。 


• RAID コント□-ラと八ードディスクドライブのコンフィグレーション 

民ェック I 情報が異なる場合、 （ RAID コント□ーラ不具合(こよる交換時] U か ) RAID 

コント□ーラのコンフィグレーション情報を選んだ場合、コンフィグ 
レーションが正常に行えません。その場合には 、 [Clear ConfigurationJ 
を実施して、再度コンフィグレーションを作成してください。 

• バーチヤルドライブ単位の削除は、このユーティリティではできませ 
ん 。 Universal RAID Utility を使用してください。 


(2) Force Online 

Fail 状態の八ードディスクドライブをオンラインにすることができます。 TOP メニューよ 


り、 「 Objects 」 一 「Physical Drive 」 ーハードディスクドライブ選択一 [Force Online J 


(3) Rebuild Rate 

Rebuild Rate を設定!します。 

TOP メニューより、 「 Objects 」 一 「 Adapter 」 一 rsel . Adapter 」 一 「Rebuild Rate 」 を選択。 
0%〜100%の範囲で設定巧能。デフオルト值馈を推奨値)30%。 


(4) 八ードディスクドライブ情報 

八ードディスクドライブの情報を確認できます。 

TOP メニューより、 「 Objects 」 一 「Physical Drive 」 ーハードディスクドライブ選択一 
「Drive Properties 」 を選択。 
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LSI Software RAID Configuration Utility と Universal RAID Utility 

オペレーティングシステム起動後、 LSI Embedded MegaRAID ™ のコンフィグレーシヨン、 
および、管理、監視を行うユーティリティとして Universal RAID Utility があります。 LSI 
Software RAID Configuration Utility と Universal RAID Utility を併用する上で留意すべき点に 
ついて説明します。 


用語の差分について 

LSI Software RAID Configuration Utility と Universal RAID Utility は、使用する用語が異なり 
ます。 

W 下の表をもとに読み替えてください。 


LSI Software RAID Configuration Utility 
の用語 

Universal RAID Utility の用語 

RAID ビューァ 

raidcmd 

Adapter 

RAID コント□ーラ 

RAID Controller 

Virtual Disk 

論理ドライブ 

Logical Drive 

Array 

ディスクアレイ 

Disk Array 

Physical Drive 

物理デバイス 

Physical Device 



raidcmd は Universal RAID Utility が提供するコマンドです。詳細については 
Universal RAID U 川 ity ユーザーズガイドを参照してください。 


管理番号の差分について 

RAID コント□—ラのを情報の番号は、 LSI Software RAID Configuration Utility と Universal 
RAID Utility では表示が異なります。 W 下の表を参照してください。詳細については Universal 
RAID Utility ユーザーズガイドを参照してください。 


項目 

管理番号 

LSI Software RAID 
Configuration Utility 

Universal RAID 
Utility 

Adapter(RAID コント□—ラ） 

0 か 6 始まる数字 

1か6始まる数字 

Virtual Disk (論理ドライブ） 

0か6始まる数字 

1か6始まる数字 

Array (ディスクアレイ） 

0か6始まる数字 

1か6始まる数字 

Physical Drive (物理デバイス） 

0か6始まる数字 

1か6始まる数字 
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バックグランドタスクの優先度 (Rate) の設定値の差分について 

LSI Software RAID Configuration Utility では、バックグランドタスク（リビルド、パト□—ル 
リード、整合性チェック)の優先度を数値で設を、表示しますが、 Universal RAID Utility は、 
高、中、低の3つのレベルで設を、表示します。 U 下の対応表を参照して<ださい。優先度と 
は RAID コント□ーラが処理中のプ□セスに対してバックグランドタスクの処理が占める割合 
を示したものです。 


LSI Software RAID Configuration Utility の設定値と Universal RAID Utility で表示される値の対応 


項目 

LSI Software RAID 
Configuration Utility 
の設定値 (％) 

Universal RAID Utility で 
表示される値 


15〜100 

高 (High) 

リビルド優先度 

8-14 

中 (Middle) 


0-7 

做 Low) 


1日〜100 

高 (High) 

パト □ ールリード優先度 

8-14 

中 (Middle) 


0-7 

做 Low) 


1己〜100 

高 (High) 

整合性チ: L、 ソク優先度 

8-14 

中 (Middle) 


0-7 

做 Low) 


Universal RAID Utility の設定値と LSI Software RAID Configuration Utility で表示される値の対応表 


項目 

Universal RAID Utility の 
設定値 

LSI Software RAID 
Configuration Util け y で 
表示される値 (％) 


高 (High) 

20 

リビルド優先度 

中 (Middle) 

10 


做 Low) 

己 


高 (High) 

20 

パト □ ールリード優先度 

中 (Middle) 

10 


做 Low) 

己 


高 (High) 

20 

整合性チ: L 、ソク優先度 

中 (Middle) 

10 


做 Low) 

己 



• LSI Software RAID Configuration U 川 ity では、バックグラウンドイニシャ 
ライズの優先度が設をできますが、 Universal RAID Utility では設をでき 
ません。 

• Universal RAID U 川 ity は、初期化処理(フルイニシャライズ)の優先度が設 
走:できますが、本製品では未サポートのため設をできません。 
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NEC Express 已 800 シ U ■ズ 
Exp 巧 ss 已 800/ 旧 120a-IE 


ソフトウェア編 

Express 5800シリーズ用に用意されているソフトウエアについて説明します。 



添付の DVD について （ 190ぺージ） 

本体に添付の 「 EXPRESS 目 ULDER 」 DVD に収められているソフトウェアにつ 
いて紹介します。 


EXPRESSBUILDER (192 ページ） 

セットアップツール 「 EXPRESSBUILDER 」 について説明します。 

本体用バンドルソフトウェア （19 目ページ） 

本装置にインストールするバンドルソフトウエアについて説明します。 


管理 PC 用バンドルソフトウェアに08ページ） 

本体を監視-管理するための管理 PC にインストールするバンドルソフトウェ 
アについて説明します。 


ON し 510_01 3_02-iR120a 1 E-000-03- 1002 





190 添付の DVD について 


添巧の DVD にごいて 

添付の 「 EXPRESSBUILDER ®」 DVD には、本装置を容易にセットアップするためのユーティ 
リティやを種バンドルソフトウエアが収録されています。これらのソフトウエアを活用するこ 
とにより、本装置の機能をより多く引き化すことができます。 


w"0 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD は、本装置の設定び完了した後でも、 0S の再 
インス I ルや BIOS のアップデートなどで使用する機会びあります。また、 
装置障害時の保守作業においても使用されまずので、なくさないように大切に 
保存しておいてください。 



*1 コンソールレスで操作ずる場合。 COM ポートち使用可能。 



オプションの RAID コントローラ( N 81 03-11 5/11 6 A /1 1 7 A /1 1 8 A ) を利用して 
RAID システムの設ををする RAID ユーティリティはボード上のチップに搭載さ 
れています。これらのユーティリティの操作方法については、オプションの 
RAID コントローラに添付の説明書を参照してください。 
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DVD 巧体読み込み機能のない管理 PC を使用したいとき 


EXPRESSBULDER は DVD にて提供してし^るため、 DVD 媒体読み込み機能のないコンピユー 
夕ではを種ソフトウェアのインス I -ールをすることができません。 DVD 媒体読み込み機能の 
ないクライアントマシンへソフトウエアをインス!-ールしたい場合は、次のような手順じて、 
いったん CD - R 等へコピーしてから使用してください。 


W-0 本手順は、クライアントへソフトウェアをインストールずる目的に限り 、 CD 
1 枚分のみコピーすることびでをまず。 


1. 本装置など、 DVD 媒体が読み込める装置へ 「EXPRESS 巨 UILDER」DVD をセッ 
卜する。 

2. オートランメニューが起動した場含は終了させる。 

3. エクスプ□ーラから、 「EXPRESS 巨 UILDER」DVD に格納されたじ(下のファイ 
ル-フオルダを八ードディスクドライブへコピーする。 

¥(ルートフオルダ）： version.xml を〕ピー 

I 

I 

+…¥013 

I 

I 

+ —— ¥ ar_menu 下すベて 

i 

I 

+---- ¥docW 下すベて 

I 

I 

+ —— ¥winJU 下すベて 

4. 手順3にてコピーしたファイル.フオルダをそのままのフオルタ'構造にて CD-R へ 
コピーす る。 

コピーするときは、ルートフオルダを一致させてください。 

5. CD-R への コピーが完了したら、手順3にてコピーした八ードディスクドライブ上 
のファイル-フオルタ'はすべて削除する。 

6. 手順4で作成した CD-R をクライアントマシンの光ディスクドライブへセットする。 

7. エクスプ□ーラから、 CD 内のじ(下のファイルを実行する。 

¥01 3¥ ar _ menu ¥ autorun _ menu.exe (32 bit エディシヨンの場合） 

autorun _ menu _ x 64 .exe (64 bit エディシヨンの場合） 
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EXPRESSBUILDER 


「 EXPRESSBUILDER 」 は、 OS のインス!ル、装置のメンテナンスなどをするためのソフ 
トウエアです。 EXPRESS 目 UILDER から 0 S をインストールする際には、インストール対象の 
八ードディスクドライブ（または RAID システムの論理ドライブ1台のみ）だけを接続して 
セットアップしてください。 


各メニューの起動について 


EXPRESSBUILDER 」 DVD を本装置の光ディスクドライブにセットして起動すると、下 
のようなメニューが起動します。 


Boot selection 


Os insta L Lation default . ① 

Tool menuCNormaL mode). ② 

Tool menu ( Redi rect i on mode). ③ 


① Os installation 

本項目を選択すると、 EXPRESS 目 UILDER トップメニューが表示されます。 


NEC 


Step I た^- "♦ 


EXPRESSBUILDER 


y ニューを进析して、 r みへ J ポタンを巧してください。 

•RAH 滿I萬や0巧インストールする巧合は、 r シームレスたットアッブぞ実行する」ぞ涅巧してください。 
.巧実をが了する場合は、 Texpressbuilder 想於了する J ぞ进巧してください。 


f シームレスたツトアツブぞ実行する 

广巧.ぉむで痛 OEM-Di 婉巧巧する 
广 RAID^) コンフィグレーション•ち幸反をたーブロードする 



—"〇 本ツールは Confi 呂 uration Tool であり 、 Windows PE 2.1 を使用していま 
■to す。 72 時間継続して使用すると自動的に再起動されまずのでごま意くださし、。 
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このメニューから、 0 S インストールのための「シームレスセットアップ」（導入編 
参照）や、下のような機能を羊、ソクすることができます。 

a ) Windows 用 OEM-Disk を作成する 

Windows のマニュアルセットアップで必要となる OEM-Disk を作成します（導 
入編 ー マニュアルセットアップ参照)。 

b ) RAID のコンフィグレーション情報をセーブ/□ー ドする 

RAID コント□ーラ上の RAID コンフィグレーション情報を保存したり、復元し 
たりすることができます。 

C ) EXPRESSBULDER にドライバを□-ドする 

通常は使用しません。オプション製品を追加した場合に使用するときがありま 
す（導入編一応用セットアップ参照)。 

② Tool menu(Normal mode) 

本項目を選択すると、表示言語の選択の後、ツールメニューが起動します。 



このメニューから、じ(下のような保守/設を用の機能を车ックすることができます。 
を機能の詳細については、運用-保守編の保守ツールの章を参照してください。 

a ) Maintenance Utility 

オフライン保守ユーティリティを起動します。 

b ) BIOS/FW Updating 

システム目 lOS をアップデートします。 

C ) ROM-DOS Startup FD 

ROM-DOS 起動 FD を作成します。 

d ) Test and diagnostics 
システム診断を起動します。 

e ) System Management 

システムマネージメント機能を起動します。 
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③ T 001 menu (Redirection mode) 

本項目は、 BIOS 〕 ンソールリダイレクシヨン機能を使用して、コンソールレスにて 
操作する場合にのみ選択してください。 

リモート KVM 機能を使用しているときは、本項目ではなく②の項目を選択して 
I チェッ3 ください。 



このメニューからキックできる機能は、②のメニューからキックできるものと同等 
です。 
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才ートランで起動ずるメニ 


Windows 2000 + IE 6.0、 WindowsXP 、 Vista 、 Windows Server 2003、または Windows Server 
2008 (Server Core 環境を除く）が動作しているコンピユータ上で添付の 「 EXPRE ^ BUILDER 」 
DVD をセツトすると、オートラン機能じより自動的にメニューが起動します。 




セットしたタイミングによっては、自動的に起動しない場合があります。その 
ような場合は、いったんドライブから 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD をイジェク 
卜し、再度セットしてく ださし、。 また、メニューを再表示させたいときは、エ 
クス プローラから 「マイコンピュータ」を選択し、 「 EXPRESSBUILDER」DVD 
をセットした光ディスクドライブのアイコンをダブルクリックしてく ださし、。 


メニューからは、 Windows 上で動作するを種バンドルソフトウェアのインス I -ールやオンラ 
インド羊ュメントを参照することができます。 



オンラインドキュメントの中には、 PDF 形式ので書で提供されているものもあ 
ります。このファイルを参照するには、あらかじめ Adobe システムズ社製の 
Adobe Reader がインストールされている必要があります 。 Adobe Reader がイ 
ンストールされていないときは、あらかじめ Adobe システム社のインターネッ 
トサイトより Adobe Reader をインストールしておいてくださし、。 


メニューの操作は、ウィンドウに表示されているそれぞれの項目をクリックするか、ちクリッ 
クして現れるショートカットメニューを使用してください。また、一部のメニュー項目は、メ 
ニューが動作しているシステム-権限で実行できないとき、グレイアウト表示され選択できま 
せん。適切なシステム-権限で実行して<ださい。 

^ 「 EXPRESS 目 UILDER 」 DVD を光ディスクドライブか6取り化す前に、メニュ ー 
反ェック I およびメニューか6起動したオンラインドキュメント、各種ツールは終了させ 
ておいてください。 
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本体用バンドルソフトウエア 

本体にバンドルされているソフトウェアの紹介およびインストールの方まについて簡単に説 
明します。詳細はオンラインド羊ュメントをご覧ください。 


ESMPRO/ServerAeent ( Windows 版) 


ESMPRO/ServerAgent ( Windows 版）は本装置にインストールする本体監視用アプリケー 

シヨンです。 

EXPRESS 目 ULDER のシームレスセットアップで自動的にインス I ルすることができます。 
ここでは個別にインストールする場合に知っておいていただきたいを意事項とインス I -ール 
の手順を説明します。 



運用上のを意事項については、添付の 「EXPRESSBUILDER」DVD 内のオンラ 
インドキユメント r ESMPRO/ServerAgent (Windows 版）インスト レーシヨ ン 
ガイド」に記載しています。ご K ください。 


インス I -ール前の準備 

ESMPRO/ServerAgent ( Windows 版）を動作させるためには対象 OS の TCP / IP と TCP / IP 関 
連コンポーネントの SNMP の設をが必要です。 

• ネットワークサービスの設定 

プ〇トコルは TCP / IP を使用してください。 TCP / IP の設定についてはスタートメニュー 
から起動する r ヘルプ」を参照してください。 

• SNMP サービスの設定 

コミュニティをに 「 public 」、 トラップ送信先に送信先 IP アドレスを使います。 ESMPRO / 
36「ソ6「1\/13前96「側の設をで受信するトラップのコミュニティをデフォルトの「*」から変 
要した場合は、 ESMPRO / ServerManageiigi ] で新しく設定したコミュニティをと同じを 
前を入力します。 
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インストール 

ESMPRO/ServerAgent ( Windows 版）のインストールは添付の 「 EXPRESSBULDER」DVD 
を使用します。本装置の 0 S が起動した後、 Autorun で表示されるメニューから[ソフトウエ 
アをセットアップする]- [ ESMPRO ] - [ ESMPRO / ServerAgent ] の順にクリックして 
ください。降はダイア□グボックス中のメッセージじ従ってインストールしてください。 



WEl EXPRESSBUILDER 

Menu items 

> 

つドキュメントを巧む 
: Windows をセットアップ -^ -- 

— ドラ -'; デ < けを :; 请 す； 

ソフトウェアをセットアップ する ) -, 




Administrator 権限を持つユーザで □ グオンしてくださし、。 


ネットワーク上の光ディスクドライブから実行する場合は、ネットワークドライブの割り当て 
を行った後、そのドライブから起動してください。ェクスプ□ーラのネットワークコンピュー 
夕からは起動しないで<ださい。 



アップデートインストールについて 

ESMPRO / ServerAgent がすでにインストールされている場合は、次のメッセー 
ジが表示されます。 


ESMPRO / ServerAgent が既にインストールされています。 
メッセージに従って処理してください。 
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インスI-ール後の確認 

ESMPRO/ServerAgent ( Windows 版）をインストールした後に次の手順で正しくインストー 
ルされている ことを磕認してく ださい。 

1. 本装置を再起動する。 

2. イベント□グを開く。 

3. イベント□グに ESMPRO/ServerAgent (Windows 版）の監視ヴービスに関す 
るエラーが登録されていないことを確認する。 

エラーが登録されている場合は、正しくインストールされていません。もう一度は 
じめからインス I -ールし直してください。 


ESMPRO/ServerAgent Extension 


ESMPRO/ServerAgent Extension は本装置にインストールするリモート管理用ソフトウェ 
アです。 

ESMPRO/ServerAgent Extension の機能やインストール方まについての詳細は EXPRESS 
巨 UILDER 内の「インストレーシヨンマニュアル」を参照してください。 


ExpressUpdate Agent 


装置のファームウェアやソフトウェアなどのバージョン管理や更新を行うことができます。 
ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「 CA ] T 、 自動的にダウ日ードした装置の更新パ、ソケージを、シス 
テムを停止せずに簡単に適用できます。 

ExpressUpdate Agent の機能やインストール方まについての詳細は EXPRESS 目 UILDER 内の 
r インストレーシヨンマニュアル」を参照してください。 


w"0 ExpressUpdate に未対応のファームウエアまたはソフトウエアの更新パッ 
ケージび提供される事びあります。これ5の更新パッケージの適用に関しては 
ly 下のページに掲載しています。 

NEC コーポレートサイト （http://www.nec.co.jp/) 

[サポート.ダウン□ー ド]— [ PC サーバ] 
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Universal RAID Utility 


Universal RAID Utility は、 JU 下の RAID コント□ーラの管理、監視を行うアプリケーションで 
す。 

• オンボードの RAID コント日ーラ (LSI Embededd MegaRAID ™) 

• N 8103 -115 RAID コント日ーラ (512 MB，RAID 0/1/5/6) 

• N 8 103-116 A RAID コント日ーラ （128 MB，RAID 0/1) 

• N 8 103-117 A RAID コント日ーラ （128 MB，RAID 0/1 /5/6) 

• N 8 103-118 A RAID コント日ーラに 56 MB，RAID 0/1 /5/6) 

Universal RAID Utility のインス!ルおよび操作方ま、機能じついては、添付の 
EXPRESSBUILDER に収録している 「Universal RAID Utility Ve 「2. 1ユーザーズガイド」を 
参照してください。 

なお 、 「Universal RAID Utility Ve 「2.1 ユーザーズガイド」じ記載されている Universal RAID 
Utility の動作環境(オペレーティングシステムなど)が、本ユーザーズガイドの動作環境と異な 
る場合があります。この場合は、本ユーザーズガイドに記載の動作環境を参照してください。 

カスタムインストールモデルでのセットアップ 

本体装置のモデルにより、あらかじめ Universal RAID Utility がインス I -- ルされている場合 
があります。 

シームレスセットアップを使用したセットアップ 

Universal RAID Utility は、 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD に収録している「シームレスセット 
アップ」を使用してセットアップできます。シームレスセットアップのセットアップするア 
プリケーションの選択で 、 [Universal RAID Utility ] を選択してください。 

Universal RAID Utility のセットアッププ□グラムを使用した 
セットアップ 

[才ートランメニュ ー] で Universal RAID Utility のセットアッププ□グラムを起動できます。 
けートランメニュ ー] で[ソフトウェアをセットアップする ]、 [Universal RAID Utility ] を 
クリ、ソクします。 

なお、 Windows の場合、下記のランタイムコンポーネントが必要です。 

• Microsoft .NET Framework 2.0 W 上 

• Microsoft .NET Framework 2.0上の日本語 Language Pack 

• Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1 ライブラリ 

この 3 つのソフトウェアは、[オートランメニュー]でインストールできます。 
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[Microsoft .NET Framework 2 .0] と [Microsoft .NET Framework 2.0 B 本語 Language 
Pack ] をインス I -- ルずるには、けートランメニュ ー] で [ Windows をセットアップす 
る ]、 [.NET Framework Ver 2.0再配布可能パ、ソケージ ( x 86) のインストール] ( x 64 の場合、 
[.NET Framework Ve 「2.0 再配布可能パ、ソケージ ( x 64) のインストール]をクリ、ソクしま 
す。 


[Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1 ライブラリのランタイムコンポーネント]をインス 
卜ールするには、けートランメニュー]で [ Windows をセットアップする ]、 [Microsoft 
Visual C ++ 2005 SP 1 再配布可能パ、ソケージ ( x 86) のインストール]に PU アー羊テク 
チヤに関わらず、 （ x 86) を使用します)をクリックします。 



参 Microsoft.NET Framework 

RAID ビユーア、ログビユーアを使用するには 、 Microsoft .NET Framework 
Version 2.01^ ソ上が必要です。 

Windows Server 2008 、 Windows Server 2008 R 2 、Windows Vista 、 
Windows 7 は、オペレーティングシステムに . NET Framework 2.0 じ Lb を 
含んでいます。これらのオペレーティングシステムを使用する場合 、. NET 
Framework をインストールする必要はありません。 

• Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1 ライブラリのランタイムコンポーネント 

RAID ビユーアを使用するには 、 Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1 ライブラ 
リのランタイムコンポーネントが必要です。 

Windows Server 2008 、 Windows Server 2008 R 2 、Windows Vista SP 1 \U 
降 、 Windows 7 は、オペレーティングシステムに Microsoft Visual C ++ 
2005 SP 1 ライブラリのランタイムコンポーネントを含んでいます。こ 
れらのオペレーティングシステムを使用する場合 、 Microsoft Visual C ++ 
2005 SP 1ライブラリのランタイムコンポーネントをインストールする 
必要はありません。 


ESMPRO/ServerManager による管理 

「 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「 Ver . 5.2 JU 峰」を使用すると、 ESMPRO / ServerManage ^' 
Universal RAID Utility が管理する RAID システムの参照や監視、オペレーシヨン実行などを行 
元ます。 

なお、 「 ESMPRO/ServerManager Ver . 5.2 J ： i 降」で RAID システムを管理するコンピュータ 
のオペレーテイングシステムは、 Windows のみサポートします。 ESMPRO/ServerManager 
の動作環境や操作方法などについては、 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「の操作説明を参照してく 
ださい。 

イ ージー コンフィグレーシヨン機能 

Universal RAID Utility の「イージーコンフィグレーシヨン」機能は 、 LSI Embedded 
MegaRAIDTM では使用できません。 

RAID レベル6の論理ドライブの作成 

八ードディスクドライブ3台で RAID 6 (データ X 1+ パリティ X 2) の論理ドライブを作成する 
には、 WebBIOS を使用してください。 

Universal RAID Utility を使用しての作成はできません。 
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I クスプレス通報サ - ビス / エクスプレス通報サ - ビス (HTTPS) 


エクスプレス通報サービス/エクスプレス通報サービス ( HTTPS ) に登録することにより、シス 
テムに発生する障害情報（予防保守情報含む）を電子メールやモデム経由で保守センターに自 
動通報することができます。 

本サービスを使用することじより、システムの障害を事前に察知したり、障害発生時に迅速に 
保守を行ったりすることができます。 

セットアップに必要な契約 

エクスプレス通報サービス/エクスプレス通報サービス ( HTTPS ) を有効にするには、じ(下の契 
約等が必要となりますので、あらかじめ準備してください。 

• 本体の八ードウエア保守契約、またはエクスプレス通報サービス/エクスプレス通報 
サービス (HTTPS) の契約 

本体の八ードウエア保守契約、またはエクスプレス通報サービス/エクスプレス通報サー 
ビス ( HTTPS ) のみの契約がお済みでないと、エクスプレス通報サービス/エクスプレス通 
報サービス ( HTTPS ) はご利用できません。契約内容の詳細については、お買い求めの販 
売店にお問い合わせください。 

• 通報開局 FD 

契約後送がされる通報開局 FD が必要となります。まだ到着していない場合、通報開局 FD 
が到着してから、セットアップを行ってください。 


エクスプレス通報サービス/エクスプレス通報サービス ( HTTPS ) のセットアップについては、 
r オンラインドキュメント」を参照してください。 
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装置情報収集ユーテイ IJ テイ 


装置情報収集ユーティリティは本装置にインストールするソフトウエアです。保守時や障害時 
などにサーパのを種情報を採取することができます。 rEXPRESSBUILDERJ DVD からインス 
トールすることができます。 


^ 本ユーティリティのサポート対象 0 S は次の通りです。 

反エック I — Windows Server 2003 

— Windows Server 2003 x 64 Editions 


インストール 

ここでは、個別にインストールする場合の手順を説明します。 

1. 日 S が起動した後、 「EXPRESSBUILDER」DVD を光ディスクドライブに挿入す 
る。 

2. Autorun で表示されるメニューから[ソフトウェアをセットアップする]-[装置 
情報収集ユーティリティ]の順にクリックする。 

本ユーティリティのインストールを開始します。 

降はダイア□グボックス中のメッセージじ従ってインストールしてください。 
(デフオルトでは、システムドライブ ¥ ezclct フォルダにインストールされます。） 



— "〇 • アドミニストレータの権限を持ったアカウントでシステムに□グインし 
国3 てください。 

• インスIル先ドライブの空き容量び「2.已 GB」m 上必要です。 


使用方法 


本ユーティリティのインストールフォルダ配下の ¥ stddct ¥ collect . exe を実行してください。 
stddct フォルダ配下に log フォルダが作成され、本装置のを種情報が圧縮ファイル ( zip 形式)で 
格納されます。 
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アンインス I -ール 

コント□—ルパネルから「プ□グラムの追力□と削除」一 「Product Info Collection Utility 
( Vx . x . x )」 を選んでください。じ(降はダイア□グボックス中のメッセージに従ってアンインス 
卜ールしてください。 
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情報提供ツール riMEC か S のお知 S せ J 


情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」は、購入された装置をご利用いただくうえで役立つ情報 
を提供するツールです。 



本ツールは、じ TF のエディシヨンにがしてのみインストールされます。 

— Windows Server 2008 Standard (フルインストール）（日本語) 
— Windows Server 2003 Standard Edition (日本語） 

これ必外のファミリやエディシヨンでは、インストールされません。 


カスタムインス I -ールモデルでのセットアップ 

モデルじよっては購入時に情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」があらかじめインストールさ 
れている場合があります。 


手動インストール(新規インストール） 

手動で情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」をインストールする場合は、 rEXPRE % BUILDER 」 
DVD 内に格納されている対応する各 OS の r インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照し、 
「システムのアップデート」を適用してください。 


情報提供ツール 「 NEC か5のお知5せ」のアンインストール手順 

情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」をアンインス!-ールする場合は、次の手順じしたがって 
ください。 


W -0 本ツールをアンインストールする場合は、本ツールをインストールしたアカウ 
■to ントで行なってください。 

本ツールをインストールしたアカウントはお客様の環境により ly 下のとおり 
となりまず。 

• 「BTO (工場組み込み出荷)」で「カスタムインストール」を指定して購 
入された環境の場合 

- Administrator アカウント 

• 再セットアップ時にインストールサプリメントガイドを参照し「マニュ 
アルセットアップ」を使用した環境の場合 

-「システムのアップデート」を実行した管理者権限を持つアカウン 
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< Windows Server 2008の場合> 

1 . [プ□グラムと機能]画面を表示する。 

く標準のスタートメニューの手順> 

スタートメニューから[コント□-ルパネル]をポイントし、[プ□グラムと機制をク 
リ、ソクする。 

くクラシックスタートメ ニューモー ドの手順> 

スタートメニューから[設赶をポイントし、[コント□-ルパネル]からヴ□グラム 
と機能]をクリックずる。 

2. [プ□グラムのアンインス!-ールまたは変到一覧から情報提供ツール [ NEC からの 
お知らせ]をダブルクリックする。 



$ス9 ブ□クラムのアンイシストールまた任ず史 

籍 プ□ヴラムをアシインストルするには、一程からブ□ヴラムを速巧して於:/インストール]、段:更]、または[修溫をウリッルミ 


Windows Marketplace で巧しいプ 
□ヴラムを断导 

m Windows の视能のちか化または 
< お細ヒ 


留巧 ▼ 撞ま示 ▼ アシインストル r を更，修ほ 


-名前* 江 を 

咖面班函函函 


を巧元 


アンインストールが開始されます。 



次のメッセージが表示される場合がありますが、 [0 K ] をクリックしてくださ 

し、 0 



3. [プ□グラムと機能]画面の[プ□グラムのアンインス!-ールまたは変更]一覧か 
ら、情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」が削除されていることを確認後、シ 
ステムを再起動する。 

続いて、[お気に入り]から [ NEC からのお知らせ]を削除します。 

4. [Internet Explorer ] 上にてく Alt > キーを押してツールバーを表示し、[お気に入 
り]から[お気に入りの整理]を選択する。 

「お気に入りの整理」ウィンドウが開きます。 

己.項目から 「 NEC 」 フオルダを選択する。 

NEC フォルダに登録されている Web サイ I -- 覧が表示されます。 


















206 本体用バンドルソフトウエア 


目. [NEC からのお知らせ]を選択し、悄 y 除]をクリックする。 

「ファイルの削除」の確認ウィンドウが開きますので、[はい]をクリックして削除し 
てください。 

W 上で、情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」のアンインストールは完了です。 


< Windows Server 2003の場合> 

1 . [プ□グラムの追加と削除]画面を表示する。 

く標準のスタートメニューの手順> 

スタートメニューから[コント□-ルパネル]をポイントし、[プ□グラムの追力□と削 
除]をクリックする。 

く クラシックスタートメ ニュー モードの手順> 

スタートメニューから[設を]をポイントし、[コント□-ルパネル]からヴ□グラム 
の追力□と削除]をクリックする。 

2. [現在インス!-ールされているプ□グラム]一覧から情報提供ツール [NEC からのお 
知らせ]を選択し、悄 y 除]をクリックする。 



3. 次のメッセージが表示されたら、[はい]をクリックする。 



アンインス I -ールが開始されます。 
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次のメッセージが表示される場合がありますが、[無視]をクリックしてくだ 

さし、。 



4. [プ□グラムの追加と削除]画面の[現在インス!-ールされているプ□グラム]一 
覧 から、情報提供ツール 「NEC からのお知らせ」が削除されていることを確認後、 
システムを再起動する。 

続いて、[お気に入り]から [ NEC からのお知らせ]を削除します。 

己.[エクスプ □- ラ]上にてツールメニューの[お気に入り]から[お気に入りの整理を 
クリックする。 

「お気に入りの整理」ウィンドウが開きます。 

目.項目から 「NEC」 フオルダを選択する。 

NEC フォルダに登録されている Web サイトー覧が表示されます。 

7. [NEC からのお知らせ]を選択して、悄 y 除]をクリックする。 

「ファイルの削除の磕認」ウィンドウが開きますので、[はい]をクリックして削除し 
てください。 

W 上で、情報提供、ソール 「 NEC からのお知らせ」のアンインストールは完了です。 













208 管理 PC 用バンドルソフトウエア 


管理 PC 用バンドルソフトウエア 

装置をネットワーク上から管理するための「管理 PC 」 を構築するために必要なバンドルソフ 
トウエアについて説明します。 


ESMPRO/ServerManager 


管理用 PC 上で ESMPRO / ServerManager を使用すると、リモートで本装置を管理-監視、 
モジュール管理、 RAID システムの管理•監視を行えます。この機能を使用するためには、を 
種本体用バンドル ソフ トウエアを本装置にインス I -ー ルする必要があります。 

管理用 PC への[51\/1ド1^0/56「ソ6「1\/1311396「のインストール方まや設をの詳細についてはオン 
ラインド羊ュメント、または ESMPR 0 のオンラインヘルプをご覧ください。 



ESMPRO / ServerManager の使用にあたってのを意事項や補足説明がオンライ 
ンドキュメントで説明されています。添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD 内 
のオンラインドキュメント「 ESMPRO / ServerManager インストレーシヨンガ 
イド」を参照してください。 
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運用参巧守編 


装置の運用および保守について説明します。 


曰常の保守 （2 10ページ） 

日常使用する上で確認しなければならない点やファイルの管理、クリーニング 
の方法について説明します。 

システム診断に1日ぺージ） 

診断ユーティリティの使い方について説明します。 

障害時の対処 （2 18ページ） 

故障かな？と思ったときに参照して<ださい。トラブルの原因の確認方法やそ 
の対処方法について説明しています。 


保守ツール （258 ページ） 

保守ユーティリティの使い方について説明します。 

移動と保管 （264 ページ） 

本体を移動-保管する際の手順やを意事項について説明します。 


ユー ザーサボート （26 目ぺー ジ） 

本製品に関するさまざまなサービスについて説明します。サービスは弊社、お 
よび弊社が認定した保守サービス会社から提供されるものです。ぜひご利用く 
ださい。 


ON し 510_01 3_02-iR120a 1 E-000-04- 1002 
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曰常の保守 


装置を常にベストな状態でお使いになるために、ここで説明する確認や保守をを期的に行つ 
て<ださい。万一、異常が見られた場合は、無理な操作をせずに保守サービス会社に保守を 
化頼してください。 


Express 5800シリーズでは、本体および周辺機器の BIOS、FW (ファームウェア）、ドライ 
バなどのアップデート情報を弊社 Web サイトの下のページに掲載しています。システムの 
安を稼働のため、常に最新のアップデートを適用いただくことをお勤めいたします。 

NEC コーポレートサイト http :// www . nec . co . jp / 

[サボート.ダウン□—ド]- [ PC ヴーパ’] 

なお、本体の BIOS、FW (ファームウェア）につきましては、適用が必要なアップデートの 
橫化-ダウン□-ド-適用をサポートするツール 「 ExpressUpdate 」 も提供しています。 
「 ExpressUpdate 」 は、本体添付の 「 EXPRESS 巨 ULDER 」 DVD 内に格納されています。 


システムの運用中は、 ESMPR 0 で障害状ミ兄を監視してください。 

管理 PC 上の ESMPRO / Se 「 ve 「 Ma ^ lage 「にアラートが通報されていないか、常にを意するよう 
ムがけてください。[51\/1ド民0/56「ソ6「1\/13前96「の「アラートビューア」でアラートが通報さ 
れていないかチェックしてください。 

• ESMPR 0 でチェックする画面 


へ! Empowered by InrtovaUi 


JSi ぶ! 

々 》| 巧] 


ESMPRG ろ 


团 mot 

u モート制抑 


サーパ巧定 

サーバ枯 B/fll 巧 


h 囚 サーバが態 


因 H システム 
田なIのデバイス 
田 田 システム巧巧 

E なリフトウェア 

0 BS ネットワ-ク 

S S BIOS 

h ホ ローカルポーリンヴ 
因をストレージ 
田 0 つァイルシステム 





• 最新アップデートのダウン□ードおよび適用作業は、お客様自身で実施 
<ださい。 

• 最新アップデートの適用にあたっては、万一の場合に備えて、適用前に 
データをノいックアップされておくことをお勧めいたします。 


アラー トの確認 


ップデートの確認-適用 


lEEmmmlEI 
W 1 I I I !£ g g § I I I I g I g 1 g 1 


ESMPRO/ServerManager 


アラー トビ ユーア 
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STATUS ランプの確認 


本体の電源を ON にした後、およびシャットダウンをして本体の電源を OFF にする前に、本体 
前面にあるランプの表示を確認してください。ランプの機能と表示の内容については「八一 
ドウエア編」の71ページをご覧ください。万一、本体の異常を示す表示が確認された場合 
は、保守サービス会社に連絡して保守を化頼してください。 



を期的に本体の八ードディスクドライブ内の大切なデータをバックアップすることをお勧め 
します。最適なバックアップ用ストレージデバイスやバックアップツールについてはお買い 
求めの販売店にお問い合わせ<ださい。 

八ードウエアの構成を変更したり、巨 IOS の設をを変更したりした後は、オフライン保守ユー 
ティリティの「システム情報の管理」機能を使ってシステム情報のバックアップをとってく 
ださい （58 ページ参照)。 

RAID システムを構築しているシステムでは、 RAID システムのコンフィグレーション情報の 
バックアップをとっておいてください。また、八ードディスクドライブ故障によるリビルド 
を行った後もコンフィグレーション情報のバックアップをとっておくことをお勤めします。 
コンフィグレーション情報のバックアップについては、 EXPRESSBULDER じ格納されてい 
るオンラインドキュメントまたはボードに添付の説明書を参照してください。 
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ク ij — ニング 


装置を良い状態に保つためにを期的にクリーニングしてください。 



警告 




装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人び死こず 
る、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 自分で分解-修理-改造はしない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 


本体のクリーニング 

本体の外観のミちれは、柔らかい乾いた布でミちれを巧き取ってください。ミちれが落ちにくいと 
きは、次のような方まできれいになります。 


wO • シンナ ー 、ベンジンなどの揮発性の溶剤は使わないでください。材質の 

Ito いたみや変色の原因になります。 

• コンセント、ケーブル、本体背面のコネクタ、本体内部は絶対に水など 
でめ5さないで < ださい。 


1 . 本体の電源が日 FF ( P 日 WER ランプ消丹）になっていることを確認する。 

2. 本体の電源コードをコンセントから抜く。 

3. 電源コードの電源プラグ部分についているほこりを乾いた布でふを取る。 

4. 中性洗剤をめるま湯または水で薄めて柔らかい巧を浸し、よく絞る。 

日.ミちれた部分を手順4の巧で少し強めにこすってミちれを取る。 

6. 真水でめらしてよく絞った巧でちラー度ふく。 

7. 乾いた巧でふく。 
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キーボード/マウスのクリーニング 

キーボードは本体および周辺機器を含むシステム全体の電源が OFF ( POWER ランプ消な） 
になっていることを磕認した後、车ーボードの表面を乾いた布で巧いてください。 

マウスが正常に機能するためには、内部のマウスボールがスムーズじ回転できる状態でなけ 
ればなりません。マウスボールのミちれを防ぐためにほこりの少ない場所で使用して、を期的 
じ次の手順でクリーニングしてください。 


1 . 本体の電源が日 FF ( P 日 WER ランプ消丹）になっていることを確認する。 


2. マウスを裏返してマウスボールカ 

ノ く一を反時計回りに回して中からマ 
ウスボールを取り出す。 

3. マウスボールを乾いた柔らかい巧な 
どでふいて、ミちれを取り除く。 

ミちれがひどいときはめるま湯、また 
は水で薄めた中性洗剤を少量含ませ 
てふいてください。 

4. マウス内部にある3つのルさな□一 
ラを綿棒などでふく。。 

ミちれがひどいときはアルコールなど 
を少量含ませてふいてください。 

日.マウスボールをマウスの中に戻す。 

手順3、4でマウスボールや□ーラを 
めらした場合は、十分に乾燥させて 
からボールを入れてください。 

6. マウス ボールカバーを 元に戻して、 
時計回りに回して□ックする。 
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ディスクのクリーニング 

CD - ROM などの光ディスクにほこりがついていたり、トレーにほこりがたまっていたりする 
とデータを正しく読み取れません。次の手順に従ってを期的にトレー、ディスクのクリーニ 
ングを行います。 


1. 本体の電源が日 N ( P 日 WER ランプ点灯）になっていることを確認する。 

2. 光ディスクドライブ前面のトレーイジェクトボタンを押す。 

トレーが光ディスクドライブから化てきます。 

3. ディスクを軽く持ちながらトレーから取り出す。 

，■〇 ディスクの信号面に手び触れないようを意してください。 


4. トレー上のほこりを乾いた柔らかい布でふき取る。 

wO 光ディスクドライブのレンズをクリーニングしないでください。レンズび傷つ 
いて誤動作の原因となりまず。 

己.トレーを軽く押してトレーを光ディスクドライブに戻す。 

6. ディスクの信号面を乾いた柔らかい布でふく。 


ディスクは、中 f こ、か5外側に向けてふ 
いてください。クリーナをお使いにな 
るとをは、専用のクリーナであること 
をお確かめください。レコード用のス 
プレー、クリーナ、ベンジン、シンナー 
を使用すると、ディスクの内容び読め 
なくなったり、装置にそのディスクを 
セットした結果、故障したりするおそ 
れびありまず。 



テープドライブのクリーニング 

テープドライブのへ、ソドのミちれはファイルのバックアップの失敗やテープカートリッジの損 
傷の原因となります。を期的に専用のクリーニングテープを使ってクリーニングしてくださ 
し、クリーニングの時期やクリーニングの方法、および使用するテープカートリッジの使用 
期間や寿命についてはテープドライブに添付の説明書を参照してください。 
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システム診断 

システム診断は装置に対してを種テストを行います。 

「EXPRESSBULDER」 の 「Tool mem」 から 「Test and diagnostics」 を選択して診断して 
ください。 


システム診断の内容 


システム彰断には、次の項目があります。 

• 本体に取りがけられているメモリのチェック 

• CPU キャッシュメモリのチェック 

• システムとして使用されている八ードディスクドライブのチェック 


W-0 システム診断を行う時は、必ず本体に接続している LAN ケーブルをがしてくだ 
■to さい。接続したままシステム診断を行うと、ネットワークに影響をおよぼずお 
それびあります。 



ハードディスクドライブのチェックでは、ディスクへの書き込みは行いませ 
ん。 


システム診断の起動と終了 


システム診断には、本体に直接接続されたコンソール（羊ーボード）を使用する方法と、シ 
リアルポート経由で接続されている管理 PC のコンソールを使用する方ま（コンソールレス） 
があります。 

それぞれの起動方法は次のとおりです。 


" tO r 保守ツール」では、コンソールレスでの通信方法に LAN と COM ポートの2つ 
■to の方法を記載していますび、コンソールレスでのシステム診断では COM ポー 
卜のみを使用ずることびできます。 


1. シャットダウン処理を行った後、本体の電源を日 FF にし、電源コードをコンセント 
から抜く。 

2. 本体に接続している LAN ケーブルをすべて取り外す。 

3. 電源コードをコンセントに接続し、本体の電源を日 N にする。 

4. 「EXPRESSBUILDER」DVD を使ってシステムを起動する。 
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日.本体のコンソールを使用して起動する場合は 「Tool menu(Normal mode )」 を、 
コンソールレスで起動する場合は 「Tool menu (Redirection mode )」 を選択す 
る。 


システム(こよっては 、 Language selection メニユーが表示される場合がありま 
I チェック 1 す 。 Language selection メニユーが表示された場合は fJapaneseJ を選択し 
ます。 

6. TOOL MENU の 「Test and diagnostics 」 を選択する。 

Test and diagnostics の 「End-Use「Mode」 を選択してシステム診断を開始しま 
す。約3分で彰断は終了します。 

診断を終了するとディスプレイ装置の画面が次のような表示に変わります。 


試験タイトル 



試験タイトル 

診断ツールのを称およびバージョン情報を表示します。 


試験ウインドウタイトル 

診断状態を表示します。試験終了時には Test End と表示します。 

試験結果 

診断開始-終了 -経過時間および終了時の状態を表示します。 

ガイドライン 

ウィンドウを操作する丰一の説明を表示します。 


試験簡易ウインドウ 

診断を実行したを試験の結果を表 w します。力ーソルわで <Erite「> 羊一を押すと試 
験の詳細を表示します。 


システム診断でエラーを橫化した場合は試験簡易ウィンドウの該当する試験結果が 
赤く反転表示し、ち側の結果じ rAbnormal End」 を表示します。 

エラーを橫化した試験にカーソルを移動し<£が6「>丰一を押し、試験詳細表示に化 
力されたエラーメッセージを記録してお買い求めの販売店、または保守サービス会 
社に連絡してください。 
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7. 画面最下段の「ガイドライン」に従いく Esc > キーを押す。 

じ(下のエンドユーザーメニューを表示します。 


TeDoLi (TEst & Diagnosis On Linux) VerOOl.OO (BuildO 20901.1 .Im) 
I — Enduser Menu — ： 


cTest Result> 


<Device Lis わ 
<Log Info> 
<Option> 



Please choose a function by the arrow key and push Enter key. 


く Test Result > 

前述の診断終了時の画面を表示します。 

く D 白 vie 巨 List > 

接続されているデバイスー覧情報を表示します。 

く Log lnfo > 

試験□グを表示します。試験□グを保存することができます。試験□グを保存する 
場合は、 FAT フォーマット済みのリムーバブルメディアをセットし、く Save(F)> を 
選択してください。 

< Option > 

オプション機能が利用できます。 

く R 巨 boot > 

システムを再起動します。 

8. 上記エンドユーザーメニューでく Reboot 〉 を選択する。 

再起動し、システムが EXPRESS 巨 UILDER から起動します。 

9. EXPRESS 目 UILDER を終了し、光ディスクドライブから DVD を取り出す。 

10. 本体の電源を日 FF にし、電源コードをコンセントから抜く。 

11. 手順2.で取り外した LAN ケーブルを接続し直す。 

12. 電源コードをコンセントに接続する。 


W 上でシステム診断は終了です。 
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障害時の対処 

「故障かな？」と思ったときは、ここで説明する内容について確認してください。該当する 
ことがらがある場合は、説明に従って正しく対処してください。 


障害箇所の切り分け 


万一、障害が発生した場合は、ESMPRO/Se「ve「Manage「を使って障害の発生箇所を確認し、 
障害が八ードウエアによるものかソフトウエアによるものかを判断します。 

障害発生個所や内容の磕認ができたら、故障した部品の交換やシステム復旧などの処置を行 
います。 

障害が八ードウエア要因によるちのかソフトウエア要因によるものかを判断するには、 
[51\/1ド1^0/56「ソ6「1\/1311396「が便利です。 






サーバ/ワークステーションの 
障害発生箇所、および障害内容を確認 
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エラーメッセージ 


本体になんらかの異常が起きるとさまざまな形でエラーを通知します。ここでは、エラーメッ 
セージの種類について説明します。 

POST 中のエラーメッセージ 

本体の電源を ON にすると自動的に実行される自己診断機能 「POST」 中に何らかの異常を橫 
出)すると、ディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示します。また、エラーの内容に 
よってはビープ音でエラーが起きたことを通知します。 



次にエラーメッセージの一覧と原因、その対処方法を示します。 


W-0 保守サービス会社に連絡するときはディスプレイの表示やビープ音のパター 
ンをメモしておいてください。アラーム表示は保守を行うときに有用な情報と 
なります。 



POST のエラーメッセージー覧は本体のみのものです。マザーボードに接続さ 
れているオプションの SCSI コントローラボード、 RAID コントローラに搭載さ 
れている BIOS のエラーメッセージとそのが処方法についてはオプションに添 
付の説明書を参照してください。 
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画面に表示されるエラーメッセージ 


ディスプレイ上の エラーメ ッ セージ 

意味 

巧処方法 

0200 

Fan Lure Fixed Disk. 

八ードディスクドライブエラー。 

保守サービス会社に連絡してください。 

0210 

Stuck Key. 

キーボード接続エラー 。 

キーボードを接続し直してください。 

0211 

Keyboard error 

キーボードの異常。 

キーボードを接続し直して再起動してく 
ださい。それでも直らない場合は、保守 
サービス会社に連絡してください。 

0213 

Keyboard Locked - Un¬ 
lock key switch. 

キーボードが□ックされている。 

キースイッチの□ックを解除してくださ 
し、□ックを解除しても直らない場合 
は、保守サービス会社に連絡してくださ 
い。 

0220 

Monitor type does not 
match CMOS - Run SET¬ 
UP. 

モニタのタイプが CMOS と一致し 
ない。 

SETUP を起動してください。 SETUP で 
直らない場合は保守サービス会社に連絡 
してください。 

0230 

System RAM Failed at 
offset. 

システム RAM エラー。 

保守サービス会社に連絡してください。 

0231 

Shadow Ram Failed at 

0 千千 set. 

シャドウ RAM エラー。 

保守サービス会社に連絡してください。 

0232 

Extended RAM FaiLed 
at address Line. 

拡張 RAM エラー。 


0250 

System battery is 
dead - Replace and run 
SETUP. 

システムのバッテリがない。 

保守サービス会社に連絡してバッテリを 
交換して<ださい。（交換後、 SETUP を 
起動して設定し直して < ださい。） 

0251 

System CMOS checksum 
bad - Default config¬ 
uration used. 

システム CMOS のチェックサムが 
正しくない。 

デフォルト値が設定されました。 

SETUP を起動して、設定し直してくだ 
さい。それでも直らない場合は保守サー 
ビス会社に連絡してください。 

0252 

Password checksum bad 
- Passwords cleared. 

パスワードのチェックサムが正しく 
ない。 

パスワードがクリアされました。 

SETUP を起動して設定し直してくださ 
い。 

0260 

System timer error. 

システムタイマーエラー。 

SETUP を起動して、時刻や日付を設定 
し直してください。設定し直しても同じ 
エラーが続けて起きるときは保守サービ 
ス会社に連絡して<ださい。 

0270 

Rea L time clock er¬ 
ror - 

リアルタイムク□、ソクエラ ー。 

0271 

Check date and time 
setting. 

リアルタイムク □ 、ソクの時刻設定に 
誤りがある。 

0280 

Previous boot 
incompLete - Default 
configuration used 

前回のシステム起動時 POST が完 
了しませんでした。 

SETUP で設定し直してください。 

0281 

Memory size found by 
POST differd from 

EISA CMOS 

POST がお化したメモリサイズが 
EGA CMOS の内容と一致しません 
でした。 

EGA CMOS の初期化。 

02D0 

System cache error - 
Cache disab Led . 

システムキャッシュエラー。 

キャッシュを使用できません。保守サー 
ビス会社に連絡してください。 

02D1 

System Memory exceeds 
the CPU's caching 

Limit. 

メモリが CPU のキャッシュの限界 
を超えた。 

保守サービス会社に連絡してください。 

02F4 

EISA CMOS not write 
able. 

EGA CMOS に書き込めない。 


02F5 

DMA Test FaiLed ■ 

DMA テストエラー。 


02F6 

Software NMI FaiLed. 

ソフトウェア NMI エラー。 


02F7 

FaiL-sa 千 e Timer NMI 

FaiLed. 

フェイルタイマの NMI エラー。 


0611 

IDE configuration 
changed 

IDE の設定が変更されました。 

IDE の設定を確認してください。 

0612 

IDE configuration er¬ 
ror - device disabLed 

IDE の設定エラーです。 


0613 

Com A conTiguration 
changed 

COMA の設定が変更されました。 

COMA の設定を確認してください。 

0614 

Com A config.error - 
device disabled 

COM A の設定エラーでず。 


0615 

Com B con 千 iguration 
changed 

COM B の設定が変更されました。 

COMB の設定を確認してください。 

0616 

Com B config.error - 
device disabled 

COM B の設定エラーでず。 


0B22 

Processors are in- 
sta L Led out of order. 

CPU の故障。 

保守サービス会社に保守を化頼して 

CPU を交換してください。 
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

巧処方法 

0B28 

Unsupported CPU de¬ 
tected on CPU Socket 

1. 

CPU #1 ソヶットにサポートしてい 
ない CPU が搭載されている。 

保守サービス会社に連絡して保守を依頼 
してください。 

0B29 

Unsupported CPU de¬ 
tected on CPU Socket 

2. 

CPU #2ソヶットにサポートしてい 
ない CPU が搭載されている。 


0B42 

Resource Con 千し ict 

リソースが競合しています。 

保守サービス会社に連絡してください。 

0B43 

Warning: IRQ not con- 
T 1 gured 

IRQ が設定されていません。 


0B45 

System Configuration 
Data Write Error 

システム設定値の読み込みができま 
せん。 


0B60 

CPU し DIMM1 has been 
disabled 

メモリエラーを検出した。 

CPU 1 DIMM 1 が縮退している。 

保守サービス会社に連絡してください。 

0B61 

CPU し DIMM2 has been 
disabled 

メモリエラーを検出した。 

CPU 1 DIMM 2 が縮退している。 


0B62 

CPU し DIMM3 has been 
disabled 

メモリエラーを検出した。 

CPU 1 DIMM 3 が縮退している。 


0B63 

CPU1_DIMM4 has been 
disabled 

メモリエラーを検出した。 

CPU 1 DIMM 4 が縮退している。 


0B66 

CPU2_DIMM1 has been 
disabled 

メモリエラーを検出した。 

CPU 2 DIMM 1 が縮退している。 


0B67 

CPU2_DIMM2 has been 
disabled 

メモリエラーをお化した。 

CPU 2 DIMM 2 が縮退している。 


0B68 

CPU2_DIMM3 has been 
disabled 

メモリエラーを検出した。 

CPU 2 DIMM 3 が縮退している。 


0B69 

CPU2_DIMM4 has been 
disabled 

メモリエラーをお化した。 

CPU 2 DIMM 4 が縮退している。 


0B6F 

DIMM with error is en¬ 
abled. 

メモリエラーをお化した。 


0B70 

The error occurred 
during temperature 
sensor reading. 

温度センサの読み出し中にエラーを 
お化した。 


0B71 

System Temperature 
out of the range. 

温度異常をお化した。 

ファンの故障、またはファンの目詰まり 
が考えられます。保守サービス会社に連 
絡して保守を化頼して<ださい。 

0B74 

The error occurred 
during voltage sensor 
reading. 

電圧センサの読み出し中にエラーを 
お化した。 

保守サービス会社に連絡して<ださい。 

0B75 

System voltage out of 
the range. 

システムの電圧に異常をお化した。 


0B80 

BMC Memory Test 

FaiLed. 

BMC デバイス（チップ）のエラー。 

一度電源を OFF にして、起動し直して 
<ださい。それでも直らない場合は保守 
サービス会社に連絡してください。 

0B81 

BMC Firmwa re Code 

Area CRC check 
f aiLed. 


0B82 

BMC core Hardware 
f a i Lure . 



0B83 

BMC IBF or OBF check 
f aiLed. 

BMC のアドレスへのアクセスに失 
敗した。 


0B8A 

BMC SEL area fuL L. 

システムイベント□グを書き込める 
容量がない。 

SETUP を起動して、 「 Server 」 メニュ ー 
の 「 Event Log Configuration 」で 、「 Clear 

All Error Logs 」 を選び、 < Enter > キーを 
押して□グを消去して < ださい。 

0B8B 

BMC progress check 
ti meout. 

BMC チェックを一時中断した。 

一度電源を OFF にして、起動し直して 
<ださい。それでも直らない場合は保守 
サービス会社し連絡してください。 

0B8C 

BMC command access 
f aiLed. 

BMC コマンドアクセスに失敗し 
た。 

0B8D 

Cou Ld not red i rect 
the console - BMC 

Busy - 

コンソールリダイレクトができな 
い旧 MC ビジー)。 


0B8E 

Cou Ld not redirect 
the console - BMC 

Error - 

コンソールリダイレクトができな 
い旧 MC エラー)。 

一度電源を OFF にして、起動し直して 
<ださい。それでも直らない場合は保守 
サービス会社に連絡してください。 

0B8F 

Cou Ld not red i rect 
the console - BMC 
Parameter Error - 

コンソールリダイレクトができな 
い旧 MC パラメータエラー)。 
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ディスプレイ上の エラーメツセー ジ 

意味 

巧処方法 

0B90 

BMC Platform Infor¬ 
mation Area corrupt¬ 
ed . 

BMC デバイス（チップ）エラー。 

一度電源を OFF にして、起動し直して 
<ださい。それでも直らない場合は保 
守サービス会社に連絡してください。 

0B91 

BMC update firmware 
corrupted. 



0B92 

Internal Use Area of 
BMC FRU corrupted. 

Chassis 情報を格納した SROM 
の故障。 

致命的な障害ではありませんが、一度 
電源を OFF にして、起動し直してくだ 
さい。それでも直らない場合は保守 
サービス会社に連絡してください。 

0B93 

BMC SDR Repository 
empty. 

BMC デバイス（チップ）エラー。 

一度電源を OFF にして、起動し直して 
<ださい 。それでも直らない場合は保 
守サービス会社に連絡してください。 

0B94 

IPMB signal Lines do 
not respond. 

SMC (Sattelite Management 
Controller ) の故障。 

致命的な障害ではありませんが、一度 
電源を OFF にして、起動し直してくだ 
さい。それでも直らない場合は保守 
サービス会社に連絡してください。 

0B95 

BMC FRU device faiL- 

ure - 

Chassis 情報を格納した SROM 
の故障。 

致命的な障害ではありませんが、一度 
電源を OFF にして、起動し直してくだ 
さい。それでも直らない場合は保守 
サービス会社に連絡してください。 

0B96 

BMC SDR Repository 
千 a i Lure. 

センサデータレコード情報を格納 
した SROM の故障。 

一度電源を OFF にして、起動し直して 
<ださい。それでも直らない場合は保 
守サービス会社し連絡してください。 

0B97 

BMC SEL device faiL- 

ure - 

BMC デバイス（チップ）の故障。 

0B98 

BMC RAM test error. 

BMC RAM のエラー。 


0B99 

BMC Fatal hardware 

error - 

BMC のエラー 。 


0B9A 

BMC not responding. 

BMC のエラー。 

RMC のファームウエアをアップ □- 
ドしてください。それでも直らない場 
合は保守サービス会社に連絡して<だ 
さい。 

0B9B 

Private 12C bus not 
responding. 

プライベートに C バスより無応 
答。 

一度電源を OFF にして、起動し直して 
<ださい。それでも直らない場合は保 
守サービス会社に連絡してください。 

0B9C 

BMC internal excep¬ 
tion. 

BMC のエラー。 

0B9D 

BMC A/D timeout er¬ 
ror - 

BMC のエラー。 


0B9E 

SDR repository cor¬ 
rupt. 

BMC のエラーまたは SDR の 
データの破損。 


0B9F 

SEL corrupt. 

BMC のエラーまたはシステムイ 
ベント□グのデータの破損。 


OBBO 

SMBIOS - SROM data 
read error . 

SROM のデータリードエラー。 

保守サービス会社に連絡してくださ 
い。 

0BB1 

SMBIOS - SROM data 
checksum bad. 

SROM のデータチェックサムエ 
ラー。 


0BD1 

1st SMBus device Er¬ 
ror detected. 

SMBus に接続されているデバイス 
にアクセスができない。 

保守サービス会社に連絡してください。 

0BD4 

2nd SMBus device Er¬ 
ror detected. 



0BD7 

3rd SMBus device Er¬ 
ror detected. 



OBDA 

4 th SMBus device Er¬ 
ror detected. 



OBDD 

5 th SMBus device Er¬ 
ror detected. 



OBEO 

6th SMBus device Er¬ 
ror detected. 



8068 

Unsupported Processor 
Speed detected on CPU 
Slot 1 

未サポートのク □、ソ クスピードの 
CPU 搭載をお化した。 

保守サービス会社に連絡して保守を依頼 
してください。 

8069 

Unsupported Processor 
Speed detected on CPU 
Slot 2 



8150 

NVRAM Cleared By 

Jumper 

ジャンパによって CMOS がクリア 
されました。 

SETUP で設定し直してください。 

8151 

Password Cleared By 
Jumper 

ジャンパによってパスワードがクリ 
アされました。 

SETUP でパスワードを再設定してくだ 
さし、 
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

巧処方法 

8160 Mismatch Processor 

Type/Speed detected 
on Processor 1. 

CPU #1 のタイプもしくは周波数が 
合っていません。 

保守サービス会社に連絡してください。 

8161 Mismatch Processor 

Type/Speed detected 
on Processor 2. 

CPU #2 のタイプもしくは周波数が 
合っていません。 

Expansion ROM not 
initiaLized - PCI 
Mass Storage Con- 
troLLer in sLot xx 

オプション ROM の展開領域が不 
足。 

SCSI コント □ ーラで、 OS がインストー 
ルされている八ードディスクドライブを 
接続しない場合はそのボードの ROM 展 
開を無効にしてください。 

「システム BIOS のセットアップ 
(SETUP) 」 の 「PCI Configuration サ 
ブメニュー」 （144 ページ）を参照して 
ください。 

H/W Configuration 
of BMC is corrupt¬ 
ed . 

!!Update BMC F/W 

ConT 1 gu ra tion by 
configuration 
tooL ! ! 

!!Refer to BMC 
configuration man- 
ua L ! ! 

RAS 機能の設定が行われていませ 

保守サービス会社に連絡してください。 

Memory Sc ramb L e 
mode disa b L ed 

メモリの Scramble 設定がエラーで 
ず。 

Memory/battery 
probLems were de¬ 
tected. 

The adapter has re¬ 
cove red, but cached 
data was Lost. 

Press any key to 
continue, or ' C ' to 
Load the conn gu ra¬ 
ti on u t i L i t y . 

RAID コント□-ラ上のメモリまた 
はバッテリのエラーによって、 
キャッシュデータが □ ストした。 


Firmwa re version 
inconsistency was 
detected . 

The adapter has re¬ 
cove red, but cached 
data was Lost. 

Press any key to 
continue, or ' C ' to 
Load the conn gu ra¬ 
ti on u t i L i t y . 

ファームウェアバージョンの不整合 
により、キャッシュデータを□スト 
した。 


Foreign configu ra¬ 
ti on ( s ) found on 
adapter 

Press any key to 
continue, or ' C ' to 
Load the conrigu ra¬ 
ti on u t i L i t y . 

RAID コント□ーラ上にないコン 
フィグレーションをお化した。 

C キーを押してユーティリティを起動 
し、インポートずるか、クリアしてくだ 
さい。 

Previous conrigu ra¬ 
ti on cLeared or 
missing 

Importing configu¬ 
ration created on 
MM/DD hh:mm 

Press any key to 
continue, or ' C ' to 
Load the conrigu ra¬ 
ti on u t i L i t y . 

コンフィグレーションがクリアされ 
たか見つからないため、 MM/DD 
hh:mm のコンフィグレーションを 
インポートした。 

保守サービス会社に連絡してください。 
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ディスプレイ上のエラーメツセージ 

意味 

巧処方法 

An enc L 〇 s u r e was 

同ーエンク□ージャに SAS ドライ 

RAID コント□ーラの故障の可能性があ 

found that contains 

ブと SATA ドライブが混在されて 

ります。保守サービス会社に連絡し 

both SAS and SATA 
drives, but this 
controLLer does not 
aLLow mixed drive 
types in a single 
enclosure. PLease 
correct the probLem 
then restart your 
system. 

Press any key to 
continue, or ' C ' to 
Load the conrigu ra¬ 
ti on utiLity. 

いる。 

RAID コント □ ーラを交換してください。 

SAS drives were de- 

SAS ドライブをサポートしていな 

RAID コント□ーラの故障の可能性があ 

tected, but this 

い。 

りまず。保守サービス会社に連絡し 

controLLer does not 
support SAS drives. 
PLease remove the 

SAS drives then re¬ 
start your system. 
Press any key to 
continue, or ' C ' to 
Load the conrigu ra¬ 
ti on utiLity. 


RAID コント □- ラを交換してください。 

SATA drives were 

SATA ドライブをサポートしてい 

RAID コント□ーラの故障の可能性があ 

detected, but this 

ない。 

りまず。保守サービス会社に連絡し 

controLLer does not 
support SATA 
drives. 

PLease remove the 
SATA drives then 
restart your sys¬ 
tem. 

Press any key to 
continue, or ' C ' to 
Load the conrigu ra¬ 
ti on utiLity. 


RAID コント □ ーラを交換してください。 

Invalid SAS topolo¬ 

SAS インタフェース上で不正な通 

ケーブルの接続状態を確認して<ださ 

gy detected . 

信処理がお化された。 

し、それでも改善しない場合は、保守 

PLease check your 
cable conr 1 gyra¬ 
tions, 

repair the probLem, 
and resta rt your 
system. 


サービス会社に連絡してください。 

The battery ha rd- 

バッテリが未接続、またはバッテリ 

【バッテリ未使巧時】 

wa re is missing or 

が認識できない。 

『 D 』 キーを押して本メッセージを非表示 

maLfunctioning, or 
the battery is un- 


にしてください。 

p Lugged, or the 


【バッテリ使用時】 

battery couLd be 


バッテリの接続状態を確認して < ださ 

f u L Ly discha rged . 


し、それでも改善しない場合は保守サー 

If you continue to 
boot the system, 
the battery-backed 
cache wiL L not 
function. 

If battery is con¬ 
nected and has been 
a L Lowed to charge 
for 30 minutes and 
this message con- 
tinues to appea r, 
then contact tech¬ 
nical support for 
assistance. 

Press 1D1 to dis¬ 
able this warning 
(if your controLLer 
does not have a 
battery). 


ビス会社に連絡してください。 











運用•保守編 225 


ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

巧処方法 

Your VDs that are 

バッテリが充電不十分、未接続、あ 

【バッテリ未使用時】 

conT 1 gu red for 

るいは故障により VDxx をライトス 

本メッセージを無視してください。 

write-back are tern- 

ルーモードに変更した。 


porariLy running in 

XX : 該当する VD の番号 

【バッテリ使用時】 

write-through mode. 


WebBIOS あるいは Universal RAID 

This is caused by 


Utility を起動し、バッテリが認識されて 

the battery being 


いるかどうか確認してください。 

charged, missing. 


♦バッテリが認識されていない場合 

or bad. 


一 - バッテリの接続状態を確認。 

PLease a L Low bat- 


-充電量が低すぎる可能性があるた 

tery to charge for 


め、24時間 U 上システムを再起動 

24 hours before 


せずに通雲し、バッテリを充電。 

evaluating battery 


♦バッテリが認識できている場合 

for repLacement. 


一 • 9 時間 U 上システムを再起動せずに 

The foLLowing VDs 


通雲しバッテリを充電。 

are affected SFXX 


上記でも改善されない場合は、保守サー 

Press any key to 
continue. 


ビス会社に連絡して < ださい。 

Invalid SAS Address 
present in MFC da- 
ta. PLease program 
valid SAS Address, 
and restart your 
system. 

不正な SAS アドレスをお化した。 

保守サービス会社に連絡してください。 

Some conT 1 gu red 

接続されていたい<つかの物理デバ 

ケーブル、物理デバイスの接続状態を確 

disks have been re¬ 

イス、あるいは全ての物理デバイス 

認して < ださい。それでも改善しない場 

moved from your 

が認識できない。 

合は保守サービス会社に連絡して<ださ 

system, or are no 
Longer accessi- 
b L e. PLease check 
your cables and 
also ensure all 
disks are present . 
Press any key to 
continue, or ' C ' to 
Load the conn gu ra¬ 


い。 

ti on u t i L i t y . 



The foLLowing VDs 
have missing disks: 



XX 

If you proceed (or 
Load the conrigu ra¬ 
ti on u t i L i t y), 
these VDs wiL L be 
marked OFFLINE and 
wiLL be inaccessi- 
bLe. 

PLease check your 
cables and ensure 
a L L disks are 



present . 

Press any key to 
continue, or ' C ' to 
Load the conrigu ra¬ 



ti on u t i L i t y . 












226 障害時の対処 


ディスプレイ上のエラーメツセージ 

意味 

巧処方法 

The foLLowing V Ds 
are missing: xx 

If you proceed (or 
Load the configu ra¬ 
ti on u t i L i t y), 
these VDs wiL L be 
removed from your 
conT 1 gu ra tion. If 

you wish to use 
them at a Later 
time, they wiLL 
have to be import- 
ed. If you believe 
these VDs should be 
present, p Lease 
power off your sys¬ 
tem and check your 
cables to ensure 
a L L disks are 
present. 

Press any key to 
continue, or ' C ' to 
Load the conrigu ra¬ 
ti on utiLity. 

接続されていたいくつかの物理デバ 
イス、あるいは全ての物理デバイス 
が認識できない。 

ケーブル、物理デバイスの接続状態をお 
認して < ださい。それでも改善しない場 
合は保守サービス会社に連絡して<ださ 
い。 

ALL of the disks 
from your previous 
conT 1 gu ra tion are 
gone. If this is an 
unexpected message, 
then please power 
off your system and 
check your cables 
to ensure all disks 
are present . 

Press any key to 
continue, or 'C' to 
Load the conrigu ra¬ 
ti on u t i L i t y . 

The cache contains 
dirty data, but 
some VDs are miss- 
ing or wiLL go of¬ 
fline, so the 
cached data can not 
be written to disk. 

If this is an unex¬ 
pected error, 
then pLease power 
off your system and 
check your cables 
to ensure a L L disks 
are present . If 
you continue, the 
data in cache wiLL 
be permanent Ly dis¬ 
carded. 

Press 'X' to ac¬ 
knowledge and per¬ 
manent Ly dest roy 
the cached data. 

VD が認識できないか、またはオフ 
ラインであるため、キャッシュデー 
夕を物理デバイスに書き込めない。 

ケーブル、物理デバイス、アップグレー 
ドキットの接続状態を確認して < ださ 
し、それでも改善しない場合は保守サー 
ビス会社に連絡して < ださい。 

《 『 X 』 キーを押ずとキャッシュデータ 
は □ ストします。 

InvaLid memory con¬ 
figuration detect¬ 
ed .PLease contact 
your system sup¬ 
port. 

System has halted. 

RAID コント□ーラ上のメモリの構 
成が不正でず。 

保守サービス会社に連絡し RAID コント 
□ ーラを交換してください。 

RAID Adapter 

FW FaiLed Va Lida- 
tion! ! ! 

Adapter needs to be 
ref Lashed. 

Press any key to 
continue. 

RAID コント□ーラ上のファーム 
ウェアが異常です。 

保守サービス会社に連絡し RAID コント 
□ ーラを交換してください。 











運用•保守編 227 


ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

巧処方法 

Cache data was Lost 

書き込み中の予期せめ電源 OFF か 

【バッテリ未使用時】 

due to an unexpect- 

リブートにより、キャッシュデータ 

WebBIOS あるいは Universal RAID 

ed power-off or re- 

が □ ストした。 

Utility からキャッシュモードを確認し、 

boot during a write 


強制ライトバックとなっている場合は通 

operation, but the 


常ライトバック、またはライトスルーに 

adapter has recov¬ 
ered. This couLd be 


設定してください。 

due to memory prob- 


【バッテリ使用時】 

Lems, bad battery. 


バッテリの接続状態を確認して < ださ 

or you may not have 
a battery in- 


い。 

s t a L L ed . 


それでも改善しない場合は保守サービス 

Press any key to 


会社に連絡し RAID コント□ーラおよび 

continue or ' C ' to 
Load the conn gu ra¬ 
ti on utiLity. 


バッテリを交換してください。 

Entering the con- 

コンフイグレーシヨンユーテイリ 

物理デバイスの接続状態を確認して < だ 

figuration utiLity 

ティ ( WebBIOS ) を起動すると、 

さい。それでも改善しない場合は、保守 

in this state wiLL 

RAID コント□ーラ上の構成が変更 

サービス会社に連絡し、 RAID コント 

result in drive 
conT 1 gu ra tion 
changes . Press 'Y' 
to continue Loading 
the configuration 
UtiLity or please 
power off your sys¬ 
tem and check your 
cables to ensure 
a L L disks are 
present and reboot. 

される。 

□ ーラを交換してください。 

MuLtibit ECC errors 

RAID コント□ーラ上のメモリでマ 

保守サービス会社に連絡し RAID コント 

were detected on 

ルチビ、ソト ECC エラーを検出し 

□ ーラを交換してください。 

the controLLer. 

DIMM on the con¬ 
troLLer needs r e- 
p La cement. If you 
continue, data cor¬ 
rupt ion can occur. 
Press IXI to con¬ 
tinue or else power 
off the system and 
rep Lace the DIMM 
modu L e and reboot . 

If you have re- 
pLaced the DIMM 
p Lease press 'X' to 
continue. 

た。 


MuLtipLe SingLe-bit 

RAID コント□ーラ上のメモリでシ 

保守サービス会社に連絡し RAID コント 

ECC errors were de¬ 

ングルビ、ソト ECC エラーをお化し 

□ ーラを巧換してください。 

tected during the 
previous boot of 
the controLLer. 

DIMM on the con¬ 
troLLer needs r e- 
p La cement. 

If you continue, 
data corruption can 
occur. 

Press IX1 to con¬ 
tinue or else power 
off the system and 
rep Lace the DIMM 
modu L e and reboot . 

If you have re- 
placed the DIMM 
please press 'X' to 
continue. 

た。 
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ディスプレイ上の エラーメツセー ジ 

意味 

巧処方法 

SingLe-bit overt Low 
ECC errors were de¬ 
tected during the 
previous boot of 
the controLLer. 

DIMM on the con¬ 
troLLer needs re- 
p La cement. 

If you continue, 
data corruption can 
occur. 

Press 1X1 to con¬ 
tinue or else power 
off the system and 
rep Lace the DIMM 
modu L e and reboot. 

If you have re- 
placed the DIMM 
p Lease press 'X' to 
continue. 

RAID コント□ーラ上のメモリでシ 
ングルビット ECC エラーを多数お 
んしに0 

保守サービス会社に連絡し RAID コント 
□ーラを交換してください。 


ビープ 音による エラー 通知 

POST 中にエラーを橫化しても、ディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示できない 
場合があります。この場合は、一連のビープ音でエラーが発生したことを通知します。エラー 
はビープ音のいくつかの音の組み合わせでその内容を通知します。 

たとえば、ビープ音が1回、連続して3回、1回、1回の組み合わせで鳴った（ビープコード： 1- 
3-1-1) ときは DRAM リフレッシュテストエラーが起きたことを示します。 

次にビープコードとその意□ホ、対処方法を示します。 


ビープコード 

意味 

巧処方法 

3-3-( 繰り返し） 

ROM チェックサムエラー 

保守サービス会社に連絡してマザーボード 
を交換して < ださい。 

1 -2-2-3 

ROM チェックサムエラー 

1-3-1-1 

DRAM リフレッシュテストエラー 

DIMM の取りがけ状態を確認してください。 
それでも直らない場合は保守サービス会社 
に連絡して DIMM またはマザーボードを巧 
換してください。 

1-3-1-3 

キーボードコント□ーラテストエラー 

キーボードを接続し直して<ださい。それ 
でも直らない場合は保守サービス会せに連 
絡してマザーボードを巧換してください。 

1 -3-3-1 

メモリを検出できない 

メモリの容量チェック中のエラー 

DIMM の取り付け状態を確認してください。 
それでも直らない場合は保守サービス会社 
に連絡して DIMM 、 またはマザーボードを 
巧換してください。 

1 -3-4-1 

DRAM アドレスエラー 

1 -3-4-3 

DRAM テスト Low Byte エラー 

1-4-1-1 

DRAM テスト High Byte エラー 

1-5-1-1 

CPU の起動エラー 

保守サービス会社に連絡してマザーボード 
を交換してください。 

1 -5-2-1 

CPU が搭載されていない 

保守サービス会社に連絡して CPU またはマ 
ザーボードを交換して<ださい。 

2-1-2-3 

BIOS ROM コピーライトテストエラー 

保守サービス会社に連絡してマザーボード 
を交換して < ださい。 

2-2-3- 1 

不正割り込みテストエラー 

1-2 

オプション ROM 初期化エラー 

SETUP の設定を確認してください。 

また、増設した PCI ボードのオプション 

ROM の展開が表示されない場合は 、 PCI 
ボードの取りがけ状態を確認して<ださい。 
それでも直らない場合は保守サービス会社に 
連絡して、増設した PCI ボード、またはマ 
ザーボードを交換して<ださい。 
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仮想 LCD 上の エラーメッセージ 

EXPRESSSCOPE エンジン2 (BMC) Web ブラウザ画面上で、仮想 LCD のエラーメッセージ 
を磕認できます。上段と下段それぞれのエラーメッセージの一覧と障害内容、その対処方法を 
W します。 



LCD 上段表示 
BIOS メッセージ 


LCD 下段表示 
BMC メッセージ 


• LCD 上段表示メッセージ 


LCD 上段表示 
BIOS メッセージ 

障害内容 

巧処方法 

XX BIOS Rev XXXX 

POST 実行中の表示でず 

POST が完了ずるまでお待ちください。 

Prepare To Boot 

POST が完了すると表示されます。正常 
に動作していまず。 

Bo 饥が完了するまでお待ち < ださい。 

Mem Reconfigured 

メモリが縮退した状態で動作していまず。 

保守サービス会社に連絡してください。 

Mem Err Disable 

メモリ訂正巧能エラーが多発しています。 

CPU Reconfigured 

CPU が縮退した状態で動作しています。 

Memory C-Err XX 

メモリの回復可能エラーが発生していま 
す。 

Memory U-Err XX 

メモリの回復不能エラーが発生しました。 

PCI Bus SERR XX 

PCI バスの SERR が発生しました。 

PCI Bus PERR XX 

PCI バスの PERR が発生しました。 

Chipset Err XXXX 

Chipset のエラーが発生しました。 
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• LCD 下段表示 メッセージ 


LCD 下段表示 

BMC メッセージ 

障害内容 

巧処方法 

Proc Vccp Aim XX 

電圧異常をお出。 

XX が日9の場合上限異常を示す。 

XX が02の場合下限異常を示ず。 

XX が日7の場合上限警告を示す。 

XX が00の場合下限警告を示ず。 

保守サービス会社に連絡してください。 

己己 +1.2 V Aim XX 

BB +1.5 V Aim XX 

BB +1.8 V Aim XX 

BB +3.3 v Aim XX 

己己 +3.3 vsAlm XX 

己己 +5.0 v Aim XX 

己己 +5 vsAlm XX 

BB +12 V Aim XX 

VBAT Aim XX 

BB Temp 2 Aim 00 

装置内の温度警告 （ 低温）をお出した。 

ファンの故障またはファンの目詰まりが考え 
られます。保守サービス会社に連絡して保守 
を依頼してください。 

BB Temp 2 Aim 02 

装置内の温度異常 （ 低温）をお出した。 

己己 Temp 2 Aim 07 

装置内の温度警告 （ 高温）をお出した。 

己己 Temp 2 Aim 09 

装置内の温度異常 （ 高温）をお出した。 

Proc Temp Aim 00 

CPU の内部温度警告（低温）をお化した。 

Proc Temp Aim 02 

CPU の内部温度異常（低温）をお化した。 

Proc Temp Aim 07 

CPU の内部温度警告（高温）をお化した。 

Proc Temp Aim 09 

CPU の内部温度異常 （ 高温）をお化した。 

Proc Therm % 07 

CPU の内部温度警告 （ 高温）をお化した。 

Proc Therm % 09 

CPU の内部温度異常（高温）をお化した。 

DUMP Request ! 

ダンプボタンが押された。 

メモリダンプが採取し終わるまでお待ち < だ 
さぃ。 

OS shutdown Aim 

0 S の STOP エラーが発生した。 

画面に表示されたメッセージを記録し、メモ 
リダンプが採取し終わるまでお待ちになった 
後、保守サービス会社に連絡し保守を依頼し 
てください。 

Power On Cnt Aim 

電源異常が発生した。 

保守サービス会社に連絡し保守を化頼して < 
ださい。 

240 VA Power Down 

Proc Missing 

CPU が実装されていない。 

保守サービス会社に連絡し、 CPU またはマ 
ザーボードを交換してください。 

Proc T-Trip 

CPU 1 の温度異常により強制電源 OFF を 
行った。 

保守サービス会社に連絡してください。 

Processor ERR 

CPU 1 の内部エラー ( IERR ) が発生した。 

SMI timeout 

システム管理割り込み処理中にタイムア 
ウトが発生した。 

WDT timeout 

ウォッチドックタイマタイムアウトが発 
生した。 

SF 3 Alarm 

ファンアラームをお化した。 

ファンの故障またはファンの目詰まりが考え 
られまず。保守サービス会社に連絡して保守 
を化頼してください。 

SF 4 Alarm 

SF 5 Alarm 

SF 6 Alarm 

SF 7 Alarm 

SF 8 Alarm 

SF 9 Alarm 

SF 10 Alarm 

SF 11 Alarm 

SF 12 Alarm 

HDD Fault 

八ードディスクドライブの異常をお化し 
た。 

1 . 異常が発生している八ードディスクドライ 
ブの取り付け状態を確認して < ださい。 

2. ディスクアレイを構成している場合、 

RAID レベルによっては1台の八ードディ 
スクドライブが故障しても運用を続けるこ 
とができまずが、早急にディスクを交換し 
て、再構築（リビルド）を行ってくださ 
い。 

3 . 問題が解ましない場合は、保守サービス会 
社へ連絡してください。 
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Windows のエラーメッセージ 

Windows Server 2003の起動後に致命的なエラー (STOP エラーやシステムエラー)が起き 
るとディスプレイ装置の画面がブルーに変わり、エラーに関する詳細なメッセージが表示され 
ます。 


*** STOP: OxOOOOOOOA (0x00000074, 0x00000002, 0x00000001, 0x80108E7A) 

IRQL NOT LESS OR EQUAL*** Address 80108 E7A has base at 8010000 ntoskrnL.exe 


画面に表示されたメッセージを記録して保守サービス会社に連絡してください。 

また、このエラーが起きると自動的にメモリダンプを実行し任意のディレクトリにメモリダン 
プのデータを保存します （r メモリダンプ（デバッグ情報）の設を」 (Windows Server 2003 
は44ページを参照））。のちほど保守サービス会社の保守員からこのデータを提供していただ 
くよう依頼される場合があります。 MO や DAT などのメディアにファイルをコピーしての保守 
員に渡せるよう準備しておいてください。 


W"0 STOP エラーやシステムエラーが発生しシステムを再起動したとき、仮想メモ 
U び不足していることを示すメッセージび表示されることびありますが、その 
まま起動してください。 


このファイルをメディア(こコピーする前(こ、イベントビューアを起動して、シ 
巨!^ ステムイベント□グで Save Dump のイベント□グが記録され、メモリダンプ 
が保存されたことを確認して < ださい。 


このほかにもディスクやネットワーク、プリンタなど内蔵デバイスや周辺機器にエラーが起き 
た場合にも警告メッセージが表示されます。メッセージを記録して保守サービス会社に連絡し 
てください。 
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ヴーバ管理アプリケーションか5のエラーメッセージ 

ESMPRO / ServerAgent や ESMPRO / ServerManager、Universal RAID Utility などの管理ツー 
ルを本装置や管理 PC へインス トールしておくと、何らかの障害が起きたときに管理 PC や本体 
に接続しているディスプレイ装置から障害の内容を知ることができます。 

各種アプリケーションのインス I -ールや運用方まについてはソフトウエア編、またはオンライ 
ンド车ュメントを参照してください。 

ESMPRO を使ったシステム構築やを種設をの詳細についてはオンラインヘルプで詳しく説明 
されています。 
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思うように動作しない場合は修理に化す前に次のチェックリストの内容に従って本装置を 
チェックしてください。リストにある症状に当てはまる項目があるときは、その後の確認、 
処理に従ってください。 

それでも正常に動作しない場合は、ディスプレイ装置の画面に表示されたメッセージを記録し 
てから、保守サービス会社に連絡してください。 


本体について 

[?] 電源び ON にな5なし、 

n 電源が本体に正しく供給されていますか？ 

- 電源コードが本体の電源規格に合ったコンセント（または UPS ) に接続され 
ていることを磕認してください。 

一本体に添付の電源コードを使用してください。また、電源コードの被覆が破 
れていたり、プラグ部分が巧れていたりしていないことを確認してください。 

一接続したコンセントのブレーカが ON になっていることを確認してください。 

一 UPS じ接続している場合は、 UPS の電源が ON になっていること、および UPS 
から電力が化力されていることを確認してください。詳しくは UPS じ添付の 
説明書を参照してください。 

また、目 IOS セットアップユーティリティで UPS との電源連動機能の設ちがで 
きます。 

n POWER スイ、ソチを押しましたか？ 

一本体前面にある POWER スイ、ソチを押して電源を ON ( POWER ランプ点灯）に 
してください。 

[?1 電源び OFF にならなし、 

n POWER スイ、ソチ巧止機能を有効にしていませんか？ 

一いったんシステムを再起動して、巨 IOS セットアップユーティリティを起動し 
てください。 

く確認するメニュ ー：「 Security 」 一 「Power Switch Inhibit 」 一 「 Enabled 」 > 

[?] POST び終わ！5ない 


n メモリが正しく搭載されていますか？ 

ー メモリ実装位置をご確認<ださい （1 02ページ参照)。 

n 大容量のメモリを搭載していますか？ 

- 搭載しているメモリサイズによってはメモリチェックで時間がかかる場合が 
あります。しばらくお待ちください。 
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n システムの起動直後に羊ーボードやマウスを操作していませんか？ 

- 起動直後に羊ーボードやマウスを操作ずると、 POST は誤って羊ーボードコン 
卜□ーラの異常を橫化し、処理を停止してしまうことがあります。そのとき 
はもう一度、起動し直してください。また、再起動直後は、 BIOS の起動メッ 
セージなどが表示されるまで车ーボードやマウスを使って操作しないようを 
意してください。 

n 本装置で使用できるメモリ • PCI デバイスを搭載していますか？ 

一弊社が指をする機器 W 外は動作の保証はできません。 


[?1 システムの起動に時間びかかる-システムび起動しない 


n オプションボードの ROM 展開やネットワークブート （ PXE ブート）を有効にして 
いませんか？ 


一 SAS コント□ーラで、 0 S がインストールされている八ードディスクドライブ 
を接続しない場合はそのボードの ROM 展開を無効にしてください。また、才 
プションのネットワークインタフェースカード ( NIC ) を介したネットワーク 
ブート （ PXE ブート）をしない場合も N にに搭載している ROM の展開を無効 
にすることにより、メモリの消費を防ぎ、起動時闇を短縮させることができ 
On 9 〇 

く確認するメニュ ー：「 Advanced 」 一 「PCI Configuration 」 一名'種コント 
□ーラのサブメニュー> 

0 S がインストールされている八ードディスクドライブを接続しない場合はそ 
のボードの ROM 展開を「口 sabled 」 にしてください。展開領域が不足する巧 
能性があります。 

[?1 内蔵デバイスや外付けデバイスにアクセスできない（または正しく動作しなし、) 

n ケーブルは正しく接続されていますか？ 

-インタフェースケーブルや電源ケーブル（コード）が確実に接続されている 
ことを磕認してください。また接続順唐が正しいかどうか確認してください。 

n 電源 ON の順番を間違っていませんか？ 

一外付けデバイスを接続している場合は、外付けデバイス、本体の順に電源を 
ON にします。 

n ドライバをインストールしていますか？ 

一 接続したオプションのデバイスによっては専用のデバイスドライバが必要な 
ものがあります。デバイスに添付の説明書を参照してドライバをインストー 
ルしてください。 

n オプションボードの設をを間違えていませんか？ 

一 PCI デバイスについては通常、特に設をを変更する必要はありませんが、ボー 
ドによっては特別な設をが必要なものもあります。詳しくはボードに添付の 
説明書を参照して正し < 設をしてください。 

ーシリアルポートやパラレルポート、 USB ポートに接続しているデバイスにつ 
いては、 I / O ポートアドレスや動作モードの設をが必要なものもあります。デ 
バイスに添付の説明書を参照して正し<設をして<ださい。 
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[?] キーボードやマウスが正しく機能しなし、 

n ケーブルは正しく接続されていますか？ 

一本体背面や前面にあるコネクタに正しく接続されていることを確認してくだ 
さい。 

一本体の電源が ON じなっている間に接続すると正しく機能しません （ USB デバ 
イスを除く）。いったん本体の電源を OFF じしてから正しく接続してください。 

n 目 IOS の設をを間違えていませんか？ 

-> 目 IOS セットアップユーティリティで羊ーボードの機能を変更することができ 
ます。目 IOS セットアップユーティリティで設をを確認してください。 

ードライバをインストールしていますか？ 

一使用している 0 S に添付のマニュアルを参照して车ーボードやマウスのドライ 
バがインス I -ールされていることを確認してください（これらは 0 S のインス 
I -ールの際に標準でインス!'''ールされます)。また、 0 S によっては车ーボード 
やマウスの設をを変更できる場合があります。使用している 0 S に添付の説明 
書を参照して正しく設をされているかどうか磕認してください。 

[?] DVD/CD-ROM にアクセスできない-正しく再生できない 

n 光ディスクドライブのトレーに確実にセットしていまずか？ 

ートレーには DVD / CD - ROM を保持するホルダーがあります。ホルダーで確実じ 
保持されていることを確認してください。 

n 本装置で使用できる DVD / CD - ROM ですか？ 

一 DVD / CD 規格に準拠しない「コピーガードがき DVD / CD 」 などのディスクに 
つきましては、 DVD / CD 再生機器における再生の保証はいたしかねます。 

一 Macintosh き用の DVD / CD - ROM は使用できません。 

[?] 正しい DVD/CD-ROM を挿入したのに下のメッセージび表示される 


DVD / CD - ROM が挿入されていないか、誤った 
DVD / CD - ROM が挿入されていまず。 

正しい DVDCD - ROM を挿入してください。 


0 K 


n DVD / CD - ROM のデータ面がミちれていたり、傷ついていたりしていませんか？ 

-光ディスクドライブから DVD / CD - ROM を取り化し、よごれや傷などがないこ 
とを磕認してから、再度 DVD / CD - ROM をセットし、 [0 K ] をクリックしてく 
ださい。 

[?] 八ードディスクドライブにアクセスでさなし、 

n 本体で使用できる八ードディスクドライブですか？ 

-> 弊社が指をする機器 t (外は動作の保証はできません。 

n 八ードディスクドライブは正しく取りがけられていますか？ 

一八ードディスクドライブの取り付け状態やケーブルの接続状態を確認して< 
ださい。また、八ードディスクドライブを固をするネジは八ードディスクド 
ライブに添付されているネジを使用してください。 
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[?1 D 旧 K アクセスランプが緑色に点灯ずる 

n RAID コント□ーラ実装時ですか？ 

ーパト□ールリードが動作中です。 N 8103-1 15/11 ら N 117 A /118 A 実装時にお 
いて、パト□ールリードを有効にしている場合、パト□ールリードがバック 
グラウンドでを期的に動作します。 

パト□ールリード動作中は、八ードディスクドライブのアクセス LED は下記と 
なります。 

SAS HDD 搭載時••-緑点滅 
SATA HDD 搭載時- • • 緑点灯 

尚 、 SATA HDD 搭載時は常に点なしているように見えますが、性能低下は 
ありません。 

n 上記 t (外の場合 

-八ードディスクドライブにアクセスしているときじ緑色に点なします。この 
ランプの穫色表示は故障を意□ホするちのではありません。 

[?] SCSI 機器（内蔵-外付け）にアクセスできない 

n 本体で使用できる SCSI 機器ですか？ 

一弊社が指をする機器 W 外は動作の保証はできません。 

n SCSI コント□ーラの設定を闇違えていませんか？ 

ーオプションの SCSI コント□ーラボードを搭載し、 SCSI 機器を接続している場 
合は、 SCSI コント□ーラボードが持つ BIOS セットアップユーティリティで正 
しく設をしてください。詳しくは SCSI コント□ーラボードに添付の説明書を 
参照してください。 

n SCSI 機器の設定を闇違えていませんか？ 

一外付け SCSI 機器を接続している場合は 、 SCSI ID や終端抵抗などの設定が必要 
です。詳しくは SCSI 機器に添付の説明書を参照してください。 

[?1 0 S を起動できなし、 

□ 「 EXPRESS 巨 UILDER 」 DVD をセットしてし^ませんか？ 

一 「 EXPRESSBULDER 」 DVD を取り化して再起動してください。 
n os が破損していませんか？ 

一 Windows の修復プ□セスを使って修復を試してくださいに57ページ)。 

[?1 モニタび正しく表示されなし、 

n グラフィックアクセラレータの設定は正しいですか？ 

一下記の手順に従って、正しい設をになっていることを確認してください。 

[画面のプ□パティ]一[設茵一[詳細設を]一 [ トラブルシューティング]一 
[八ードウエアアクセラレータ]の設をが「最大」となっていること。 
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[?] ネットワーク上で認識されなし、 

n ケーブルを接続していますか？ 

一本体背面にあるネットワークポートに確実に接続してください。また、使用 
するケーブルがネ 、ソ トワークインタフ エースの 規格に準拠したものであるこ 
とを磕認してください。 

n 目 IOS の設をを間違えていませんか？ 

一目 IOS セットアップユーティリティで内蔵のネットワークコント□ーラを無効 
にすることができます。 BIOS セットアップユーティリティで設をを確認して 
ください。 

n プ〇トコルやサービスのセットアップを済ませていますか？ 

一本体ネットワークコント□-ラ用のネットワークドライバをインス I -ールし 
てください。また、 TCP / IP などのプ□トコルのセットアップやを種サービス 
が磕実に設をされていることを磕認して < ださい。 

n 転送速度の設をを間違えていませんか？ 

一本体に標準装備の内蔵ネットワークコント□-ラは、転送速度が1000 Mbps 、 
100 Mbps と 10 Mbps のネットワークでも使用することができます。この転送 
速度の切り替えまたは設定は OS 上から行えますが、「自動橫化」という機能は 
使用せず、1000 Mbps 、 100 Mbps または 10 Mbps のいずれかに設定:してくだ 
さい。 

また、接続している八ブと転送速度やデュプレックスモードが同じであるこ 
とを確認してください。 

[?] 電源ケーブルを接続ずると、 POWER / SLEEP ランプが点!！:了ずる。 

一 AC 電源が供給された直後は、 POWER / SLEEP ランプが点なしますが故障では 
ありません。 

-度、 POWER / 义 EEP スイ、ソチを ON / OFF すると消なします。 
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Windows について 

[?1 Jumbo Frame にて LAN の性能び出ない 

一 LAN の設をで Jumbo Frame サイズを 9 K 目で運用する場合、運用状況やネット 
ワーク環境により、期待した通信性能が化ない場合があります。通信性能に 
異常が感じられる場合は 、 」unnbo Frame サイズを 4 KB に設をして運用お願い 
します。 


[?1 Windows Server 2日08のインストールを行うと、下のようなシステムイベント □ 

グび登録される場合びある 


イベント ID 

ソース 

種類 

説明 


イベント ID 

ソース 

種類 

説明 


イベント ID 

ソース 

種類 

説明 


イベント ID 

ソース 

種類 

説明 


イベント ID 

ソース 

種類 

説明 


5 

storflt 

警告 

the Virtual Storage Filter Driver is disabled through the registry . 

It is inactive for all disk drivers . 

134 

Microsoft - Windows - Time-Service 

警告 

' time . windows . com ,0 x 9' での DNS 解ミ夫エラーのため、 NtpCIient で夕 
イムソースとして使う手動ピアを設をできませんでした。 

15分後に再試行し、それじ(降は再試行間隔を2倍にします。 

エラー ： Hote inconnu . (0 x 80072 AF 9) 

263 

PlugPlayManager 

警告 

サービス ' ShellHWDetection ' は停止する前に、デバイスイベント通® 
の登録解除を行っていない可能性があります。 

7000 

Service Control Manager 

エラー 

Parallel port driver サービスを、次のエラーが原因で開始できませんで 
した： I 指をされたサービスは無効であるか、または有効なデパイスが関 
連がけられていないため、開始できません。 

15016 

Microsoft - Windows-HttpEvent 

エラー 

サーバー側認証用のセ丰ュリティパッケージ Kerberos を初期化でき 
ません。データフィールドにはエラー番号が格納されています。 


システム運用上、問題ありません。 
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[?] Windows Server 2008のインス I ルを巧うと、1^ソ下のようなアプリケーシヨン 

イベント□グび登録される場合びある 


イベントの 

ソース 

種類 

説明 


イベント ID 

ソース 

種類 

説明 


イベント ID 

ソース 

種類 

説明 

イベント ID 

ソース 

種類 

説明 


イベント ID 

ソース 

種類 

説明 

イベント ID 

ソース 

種類 

説明 


63 

Microsoft - Windows-WMI 

警告 

プ□バイダ Ncs 2 は Loca に ystem アカウントを使うために Windows 
Management Instrumentation さ)前空闇 Root ¥ lntelNCS 2 に登録され 
ました。このアカウントには特権があり、プ□バイダがユーザー要求 
を正し<偽装しない場合はセ丰ュリティ違反が起こる可能性がありま 
す。 


プ□バイダ IntelEthemetDiag は Loca に ystem アカウントを使うため 
に Windows Management Instrumentation 名)前空間 Root ¥ CIMv 2 に 
登録されました。このアカウントには特権があり、プ□バイダがユー 
ザー要求を正し < 偽装しない場合はセ羊ュリティ違反が起こる可能性 
があります。 

プ□バイダ WmiPerfClass は Loca に ystem アカウントを使うために 
Windows Management Instrumentation さ)前空間 「 oot ¥ cimv 2 じ登 
録されました。このアカウントには特権があり、プ□バイダがユーザー 
要求を正しく偽装しない場合はセ车ュリティ違反が起こる可能性があ 
ります。 

1020 

EvntAgnt 

エラー 

レジストリ パラメータの 処理中に エラーが 発生しました。 

拡張エージェントは終了中です。 

1054 

Security - Licensing-SLC 

警告 

コンポーネントエラーです。 hr 二 0X80049E00, [4, 3] 

2019 

EvntAgnt 

エラー 

SNMP Event Log Extension Agent が正しく初期化されませんでし 
た。 


3001 

EvntAgnt 

警告 

□グファイルは末尾に配置されませんでした。 

3003 

EvntAgnt 

警告 

□グファイルの終わりの配置エラー 

一番古い□グレコードを取得できません。指をされた八ンドルは 
17891340です。 

GetOldestEventLogRecord からのリターンコードは223です。 


ー システム運用上、問題ありません。 
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[?1 Windows 2008のシステム起動時に、システムイベント□グに;欠のような内容のエ 

ラー、および警告び記録される場合びある 


イベント ID 

ソース 

種類 

説明 


イベント ID 

ソース 

種類 

説明 

イベント ID 

ソース 

種類 

説明 


イベント ID 

ソース 

種類 

説明 


11 


iANSMiniport 

警告 

次のアダプタリンクは接続されていません。 
Intel(R) 〜 


13 

iANSMiniport 

警告 

Iritel(R) 〜がチームで無効化されました。 

16 

iANSMiniport 

なし 

[チームを]、最後のアダプタはリンクを失いました。 

ネットワークの接続が失われました。 

22 

iANSMiniport 

警告 

プライマリアダプタは次のプ□ーブを橫化しませんでした。 

In お l(R) 〜原因でチームが分割されている可能性があります。 


- ネットワークアダプタでチームを設定をした場合、システム起動時に上記のイべ 
ント□グが記録されますが、 LAN ドライバの動作上問題ありません。 


[?1 Windows Server 2008のインス I ルを巧うと、なのイベントがシステムイベント 

□グに記録される場合がある 

イベント ID :10 

ソース ： VDS 動的なプ□バイダ 

説明 ：ドライバからの通知を格納するが、プ□バイダに失敗しました。 

仮想ディスクサービスを再起動する必要があります。 hr = 80042505 


一詳細については次の Microsoft 社の Web サイトを参照ください。 
http://support.microsoft.com/kb/948275/ja 

[?] Windows Server 2008のインス I ルを巧うと、なのイベントがシステムイベント 

□グに記録される場合びある 


ソース : Microsoft-Windows-Security-Licensing-SLC 

種類 ：警告 

イベント ID :1021 

説明 ： SLUIN 加 fy サービスを開始できませんでした。 hr 二 0x80070424 

ーライセンス認証画面より、ライセンス認証を行ってください。 


ソース : Microsoft-Windows-User Profiles Service 

種類 ：警告 

イベント ID :1534 

説明 ：コンポーネント {56EA1054-1959-467f-BE3 目 -A2A787C4 目 6EA} の 

イベント Create のプ□ファイル通知は失敗しました。 

エラーコードは -2147023591 です。 


□グオン時一度登録される場合がありまずが、システム運用上問題ありません。 
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[?] Windows Server 2008のシステム起動時、なのような内容の警告がシステムイベン 

卜□グに記録される場合がある 

イベントの： 27 
ソース : e 1 qexpress 

種類 ：警告 

説明 ： Intel ( R ) 82574 L Gigabit Network Connection . 

Network link has been disconnected . 

ーシステム起動時に記録される場合、システム動作上問題ありません。 

[?] Windows Server 2003 x 目4 Editions のインストールを巧うと、■[以下のような 

イベント□グが登録される場合がある 

ソース : LoadPerf 
種類 ：エラー 

イベント ID : 3009 

説明：サービス C :¥ WINDOWS ¥ syswow 64 ¥ipsecprfjni 

( C :¥ WINDOWS ¥ syswow 64¥ ipsecp 「 f . ini ) のパフォーマンスカウンタの文字列 
をインス I -ールできませんでした。 

エラーコー ドは データ セクションの最初の DWORD です。 

ー システム運用上、問題ありません。 

[?1 Windows Server 2003 x 目4 Editions のインス I ルを行うと、下のような 

イベント□グび登録される場合びある 

ソース ： DCOM 
種類 ：エラー 

イベント ID :10016 

説明：コンピュータ既定権限の設定では 、 CLSID 

{555 F 3418- D 99 E -4 E 5 1 -800 A -6 E 89 CFD 8 B 1 D 7} をもつ COM サーバーアプリ 
ケーションに対する□一カルアクティブ化アクセス許可をユーザー 
NT AUTHORITY¥LOCAL SERVICE SID ( S - 1 -5- 1 9) に与えることはできませ 
ん。このセ羊ュリティのアクセス許可は、コンポーネントサービス管理、ソールを 
使って変更できます。 

- システム運用上、問題ありません。 

[?] Windows Server 2003 x 目4 Editions のインス I ルを巧うと、 t ソ下のような 

イベント□グび登録される場合びある 

ソース ： WinMgmt 
種類 ：警告 

イベント ID : 5603 

説明：プ□バイダ Rsop Planning Mode Provider は WM 陷前空閨 「 oot ¥ RSOP に登録さ 
れましたが、 HostingModd プ□パティが指をされませんでした。 

このプ□バイダは LocalSystem アカウントで実行されます。 

このアカウントには特権があり、プ□バイダがユーザー要求を正し<偽装しない 
場合はセキュリティ違反が起こる可能性があります。 

プ□バイダのセキュリティの動作を確認し、プ□バイダ登録の HostingModeUa 
パティを、必要な機能が実行可能な最ル限の権限を持つアカウントに更新してく 
ださい。 

- システム運用上、問題ありません。 
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[?1 Windows Server 2003 x 目4 Editions のインストールを巧うと、■[以下のような 

イベント□グが登録される場合びある 

ソース ： WinMgmt 

種類 ：警告 

イベント ID : 63 

説明：プ□バイダ HiPe 「 fCooke 「_ v 1 は LocalSystem アカウントを使うために WM 陷前空 
闇 RoM ¥ WMI に登録されました。このアカウントには特権があり、プ□バイダが 
ユーザー要求を正し<偽装しない場合はセ羊ュリティ違反が起こる可能性があり 
ます。 


:プ□バイダ WMIProv は LocalSystem アカウントを使うために WMI さ)前空間 
Root ¥ WMI に登録されました。このアカウントには特権があり、プ□バイダが 
ユーザー要求を正しく偽装しない場合はセキュリティ違反が起こる可能性があり 
よす 0 


-システム運用上、問題ありません。 

[?] Windows Server 2003 x 目4 Editions のインストールを行うと、 lUT のような 

イベント□グび登録される場合びある 

ソース : Service Control Manager 

種類 ：エラー 

イベント ID : 7011 

説明： Dfs サービスからのトランザクション応答の待機中にタイムアウト （30000 ミリ 
秒）じなりました。 

一再起動後にこのイベントが登録されていない場合、問題ありません。 

[?] Windows Server 2003 R 2 の運用中、ソ下のようなイベント□グが登録される場合 

がある 

ソース ： IPMIDRV 

種類 ：エラー 

イベント ID :1001 

説明： IPMI デバイスドライバは、 IPMI 目 MC デバイスがシステムでサポートされている 
かどうか判断しようとしました。このドライバは、 SM 目 I 0 S の Type 38 レコード 
を橫索できることで IPMI 目 MC を橫化しようとしましたが、レコードが見つから 
ないか、レコードにデバイスドライバのバージョンとの互換性がありませんでし 
た。 SMBIOS(DType 38レコードが見つかっている場合は、イベントの Dump 
Date フィールドにこのレコードがバイナリ表示されます。 

一 Windows Server 2003 R 2 において提供されている「八ードウエアの管理」 

を利用している場合、上記のイベント□グが登録されます。 

詳細な内容じついては、下記の 「Windows Server 2003 R 2 で提供される 
「八ードウエアの管理」利用の手引き」を参照してください。 


http://support.express.nec.co.Jp/care/techinfo/w2k3r2_wm.pdf 
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[?] Windows Server 2003ヴービスパックを適用後、 Windows Server 2003 R 2 

D 旧 C 2をインス I "ールした 

ーサービスパックを再適用してください。なお、 Windows Server 2003 R2 
D に C 2 をインス I -ール後に一度でもサービスパックを適用している場合は、 
サービスパックを再適用する必要はありません。 

* インストール時の適用順唐が不明な場合は、サービスパック再適用を推奨 
いたします。 

[?] 下のメッセージび表示され□グインできなくなった 


Windows 製品のライセンス認証 

続行する前に Windows のライセンス認証の手続きを実行してくださし、 
手続きが完了するまで□グオンずることはできません。 

今すぐ手続きを実行しますか？ 

コンピュータをシャットダウンずるには〔キャンセル]をクリックしてく 
ださい。 

[はい （Y)| Iいいえ （N)| 臣ヤン七ルI 


n Windows 製品のライセンス認証手続きを完了していますか？ 

一 Windows Server 2003 では、 Windows 製品のライセンス認証手続きを完了 
しないまま使用していると、上記のメッセージが表示されます。[はしリを選ん 
で Windows のライセンス認証の手続きを実行してください。 

[?] Windows Server 2003の運用中、イベントビューアに下記内容の EvntA 呂 nt の警告 

び登録される場合びある 

イベント ID :1003 

説明： TraceFileName パラメータがレジストリにありません。 

使用した既をのトレースファイルはです。 

イベントに： 1015 

説明： TraceLevel パラメータがレジストリにありません。 

使用した既定のトレースレベルは 32 です。 

- システム運用上、問題ありません。 

[?] Windows Server 2003のシステム起動時に、システムイベント□グに次のような 

内容のエラー、および警告び記録される場合びある 

イベント ID :11 
ソース ： iANSMiniport 
種類 ：警告 

分類 ：なし 

説明：次のアダプタリンクは接続されていません。 

Intel 〜 

イベント ID :13 
ソース ： iANSMiniport 
種類 ：警告 

分類 ：なし 

説明： Intel 〜がチームで無効化されました。 
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イベント ID :16 
ソース ： iANSMiniport 
種類 ：エラー 

分類 ：なし 

説明：[チームを]、最後のアダプタはリンクを失いました。ネットワークの接続が失わ 
れました。 

イベント ID : 22 
ソース ： iANSMiniport 
種類 ：警告 

分類 ：なし 

説明：プライマリアダプタはプ□ーブを橫化しませんでした。 

Intel 〜原因でチームが分割されている可能性があります。 

ーネットワークアダプタでチームの設ををした場合、システム起動時に上記の 
イベント□グが記録されますが、 LAN ドライバの動作上問題ありません。 


[?] Windows Server 2003のシステム起動時に、システムイベント□グに;夕のような内 

客のエラー、および警告び記録される場合びある 


イベント ID 

ソース 

種類 

説明 


イベント ID 

ソース 

種類 

説明 


27 

elqexpress 

警告 

Intel(R) 82574 L Gigabit Network Connection. 

Network link has been disconnected. 

32 

elqexpress 

情報 

Intel(R) 82574 L Gigabit Network Connection. 

Network link has been established at 1 Gbps full duplex. 


ー システム起動時に記録される場合、システム動作上間題ありません。 


[?] Windows のインス I "ール中、イベントビユーアのシステム□グに;欠のような内容の警 

告が記録される 


ぺージング操作中にデバイス ¥ Device ¥ CdRomO 上でエラーが検出されました。 


システムの運用上、間題ありません。 

[?] Windows のインス!"ール中、テキストべースのセットアップ画面で、女字化けした 

メッセージが表ちされ、インス!^ールが続行できない 

n 複数の八ードディスクドライブを接続したり、複数の論理ドライブを作成してイン 
ストールを行っていませんか？ 

一 0 S をインストールする八ードディスクドライブ w 外の八ードディスクドライ 
ブをいったん取り外した状態でインス I -ールを行ってください。 

一 RAID システムを構築して 0S をインストールする場合は、論理ドライブを複数 
作成せず、1つだけ作成してインストールを行ってください。複数の論理ドラ 
イブを作ぶする場合は、インストール完了後、 RAID のコンフィグレーション 
ユーティリティを使用して追力□作成してください。 
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[?] Windows のインストール中、イベントビユーアのシステム□グに下の□グが出力さ 

れる 


サーバはトランスポー h ¥ Device ¥ NetBT _ Tcpip _{.....} にバインドできませんでした。 


トランスポートが初期アドレスのオープンを拒否したため、初期化に失敗しました。 


ネットワークの別のコンピュータが同じ名前を使用しているため、サーバーはトランスポート 
¥ Device ¥ NetbiosSmb にバインドできませんでした。サーバーを起動できませんでした。 


ーネットワークドライバの更新時に発生します。システムの運用上、問題あり 
ません。 


[?] Windows のインス I ^ール後にデバイスマネージャで日本語10目/109キーボードが 

英語101/102キーボードと認識される 

ーデバイスマネージャでは英語101/102车ーボードと認識されていますが、 

车ーボードの入力は日本語106/109キーボードの配列で行うことができます。 
日本語106/109羊ーボードに変更したいときは、じ(下の手順で変更してくだ 
ぎい。 

(1) [スタートメニュー]から[設を]を選択し、[コント□ールパネル]を起動する。 

(2) [管理ツール]内の[コンピュータの管理]を起動し、[デバイスマネージャ]を 
クリ、ソクする。 

(3) [キーボー鬥をクリックし、じ(下のプ□パティを開く。 

101/102英語キーボードまたは 、 Microsoft Natural PS /2 羊ーボード 

(4) [ドライバ]タブの[ドライバの更新]をクリックし、[このデバイスの既知のドラ 
イパを表示してその一覧から選択する]を選択する。 

(5) 「このデバイスクラスの八ードウエアをすべて表示」を選択し、日本語 PS /2 
车ーボード （106/109 车一）を選択して[次へ]をクリックする。 

(6) ウィザードに従ってドライバを更新してコンピュータを再起動する。 

(7) じ(下のメッセージが表示された場合は、[はい]をクリックして操作を続行する。 




'じ姑らぁります。この朽ィ, 
I はいが/ 1[……ぃ呵邸 ……] J 


2SJ 




[?] Windows の動作び不安定 


n システムのアップデートを行いましたか？ 

一 0 S をインストールした後にネットワークドライバをインス I -ールすると動作 
が不安をになることがあります。 

システムのアップデート手順は、 EXPRESS 巨 UILDER に格納されているを 0 S 
のインストレーシヨンサプリメントガイドを参照してください。 

[?] STOP エラーび発生した時、「自動的に再起動ずる」の設定で、設定どおりに動作しない 

一障害発生時に「自動的に再起動する」の設をにかかわらず、自動的に再起動 
する場合や再起動しない場合があります。再起動しない場合は、手動で再起 
動してください。また、この現象発生時に画面に青い縦線が入るなど、画面 
が乱れる場合があります。 
























246 障害時の対処 


[?1 ブルー画面 （ STOP エラー画面）で電源 OFF ができない 

-> ブルー画面で電源を OFF にする時は、強制電源 OFF ( POWER スイッチを4秒間 
押し続ける)を行ってください。一度押しでは電源は OFF になりません。 

[?1 バックアップ媒体か5システムをリストア後、動作びおかしし、 

一 EXPRESS 目 UILDER を使ってシステムをアップデートしてください。 

[?1 Telnet ヴービスびインス I ルされていない 

ーコンピュータをを14文字]: i 下にして、 < Telrie けービスのインストール手順> 
に従って Telnet サービスをインストールしてください。 

く Telnet サービスの インス トール手順 > 

(1) スタートメニューから[ファイルをを指をして実行]をクリックする。 

(2) [を前]ボックスに rtintsvr / service 」 と入力し、 [0 K ] をクリックする。 

(3) スタートメニューから[コント□-ルパネル]-憎理ツール]-けービス]を開き、 
サービスの一覧に Teh がサービスが登録されていることを確認する。 

* Telnet サービスのインス!-ール後は、コンピュータをを15文字じ(上 I こ設をして 
も問題ありません。 

[?1 /3 GB スイッチ使用時、 0 S び起動しない 

/3 G 目スイッチ使用時、 0 S が起動しなくなる場合があります。その場合は、じ(下の 
URL を参照し、 / userva スイッチを使用してユーザーモードの領域を適切な値に 
調整してください。 

http :// support . microsoft . com / kb /316739 /ja 

[?1 システム時刻びずれる 


一 NTP (Network Time Protocol ) サーバなど時刻を調整するサーバを利用しな 
い場合、実時刻に対してシステム時刻がずれることがあります。この場合は、 
NTP サーバを利用するか 、 Windows Time サービスを無効に設定してくださ 
い。 
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EXPRESSBUILDER について 

rEXPRESSBUILDERJ DVD から起動できない場合は、次の点について確認してください。 

n POST の実行中に EXPRESSBUILDER 」 DVD をセットし、再起動しましたか？ 

一 POST を実行中に rEXPRESSBUILDERJ DVD をセットし、再起動しないと 
エラーメッセージが表示されたり、 0 S が起動したりします。 

n 目 IOS のセットアップを間違えていませんか？ 

- 巨 IOS セットアップユーティリティでブートデバイスの起動順唐を設をするこ 
とができます。目 IOS セットアップユーティリティで光ディスクドライブが最 
初に起動するよう順唐を変更して<ださい。 

く確認するメニュー： 「 Boot 」 > 

□ 目 00 1 selection 画面で 『Os installation *** default ***』 を選択した場合に JU 下のよ 
うなメッセージが表示されます。 

メッセージを記録して保守サービス会社に連絡してください。 


メッセージ 

原因 

EXPRESS 目 UILDER は、このコンピュータを動作対象としていません。 
正しいバージョンをセットして 「0 K 」 ボタンを押してください。 

( roK 」 ボタンを押ずと再起動しまず） 

EXPRESSBUILDER の対象マシンで 
はありません。 

対象マシンで実行してください。 

マザーボード上の八ードウエアに関する情報を取得できませんでした。 
対象外の機種、またはマザーボードが故障している可能性がありまず。 

( roK 」 ボタンを押ずと再起動しまず） 

マザーボード交換時など、 
EXPRESSBUILDER が装置固有情報 
を見つけられない場合に表示されま 
ず。 

マザーボード上の八ードウエアに関ずる情報が不正です。 

対象外の機種、またはマザーボードが故障している可能性があります。 

( マザーボード交換直後にこのエラーが化たときは 、 「Maintenance 

Utility 」 を使って八ードウエアの情報を正しく設定してください）。 
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オートランで起動するメニューについて 

[?1 オンラインドキュメントび読めない 

n Adobe Reader が正しくインストールされていますか？ 

-オンラインド羊ュメントの文書の一部は、 PDF ファイル形式で提供されてい 
ます。あらかじめ Adobe Reader をインストールしておいてください。 

n 使用している os は、 WindowsXP SP 2 ですか？ 

- SP 2 にてオンラインド羊ュメントを表示しようとすると、ブラウザ上にじ(下 
のような情報バーが表示されることがあります。 

「セ丰ュリティ保護のため、コンピュータにアクセスできるアクティブコンテ 
ンツは表示されないよう、 Internet Explorer で制限されています。オプション 
を表示するには、ここをクリックしてください..」 

この場合じ(下の手順にてド车ュメントを表示させてください。 

(1) 情報バーをクリックする。 

ショートカットメニューが現れます。 

(2) ショートカットメニューから、「ブ□ックされているコンテンツを許可」を選 
択する。 

「セ车ュリティの警告」ダイア□グボックスが表示されます。 

(3) ダイア□グボックスにて「はい」を選択する。 

[?1 メニューび表示されなし、 

n ご使用の os は、 WindowsXPW 峰、または Windows Server 2003降ですか？ 

一本プ□グラムは、 Windows XPti 降または Windows Server 2003 JU 降のオペ 
レーティングシステムにて動作させてください。 

一 Windows 2000の場合は、あらかじめ E 6.0をインストールしてください。 

一 Windows Server 2008 Server Core インストール環境には対応していません。 

n <Shif わ羊一を押していませんか？ 

一く Shift > 羊一を押しながらディスクをセットすると、オートラン機能が羊ャン 
セルされます。 

n os の状態は問題ありませんか？ 

ーレジストリ設をやディスクをセットするタイミングによっては、メニューが 
起動しない場合があります。そのような場合は、エクスプ□ーラから「マイ 
コンピュータ」を選択し、セットした DVD ドライブのアイコンをダブルク 
リックしてください。 

[?1 メニュー項目がグレイアウトされている 

n ご使用の環境は正しいですか？ 

一実行するソフトウェアによっては、管理者権限が必要だったり、本装置上で 
動作することが必要だったりします。適切な環境にて実行するようにしてく 
ださい。 
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[?] メニユーが英語で表ちされる 

n ご使用の環境は正しいですか？ 

ーオペレーティングシステムが英語バージョンの場合、メニューは英語で表示 
されます。日本語メニューを起動させたい場合は、日本語バージョンのオペ 
レーティングシステムにて動作させてください。 


ESMPRO について 


ESMPRO/ServerAgent ( Windows 版）について 


一添付の 「 EXPRESSBULDER 」 DVD 内のオンラインド羊ュメント 

「 ESMPRO/ServerAgent (Windows 版）インストレーシヨンガイド」でトラ 
ブルの回避方まやその他の補足説明が記載されています。参照して<ださい。 

ESMPRO/ServerManager について 

一添付の rEXPRESSBUILDERJ DVD 内のオンラインド羊ュメント 

「 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「インストレーシヨンガイド」でトラブルの回避方 
まやその他の補足説明が記載されています。参照して<ださい。 
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情報提供ツール 「 NEC からのお知5せ J 

[?1 -NET Framework Version 2.0 仪降のインス!"ール時に、情報提供ツール 「 NEC か 

5のお知5せ」を終了させる旨のメッセージび表示される 

一情報提供ツール 「 NEC からのお®らせ」をインス!ルしている環境で . NET 
Framework Version 2.0 JU 降をインストールする場合、事前に情報提供ツー 
ル 「 NEC からのお知らせ」を終了させる必要があります。情報提供ツール 
「 NEC からのお知らせ」を終了させた後、改めて . NET Framework のインス 
トールを開始してください 。 .NET Framework インス!ル終了後、情報提 
供ツール 「 NEC からのお知らせ」を起動させてください。修復-削除時も同 
様です。 



【情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」終了手順】 

(1) デスクトップに表示されている次の画面をクリ、ソクする。 


N 防からのわからせ 

ここをりけ的 して内巧をご巧記<だ ft ) 

、 _^ 

に）次の画面が表示されたら[キャンセル]をクリックする。 
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下のメッセージが表示される場合がありますが、[羊ヤンセル]をクリツ 
クしてください。 



(3) 次の画面が表示されたら[いいえ]をクリックする。 



一迎間巧に再度わがらせをま示しますか？ 

5 K プロヴラム y ニューから rWEC からのわからだ J を起巧する;:ヒでら、わミロらだを丢示する;:ヒがで 




画面右下のタスクトレイに情報提供ツール 「NEC からのお知らせ」のアイコン 
のみ表示されている場合は、アイコンをクリックして手順2、手順3を実施して 
ください。 


t (上で、【情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」終了手順】は完了です。 

.NET Framework Version 2.0 JU 降のインストール後や修正-削除後、スター 
トメニューから [プ□グラム]をポイントし、 [ NEC からのお知らせ]から 
[ NEC からのお知らせ]をクリックし、再度情報提供ツール 「 NEC からのお知 
らせ」の実行、設をを実施してください。 
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RAID システム、 RAID コント□-ラについて 

RAID システムを構成している本体装置がうまく動作しないときや、管理ユーティリティが正 

しく機能しないときは次の点について確認してください。また、該当する項目があったとき 

は、処理方まじ従った操作をして<ださい。 

[?] 0 S をインス I ^ールできない 

n RAID コント□ーラのコンフィグレーションを行いましたか？ 

-> RAID コンフィグレーションユーティリティ (LSI Software RAID 

Configuration Utility や WebBIOS ) を使って正しく〕ンフィグレーションして 
ください。 

[?1 0 S を起動できな し、 

n RAID コント□ーラの BIOS 設をが変更されていませんか？ 

一 RAID コンフィグレーションユーティリティ (LSI Software RAID 
Configuration Utility や WebBIOS ) を使って正しく設定:してください。 

n POST で RAID コント□ーラを認識していますか？ 

一 RAID コント□ーラが正しく接続されていることを認識してから電源を on にし 
てください。 

一正しく接続していても認識されない場合は、 RAID コント□ーラの故障が考え 
られます。契約されている保守サービス会社、または購入された販売店へ連 
絡してください。 

[?1 リビルドびできなし、 

n リビルドする八ードディスクドライブの容量が少なくありませんか？ 

一故障した八ードディスクドライブと同じ容量の八ードディスクドライブを使 
用してください。 

n 論理ドライブが、 RAID 0 ではありませんか？ 

一 RAID 0 には冗長性がないため、リビルドはできません。故障した八ードディ 
スクドライブを交換して、再度コンフィグレーション情報を作成し、イニ 
シャライズを行ってからバックアップデータを使用して復旧してください。 

[?1 オートリビルドびできなし、 

n 八ードディスクドライブを巧換（ホットスワップ）するときに十分な時闇をあけま 

したか？ 

ーオートリビルドを機能させるためには、八ードディスクドライブを取り化し 
てから取り付けるまでの闇に90秒じ(上の時閨をあけてください。 

n 設定を闇違えていませんか？ 

一 LSI Software RAID Configuration Utility を使って、才ートリビルドの設定:を 
確認してください。 TOP メニュ— 「 Objects 」 一 「 Adapter 」 一 
「Auto Rebuild 」 

* WebBIOS にはオートリビルドの設をはありません。 
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[?] A - ドディスクドライブび Fail になった 

一 契約されている保守サービス会社または購入された販売店へ連絡してください。 

[?] Universal RAID U 川 ity の物理デバイスの情報の一部び正しく表示されなし、 

-> LSI Embedded MegaRAID ™ をご使用の場合 、 Universal RAID Utility の物理デ 
バイスの情報の一部が正し<表示されない場合があります。 

[?] LSI Embedded Mea 邑 aRAID ™ をご使用の場合、増設用 2 TB 1 U 上の八ードディスク 
での RAID 10はサポートしていません 


一 LSI Embedded MegaRAID ™ の RAID 10では、論理ドライブ（バーチヤル 
ディスク）のサイズを指定することができないため、増設用 2 TBW 上の八一 
ドディスクをご使用の場合、論理ドライブのサイズが約 4 TBW 上となります。 
しかし、 OS をインス!-ールする論理ドライブは、 OS の制限により 2 T 巨までし 
か使用できないため 、 LSI Embedded MegaRAID ™ をご使用の場合、増設用 
2 TBJ ： i 上の八ードデイスクでの RADIO はサポートしていません。 


一なお、増設用 2 TB じ(上の八ードディスクをご使用になり、 

EXPRESSBULDER を使用したシームレスセットアップで LSI Embedded 
MegaRAID ^ M の RAID 10を構築しようとした場合、(下の画面が表示され、 
シームレスセツトアップは終了します。 



N 8 190-1 27/131円 breChannel コント□-ラについて 

[?1 N 81目 0-127/131 FibreChannel をご使用の場合、デバイスマネージャでのコント 

□ーラ名びコント□ーラごとに異なって表おされる場合びある 

一 Windows Server 2008で N 8190 -127/1 31をご使用の場合、デバイスマネー 
ジャでのコント□ーラをがコント□ーラごとに異なって表示される場合があ 
りますが、動作上、問題はありません。 

また、 EXPRESS 巨 ULDER に格納されている、 W 下のファイルを実行し再起 
動することで正しいコント□ーラをが表示されます。 

[Windows Server 2008 64 -bit ( x 64) Edition の場合] 

く光ディスクのドライブレター>: 

¥01 3¥ win ¥ winnt ¥ ws 2008 x 64¥ elxstor ¥ friendlyname.exe 

[Windows Server 2008 32 -bit ( x 86) Edition の場合] 

< 光ディスクのドライブレター>: 

¥01 3¥ win ¥ winnt ¥ ws 2008¥ elxstor ¥ friendlyname.exe 



















254 障害時の対処 


その他について 

[?1 下のメッセージび表示される 


Spurious 8259 A interrupt : IRQ 7( IRQ 15) 


ー メッセージについては割り込みコント□ーラ(8259)が IRQ を正しく受け取れな 
かったことを CPU へ通知した際に表示されるメッセージであり、本メッセー 
ジについては無視するようお願い致します。 
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障害情報の採取 


万一障害が起きた場合、次の方までさまざまな障害発生時の情報を採取することができます。 


W-0 •ly 降で説明する障害情報の採取については、保守ヴービス会社の保守員 

■to か5情報採取の依頼びあったときのみ採取してください。 

• 障害発生後に再起動されたとき、仮想メモリが不足していることを示ず 
メッセージび表示されることびありまずび、そのままシステムを起動し 
てください。途中でリセットし、もう一度起動ずると、障害情報び正し 
く採取でをません。 


イベント□グの採取 

装置に起きたさまざまな事象（イベント）の□グを採取します。 


W-0 STOP エラーやシステムエラー、ストールび起きている場合はいったん再起動 
■to してか5作業を始めます。 


1. コント□ールパネルから[管理ツール]-[イベントビューア]をクリックする。 

2. 採取する□グの種類を選択する。 

[アプリケーション□グ]には起動していたアプリケーションじ関連するイベント 
が記録されています。[セ丰ュリティ□グ]にはセ车ュリティ I こ関連するイベン 
卜が記録されています。[システム□グ]には Windows のシステム構成要素で発生 
したイベントが記録されています。 

3. [操作]メニューの[□グファイルの名前を付けて保存]コマンドをクリックする。 


イベ：/卜 E ユーア 


7アイルの巧巧 ( A ) 



亲示 W ヘルプお） 

Y II ■ち明…、 


□ヴ7アイルのを前を巧けて f 呆巧(互)… 


すバてのイバ：/卜を消去(岛 


鼠巧の情卽じ更巧(む 
一臣の1ウスポート(じ… 


プ□バティ(垃 


AJ レプお） 


嗔情卽 
め Iち卽 


ん回 のイ 


I 邮 


のの/ 

.茹廠 

のの/ 

のの/ 

のの/ 

のの/ 

のの/ 

のの/ 


4. [ファイル名]ボックスに保存するアーカイブ□グファイルの名前を入力する。 

5. [ファイルの種類]リストボックスで保存する□グファイルの形式を選択し、 [0 K ] 
をクリックする。 


詳細については Windows のオンラインヘルプを参照してください。 
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構成情報の採取 

八ードウエア構成や内部設を情報などを採取します。 
情報の採取には「彰断プ□グラム」を使用します。 


wO STOP エラーやシステムエラー、ストールび起きている場封まいつたん再起動 
置 3 してか5作業を始めます。 


ユーザーモードプ□セスダンプ（ワトソン博±の診断情報）の採取 

アプリケーションエラーに関連する彰断情報を採取します。詳しくは「導入編」の「ユー 
ザーモードプ□セスダンプの取得方法」 （53 ページ）を参照して<ださい。 


メモリダンプの採取 

障害が起きたときのメモリの内容をダンプし、採取します。ダンプを DAT に保存した場合 
は、ラベルに rNTBackupJ で保存したか 「 ARCServe 」 で保存したかを記載しておいてく 
ださい。彰断情報の保存先は任意で設をできます。詳しくは「メモリダンプ（デバッグ情報) 
の設定 :」 （Windows Server 2003は44ぺージ）を参照してください。 


• 保守ヴービス会社の保守員と相談した上で採取してください。正常に動作し 

■to ているときに操作するとシステムの運用に支障をきたすおそれがあります。 

• 障害の発生後に再起動したときに仮想メモリび不足していることを示す 
メッセージび表示される場台びありますび、そのまま起動してくださ 
し、。途中でリセットして起動し直すと、データを正しくダンプできない 
場合がありまず。 


障害が発生し、メモリダンプを探取したいときに DUMP スイ、ソチを押してください。スイ、ソチを押 
すときじは金属製のピン（太めのゼムクリップを引き伸ばして代用できる）をスイ、ソチ穴から斜め 
じ差し込んでスイ、ソチを押します。スイ、ソチを押すと、メモリダンプは設定されている保を先に保 
をされます （ CPU がストールした場合などではメモリダンプを採取できない場合があります）。 

[3 .己型八ードディスクドライブの場合] 


□ □ ◎賴 ◎ 固国 :^、㈱ = □□□□□□□□□□□□□□□□□□□ [□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

i ( ( II II 1 f \ ^ ( 11 II 1 H ( ( II II ) ， J ) ra ( ( II II 1 ) } ) 

|_ rr ；[ M ;1~ 岸寺ち巨レ！！ : m 罔 

DUMP スイ、ソチ 


[2 .已型八ードディスクドライブの場合] 


国国 


|mn ◎咖 ◎ 


酬 l^ill 聊 


bdbd 

1 ロロロロロロロロ亡 


コロロロロロロロロ亡 

] ロロロロロロロロロロロ t 



00000000 0000 1 1 「 

00000000 0000 1 1 し 

。巳 

00000000 0000 1 1 「 

00000000 0000 1 1」 


00000000 0000 1 1 「 

00000000 0000 1 1 J 

i 

iff 

00000000 0000 |T |" 
00000000 0000 1 1 1 

。|1 

00000000 0000 |T 1 
00000000 0000 1 1 1 

: P 

00000000 0000 |T |" 
00000000 0000 1 1 1 

1 


DUMP スイ、ソチ 


wO つま楊ほやプラスチックなど巧れやずいものを使用しないでください。 
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システムの修復 


-Windows Server 2008の場合一 

何らかの原因でシステムを起動できなくなった場合は、システム回復オプションを使用して 
システムの修復を行うことができます。ただし、この方法は詳しい知識のあるユーザーや管 
理者のもと実施してください。詳細については、オンラインヘルプを参照してください。 

-Windows Server 2003 x 目4 Editions , Windows Server 2003の場合- 

何らかの原因でシステムを起動できなくなった場合は、回復コンソールを使用してシステム 
の修復を行います。ただし、この方法は詳しい知識のあるユーザーや管理者じ(外にはお勤め 
できません。詳細については、オンラインヘルプを参照してください。 



• システムの修復後、^^、ずシステムをアップデートしてください。また、 
Windows の場 S ホ、システムのアップデートに加え、各種ドライバを 
アップデートしてください。詳しくは 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD に 
格納されている各 OS のインストレーシヨンサプリメントガイドの「シ 
ステムのアップデート」、「ドライバのインストールと詳細設定」を参照 
して < ださい。 

• 八ードディスクドライブび認識できない場合は、システムの修復はでき 
ません。 






2 己 8 保守ツ ー ル 


巧巧ッール 

保守ツールは、本製品の予防保守、障害解析、設を等を行うためのツールです。 


巧守ツールの起動方法 


次の手順に従って保守ツールを起動します。 

1. 周辺機器、 Express サーバの順に電源を日 N にする。 

2. Express サーバの光ディスクドライブへ 「EXPRESS 巨 UILDER」DVD をセット 
する。 

3. DVD をセットしたら、リセットする（く Ctrl> + く Alt> + く Delete〉 キーを押す） 
か、電源を日 FF/ON して Express ヴーバを再起動する。 

DVD から t (下のようなメニューが起動します。 



两"〇 メニューの初期選択は 「0 s installation 」 となっていまず。 

Ito Boot Selection メニュー表示後、10砂間操作が行われない場合は 、 「Os 
installation 」 び自動で起動しまず。 
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4. □—カルコンソールを使用する場合は 「Tool menu(Nonnal mode )」 を、コン 

ソールレスで使用する場合は 「Tool menu(Reclirection mode )」 を選択する。 
(コンソールレスについてはこの後の「コンソールレス」を参照してください。） 


下に W す Language selection メニューを表 w します。 



メニューの初期還択は 「 Japanese 」 となつています。 

量3 Language selection メニュー表示後、曰砂間操作び行われない場台は、 
「 Japanese 」 び自動で起動しまず。 


己. 「 Japanese 」 を選択する。 

「 Japanese 」 を選択すると次の、ソールメニューを表示します。 



□ ーカルコンソールを使用した場合 



6. 各ツールを選択し、起動する。 
















260 保守ツール 


巧巧ツ_ルの機能 


保守ツールでは下の機能を実行できます。 

参 Maintenance Utility 

Maintenance Utility ではオフライン保守ユーティリティを起動します。オフライン保守 
ユーティリティは、本製品の予防保守、障害解析を行うためのユーティリティです。 
ESMPR 0 が起動できないような障害が本製品に起きた場合は、オフライン保守ユーティ 
リティを使って障害原因の磕認ができます。 


W -0 オフライン保守ユーティリティは通常、保守員が使用ずるプ□グラムでず。才 
フライン保守ユーティリティを起動ずるとメニュー中にヘルプ（機能や操作方 
法を示す説明）びありまずび、無理な操作をせずにオフライン保守ユーティリ 
テイの操作を熟知している保守サービス会社に連絡して、保守員の指示に従つ 
て操作してください。 


オフライン保守ユーティリティを起動すると、下の機能を実行できます。 


- IPM 晴報の表示 


IPMKIntelligent Platform Management Interface ) におけるシステムイベント□グ 
( SEL )、 センサ装置情報 ( SDR )、 保守交換部品情報 ( FRU ) の表示や IPMI 情報のバック 
アップをします。 

本機能じより、本製品で起こった障害やを種イベントを調査し、交換部品を特定す 
ることができます。 

- BIOS セ、ソトアップ情報の表示 

BIOS の現在の設定値をテ羊ストファイルへ化力します。 

- システム情報の表示 

プ□セ、ソサ ( CPU ) や BIOS などに関する情報を表示したり、テ丰ストファイルへ化力 
したりします。 

- システム情報の管理 

お客様の装置固有情報や設定のバックアップ（退撒をします。バックアップを行 
うことで、ボードの修理や交換の際に装置固有情報や設定を復旧できます。 



システム情報のバックアップ方法については、58ぺージで説明しています。な 
お、リストア（復旧）は操作を熟知した保ず員に(外は行わないでください。 


- システム マネージ メント機能 

目 MC (巨 aseboard Management Controller ) による通報機能や管理 PC からのリモー 
卜 制御機能を使用するための設定を行います。 
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• BIOS/FW Updating 

弊社 Web サイトの]: i 下のページで配布されるを種 BIOS/FW (ファームウェア）のアップ 
デー トを使用して、本装置の BIOS / FW をアップデートすることができます。 

[ PC ヴー八ヴポート情報] http :// support . express . nec . co . jp / pcserver / 

を種目 I 0 S / FW のアップデートを行う手順は、配布される「を種目 I 0 S / FW のアップデー 
トモジュール」に含まれる 「 README . TXT 」 に記載されています。記載内容に従って 
アップデートを行ってください。 「 README . TXT 」 は Windows のメモ帳などで読むこと 
ができます。 


BIOS / FW のアツプデートプ □ グラムの動作中は本体の電源を OFF にしない 
■to でください。アップデート作業び途中で中断されるとシステムび起動できなく 
なります。 


• R 0 M - D 0 S Startup FD 


R 0 M - D 0 S システムの起動用サポートディスクを作成します。 


• rest and diagnostics 

Test and diagnostics (システム診断）では本体上でを種テストを実行し、本体の機能 
および本体と拡張ボードなどとの接続を橫査します。システム診断を実行すると、本体 
に応じてシステムチェック用プ□グラムが起動します。215ページを参照してシステム 
チェック用プ□グラムを操作してください。 

• System Management 

BMC (Baseboard Management Controller ) による通報機能や管理 PC からのリモート 
制御機能を使用するための設定を行います。 

このメニューから起動する機能は Maintenance Utility のシステムマネージメント機能か 
ら起動するちのと同じです。 





262 保守ツール 


コンソールレス 


保守ツールは、本体に羊ーボードなどのコンソールが接続されていなくてもを種セツトアツ 
プを管理用コンピュータ（管理 PC ) から遠隔操作することができる「コンソールレス」機能 
を持っています。 


• 本装置 m がのコンピュータおよび他の Express 日800シリーズに使用し 
ないでください。故障の原因となります。 

• コンソールレスでは、 「 BootSelection 」 メニュー中の 「Tool 
menu ( Redirectionmode )」 を選択してください。その他を還択して 
も管理 PC には表示しません。 


起動方法 

次の2通りの方まがあります。 

• LAN 接続された管理 PC から実行する 

• ダイレクト接続 （ COM 目）された管理 PC から実行する 

起動方まの手順については、 「 ESMPRO / Se 「 ve 「 Mamge 「」 インストレーシヨンガイドを参照 
してください。 


wnj 参 BIOS セットアップユーティリティの Boot メニューで起動順序を変えな 

量3 いでください。光ディスクドライブび最ネ如こ起動するようになっていな 

いと使用できません。 

• LAN 接続は管理用 LAN のみ使用可能です。 

• ダイレクト接続はシリアルポート B のみ使用可能です。 

• コンソールレスで本装置を違隔操作するためには、操作する管理 PC と 
の通信方法や詳細な設定を保存した r 設定情報ファイル」を格納したフ 
□ッピーディスクを必ずフ□ッピーディスクドライブに挿入しておく必 
要がありまず。 

r 設定情報ファイル」はツールメニューのシステムマネージメント機能 
や、 ESMPR 0 /BMC Confi 邑 uration または ESMPRO / ServerA 呂 ent 
Extension で作成することびできます。「設定情報ファイル」はフ□ッ 
ピーディスクのルートディレクトリに必ず下のファイル名で作成して 
<ださい。 

く設定情報ファイル名>: CSL . LESS.CFG 

• BIOS セットアップユーティリティを通常の終了方法 m がの手段属源 
OFF やリセット）で終了ずるとリダイレクションび正常にできない場合 
びありまず。設定ファイルで再度設定を行ってください。 
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BIOS 設を情報はじ TF の値にセットされます。 
参 LAN Controller: [Enabled] 

• Serial Port A: [Enabled] 

• Serial Port A I/O Address: [3F8] 

• Serial Port A Interrupt: [IRQ 4] 

参 Serial Port B: [Enabled] 

• Serial Port B I/O Address: [2F8] 

• Serial Port B Interrupt: [IRQ 3] 

• BIOS Redirection Port: [Serial Port B] 

• Baud Rate: [19.2K] 

• Flow Control: [CTS/RTS] 

• Console Type: [PC ANSI] 





264 移動と保管 


移動と保管 

本体を移動-保管するときは保守サービス会社に連絡して、ラックからの取り外しを化頼し 
てください。 



警告 


瓜爪 

A® 

(S)® 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人び死じす 
る、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 自分で分解-修理-改造はしない 

• リチウム電池を取りがさない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 



A ミ主意 



AO 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 

中途半端に取り付けない 
落下ま意 

装置を引き出した状態にしない 
カバーをがしたまま取り付けない 
指を挟まない 

产ご曰ぅ音 

ラックび不ま定な状態でデバイスをラックか5引き出さない 
複数台のデバイスをラックか5引き出した状態にしない 


Hi 


• フ□アのレイアウト変更など大掛かりな作業の場合はお買い上げの販売 
店または保守サービス会社に連絡してください。 

• J \- ドディスクドライブに保存されている大切なデータはバックアップ 
をとつておいて < ださい。 

• J \- ドディスクドライブを内蔵している場合は A — ドディスクドライブ 
に衝撃を与えないようにを意して本体を移動させてください。 

• 再度、運用する際、内蔵機器や本体を正しく動作させるためにも室温を 
保てる場所に保管することをお勧めします。装置を保管ずる場合は、保 
管環境条件（温度： -10 〜5己で、湿度： 20〜80%)を守って保管し 
てください（ただし、結露しないこと）。 


1 . 本体にフ□ッピーディスク、ディスクをセットしている場合は取り出す。 

2. 本体の電源を日 FF ( P 日 WER ランプ消'打）にする。 

3. 本体に接続している電源コードをコンセントからおく。 

4. 本体に接続しているケーブルをすべて取り外す。 
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日.ラックに搭載している場合は、8日ぺージを参照して本体をラックから取り出す。 
6. 本体に傷がついたり、衝撃や振動を受けたりしないよラしっかりと個包する。 


wO 輸送後や保管後、装置を再び運用ずる場合は、運用の前にシステム時計の確 
置3 認-調整をしてください。システム時計を調整しても時間の経過と共に著しい 
遅れや進みび生じる場合は、お買い求めの販売店、または保守サービス会社に 
保守を依頼してください。本装置、および、内蔵型のオプション機器は、寒い 
場所か5暖かい場所に急に持ち込むと結露び発生し、そのまま使用すると誤動 
作や故障の原因となります。装置の移動後や保管後、再び運用する場合は、使 
用環境に十分なじませてか5お使いください。 
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[3 . 已型八ードディスクドライブの場合 ] 銘板 



[2 . 己型八ードディスクドライブの場合 ] 



ユーザーヴポート 


アフターサービスを お受けになる前に、保証および サービスの 内容について磕認してください。 


本装置には『保証書』が添付されています。『保証書』は販売店で所を事項を記入してお渡しします 
ので、記載内容を確認のうえ、大切に保管してください。保証期閣中に故障が発生した場合は、『保 
証書』の記載内容にもとづき無償修理いたします。詳し< は『保証書』およびこの後の「保守サー 
ビスについて」をご覧ください。 

保証期闇後の修理についてはお買い求めの販売店、最寄りの NEC または保守サービス会社に連絡し 
てください。 



巧証について 


装い 
いつ 
なに 
い障 
て故 
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定置 
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びた。 
社をい 
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社やま 
轉置ご 
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合書保は 
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面造にびれご 
上製際号5に 
の、る蚕け店 
体名ず証受売 
本者せ保を販 




参 
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修埋に出される前に 


r 故障かな？」と思ったら、じ(下の手順を行ってください。 


1 . 電源コードおよび他の装置と接続しているケーブルが正しく接続されていることを確認し 
ます。 

2. 「障害時の対処 （21 8ページ)」を参照してください。該当する症状があれば記載されてい 
る処理を行ってください。 

3. 本装置を操作するために必要となるソフトウェアが正しくインス!-ールされていることを 
確認します。 

4. 市販のウィルス検出プログラムなどでヴーノ くをチェックしてみてください。 

t (上の処理を行ってちなお異常があるときは、無理な操作をせず、お買い求めの販売店、最寄りの 
NEC または保守サービス会社にご連絡ください。その際にサーバのランプの表示やディスプレイ装 
置のアラーム表示ちご確認<ださい。故障時のランプやディスプレイによるアラーム表示は修理の 
際の有用な情報となることがあります。保守サービス会社の連絡先については、付録 B 「保守サービ 
ス会社網一覧」をご覧<ださい。 

なお、保証期間中の修理は必ず保証書を添えてお申し込み<ださい。 

W -0 この装置は日本国内仕様のため、 NEC の海が拠点で修理することはできませ 
ん。ご了承ください。 


修埋に出される時は 


修理に化される時は次のものを用意してください。 
n 保証書 

n ディスプレイ装置に表示されたメッセージのメモ 

n 障害情報（255ページに記載している情報などが含まれます。障害情報は保守サービス会 
社から指示があったときのみ用意してください。） 

n 本体•周辺機器の記録 


補修用部品について 


本装置の補修用部品の最低保有期間は、製造巧ち切り後5年です。 
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巧巧ヴービスにごいて 


保守サービスは NEC の保守サービス会社、および NEC が認をした保守サービス会社によってのみ実 
施されますので、純正部品の使用はもちろんのこと、技術力においてもご安ムの上、ご都合に合わ 
せてご利用いただけます。 

なお、お客様が保守サービスをお受けになる際のご相談は、弊社営業担当または代理店で承ってお 
りますのでご利用ください。保守サービスは、お客様に合わせて2種類用意しております。 


保守サービスメニュー 


契約保守 サービス 

お客様の障害コールにより優先的に技術者を派遣し、修理にあた 
ります。この保守方式は、装置に応じた一定料金で保守サービス 
を実施させていただくもので、お客様との間に維持保守契約を結 
ばせていただきまず。さまざまな保守サービスを用意していまず。 
詳し < はこの後の説明をご覧 < ださい。 

未契約修理 

お客様の障害コールにより、技術者を派遣し、修理にあたりまず。 
保守または修理料金はその都度精算ずる方まで、作業の内容に 
よって異なりまず。 


NEC では、お客様に合わせてさまざまな契約保守サービスを用意しております。 
サービスの詳細については、 

「PC サーバサポ ー hi、 言報 (http://support.express.nec.co.jp/pcserver/)」 
をご覧ください。 


• サービスを受けるためには事前の契約び必要です。 

• ヴービス料金は契約する曰数/時間帯により異なりまず。 
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情報ヴービスにごいて 


本製品に関するご質問-ご相談は「ファーストコンタクトセンター」でお受けしています。 

《電話番号のかけまちがいが増えております。番号をよくお確かめの上、おかけください。 

ファーストコンタクトセンター 
TEL 日 3-34 曰己-己8日日（イ中表） 

受付時間/9:00〜12:00、13:00〜17:00月曜日〜金曜日（祝祭日を除く） 

お客様の装置本体を監視し、障害が発生した際に保守拠点からお客様に連絡する「エクスプレス通 
報サービス/エクスプレス通報サービス (HTTPS)」 の申し込みに関するご質問-ご相談は「エクスプ 
レス受付センター」でお受けしています。 

《電話番号のかけまちがいが増えております。番号をよくお確かめの上、おかけください。 

エクスプレス受付センター 
TEL 012日- 22-3042 

受付時闇/9:00〜17:00月曜日〜金曜日（祝祭日を除く） 

インターネットでも情報を提供しています。 

[NEC コーポレートサイト] http :// www . nec . co . jp / 

製品情報やサポート情報など、本製品に関する最新情報を掲載しています。 

http :// www . fielding . co . jp / 

NEC フィールディング（株）ホームぺージ：メンテナンス、ソリューション、用品、施設 
工事などの情報をご紹介しています。 
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付録 A 


N8 100-1 575Y/1 576Y/1577Y (2.5 型モデル) 


型名 

Express 己 800/ 旧 1 20a- 1 E 

N 8100 -1 已 7 已 Y 

N8100-1576Y 

N 8100 -1 已 77Y 

出荷時のモデル形態 

メモリレス、デイスクレスモデル 

CPU 

タイプ 

クアッドコア Intel ® 

Xeon ® プ□セ、ソサー 

ク□ツク 

2.00 GHz 

2.26 GHz 

2.13 GHz 

標準 

1個 

最大 

2個 

チップセット 

Intel 5500 (800/1066 MHz ) 

メモリ 

標準 

なし 

最大 

32 GB (4 GB X 8) 

増設単位 

1枚単位 

増設機会 

8回 

メモリモシ'' ユ-ル 

DDR 3-1333 

Check 方式 

ECC 

表示機能 

グラフィ、ソクアクセ 
づレーツ 

Server Engines ™ 2 nd Gen Server Management Controller 内蔵 

ビデオ RAM 

SMB 

グラフィック表示 

640 X 480 慮大 1，6 W 万色）、 800 X 600慮大 1，6 W 万色）、 

1,024 X 768 (最大1,677万色）、1,280 X 1,024慮大1,6 W 万色） 

補助入出力装置 

フ□、ソピーディスク 
ドライブ（標準） 

なし 

J \— ドディスクドラ 
イブ（標準） 

なし 

八ードディスクドラ 
イブ（最大） 

SATA 2(5 日 0 GB X 8 ) 、 SAS (30 日 GB x 8 ) 、 SSD (50 GB x 8) 

八ードディスクドラ 
イブ（ホットプラグ） 

Hot Plug SAS / SATAHDD、SATA SSD X 8 

光ディスクドライブ 
(標準） 

なし 

光ディスクドライブ 
(オプション） 

DVD ROM ドライブ 

拡張ス□、ソト 

PCI 

PCI Express ( x 8) x K PCI Express ( x 8) x 1 (ソケット ： x 16) 

ディスクアレイ 

標準装備 

On-Board SATA SW RAID (0, 1,1 0) 

オプション 

RAID コント□ーラ 

内部インタフェース 

SAS 

なし（オプション） 

SATA 

6ポー h 

か部インタフェース 

キーボード 

- 

マウス 

- 

シリアル 

背面： D-sub 9 -pin ( RS -232 C 規格準拠 ） x 1 

内部： D-sub 9 -pin ( RS -232 C 規格準拠） x 1(オプション） 

ネットワーク 

1000 BASE - T (100 BASE - TX /10 BASE-T 対応 ）LAN コネクタ （ RJ 45) x 2、 

マネージメント用 LAN ( 1 00 BASE - TX / 1 0 BASE - T ) コネクタが」-45) x 1 

ディスプレイ 

D-sub 15 -pin X 2 (前面/背面各 1) 

USB 

4- pin コネクタ（前面 X 2、背面 X 4) バージョン 2.0 対応 

崖体デザイン 

ラックマウントモデル (1 U ) 

外形寸法 

444 mm (幅 ） x 615 mm (奥行き） x 43.6 mm 搞さ） 


0 NL -51 0_01 3_02- iR 120 a 1 E -000-05-1 002 
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型名 

Express 已 800/ 旧 1 20a- 1 E 

N 8100 -1 已 7 已 Y 

N 8100 -1 已 7 巨 Y 

N 8100 -1 已 77Y 

質量（最大） 

10.5 kg (16 kg ) 

電源 

AC 100 V + 1096、 50/60 HZ + 1 Hz 

消費電力（待機時） 

366 VA 、 363 W 
にに VA 、 210 W ) 

353 VA 、 350 W 
(194 VA 、192 W ) 

33己 VA 、332 W 
(192 VA 、 190 W ) 

消費効率[ずべて C 区分] 

0.00に 

0.0010 

0.0011 

環境条件 

動作時 

温度： 10 〜35で、湿度:20〜80% (ただし、結露しないこと） 

保管時 

温度：-10〜55で、湿度:2日〜80% (ただし、結露しないこと） 

バンドル 0 S 

なし 

サポート 0 S 

Windows Server ® 2008 Standard 64 bit ( x 64) Edition 日本語版 

Windows Server ® 200 8 Enterprise 64 bit ( x 64) Edition 日本語版 

Windows Server ⑥2008 Standard 32 bit ( x 86) Edition 日本語版 

Windows Server ® 2008 Enterprise 32 bit ( x 86) Edition 日本語版 

Windows Server ® 2008 Standard without Hyper-V 64 bit ( x 64) Edition 日本語版 
Windows Server ® 2008 Enterprise without Hyper-V 64 bit ( k 64) Edition 日本語版 
Windows Server ® 2008 Standard without Hyper-V 32 bit ( x 86) Edition 日本語版 
Windows Server ® 2008 Enterprise without Hyper-V 32 bit ( x 86) Edition 日本語版 
Windows Server ® 2003 R 2 Standard x 64 Edition 日本語版 

Windows Server ⑥200 3 R 2 Enterprise x 64 Edition 日本語版 

Windows Server ® 2003 R 2 Standard Edition 日本語版 

Windows Server ® 2003 R 2 Enterprise Edition 日本語版 

(サポートしているディスト iJ ビューシヨンについては、お買い求めの販売店にお 
問い合わせ < ださい） 

標準添付品 

電源〕ード 、 FEXPRESSBUILDERJ DVD 、 スタートアップガイド、使用上のごま 
意、保証書、ユーザサポートのご案内 

標準添がソフトウエア 

なし 
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N8 100-1 578Y/1 579Y/1 580Y (3.5 型モデル ) 


型名 

Express 己 800/ 旧 1 20a- 1 E 

N 8100 -1 已 78Y 

N 810 0-1 已 79Y 

N 8100 -1 已 80Y 

出荷時のモデル形態 

メモリレス、了イスクレスモてル 

CPU 

タイプ 

クアツドコア Intel ® 

Xeon ® プ □ セ、 ソサー 

ク□ツク 

2.00 GHz 

2.26 GHz 

2.13 GHz 

標準 

1個 

最大 

2個 

チップセット 

Intel 5500 (800/1066 MHz ) 

メモリ 

標準 

なし 

最大 

32 GB (4 GB X 8) 

増設単位 

1枚単位 

増設機会 

8回 

メモリモシ'' ユ-ル 

DDR 3-1333 

Check 方式 

ECC 

表示機能 

グラフィ、ソクアクセ 
づ レー ツ 

Server Engines ™ 2 nd Gen Server Management Controller 内蔵 

ビデオ RAM 

SMB 

グラフィック表示 

640 X 480 慮大 1，6 W 万色）、 800 X 600慮大 1，6 W 万色）、 

1,024 X 768 (最大1,677万色）、1,280 X 1,024慮大1,6 W 万色） 

補助入出力装置 

フ□、ソピーディスク 
ドライブ（標準） 

なし 

八ードディスクドラ 
イブ（標準） 

なし 

J \— ドディスクドラ 
イブ（最大） 

SATA 2(2 TB x 4) 

八ードディスクドラ 
イブ（ホ、ソトプラグ） 

Hot Plug SATA HDD x 4 

光ディスクドライブ 
(標準） 

なし 

光ディスクドライブ 
(オプション） 

DVD ROM ドライブ 

拡張ス□ット 

PCI 

PCI Express ( x 8) x 1 、 PCI Express ( x 8) x 1 (ソケット ： x 16 ) 

ディスクアレイ 

標準装備 

On-Board SATA SW RAID (0, 1,1 0) 

オプション 

RAID コント□ーラ 

内部インタフェース 

SAS 

なし（オプション） 

SATA 

6ポー h 

か部インタフェース 

キーボード 

- 

マウス 

- 

シリアル 

背面： D-sub 9 -pin ( RS -232 C 規格準拠 ） x 1 

内部： D-sub 9 -pin ( RS -232 C 規格準拠） x 1(オプション） 

ネットワーク 

1000 BASE - T (100 BASE - TX /10 BASE-T 対応 ）LAN コネクタ （ RJ 45) x 2、 

マネージメント用 LAN ( 1 00 BASE - TX / 1 0 BASE - T ) コネクタが」-45) x 1 

ディスプレイ 

D-sub 15 -pin X 2 (前面/背面各 1) 

USB 

4- pin コネクタ（前面 X 2、背面 X 4) バージョン2.0対応 

崖体デザイン 

ラックマウントモデル (1 U ) 

外形寸法 

444 mm (幅 ） x 615 mm (奥行き） x 43.6 mm 搞さ） 
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型名 

Express 已 800/ 旧 1 20a- 1 E 

N 8100 -1 已 78Y 

N 8100 -1 已 79Y 

N 8100-1 已 80Y 

質量（最大） 

10.5 kg (16.5 kg) 

電源 

AC100V+ 1096 、 50/60HZ+ 1Hz 

消費電力（待機時） 

353VA 、 349W 
(198VA 、 197W) 

338VA 、 33 己 W 
(187VA 、 185W) 

316VA 、 314W 
(177VA 、 176W) 

消費効率 [ ずべて C 区分 ] 

0.0013 

0.0011 

0.0011 

環境条件 

動作時 

温度： 10 〜 35 で、湿度 :20 〜 80% ( ただし、結露しないこと） 

保管時 

温度： -10 〜 55 で、湿度 :2 日〜 80% ( ただし、結露しないこと） 

バンドル 0S 

なし 

サポート 0S 

Windows Server® 2008 Standard 64bit (x64) Edition 日本語版 

Windows Server® 200 8 Enterprise 64bit (x64) Edition 日本語版 

Windows Server ⑥2008 Standard 32bit (x86) Edition 日本語版 

Windows Server® 2008 Enterprise 32bit (x86) Edition 日本語版 

Windows Server® 2008 Standard without Hyper-V 64bit (x64) Edition 日本語版 
Windows Server® 2008 Enterprise without Hyper-V 64bit (k64) Edition 日本語版 
Windows Server® 2008 Standard without Hyper-V 32bit (x86) Edition 日本語版 
Windows Server® 2008 Enterprise without Hyper-V 32bit (x86) Edition 日本語版 
Windows Server® 2003 R2 Standard x64 Edition 日本語版 

Windows Server ⑥200 3 R2 Enterprise x64 Edition 日本語版 

Windows Server® 2003 R2 Standard Edition 日本語版 

Windows Server® 2003 R2 Enterprise Edition 日本語版 

( サポートしているディスト iJ ビューシヨンについては、お買い求めの販売店にお 
問い合わせ < ださい） 

標準添付品 

電源〕ード 、 FEXPRESSBUILDERJ DVD 、 スタートアップガイド、使用上のごま 
意、保証書、ユーザサポートのご案内 

標準添がソフトウエア 

なし 
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付録己保守ヴービスを社網一覽 


NEC Express 5800シリーズ、および関連製品のアフターサービスは、お買い上げの NEC 販売 
店、最寄りの NEC または NEC フィールディング株式会社までお問い合わせください。下記に 
NEC フィールディングのサービス拠点所在地一覧を示します。 

優付時間： AM9:00 〜 PM5:00 ±曜日、日曜日、祝祭日を除く） 

次の Web サイトにも最新の情報が記載されています。 

http :// www . fielding . co . jp / 


このほか、 NEC 販売店のサービス網がございます。お買い上げの販売店にお問い合わせ<ださ 
い。 

トラブルなどじついてのお問い合わせは下記までご連絡ください屬話番号のおかけ間違いに 
ごを意ください）。その他のお問い合わせについては、下表を参照してください。 


【 IT 機器の修理窓□】 

修理受付センター（全国共通) 
携帯電話をご利用のお客様 


0120-曰 36-1 11(フ U - ダイヤル） 
0570-064-21 1(通話料お客さま負担) 


2010年2月現在 


都道府県名 

拠点名 

電話番号 

郵便番号 

所在地 

ヒミ毎道 

札幌支店 

011-221-3705 

060-0042 

札幌市中央区大通西 4-1 新大通ビル 9 F 

東札幌支店 

011-833-8640 

003-0001 

札幌市白石区東札幌1条 1-6-33 

訓路営業所 

0154-32-7100 

085-0016 

訓路市錦巧 5-3 兰ッ輪ビル 2 F 

旭 J 11支店 

0166-24-2098 

070-0033 

旭川市王を通9 了目左1号明治安田生命旭川ビル 1 F 

オホーツク 

営業所 

0157-25-7520 

090-0024 

化見市化四を東 3-1-1 富±义災化見ビル 3 F 

苦ル牧営業所 

0144 -36-3846 

053-0027 

苦ル牧市王子巧 3-2-23 朝日生命吉ル牧ビル 2 F 

室蘭営業所 

0143 -46-3 180 

050-0083 

室蘭市東巧 2-24-4 石井第5ビル 3 F 

函館支店 

0138 -54-5642 

040-0001 

函館市五穆郭巧 1-14 五穆郭114ビル 3 F 

道東支店 

0155-25-4892 

080-0013 

帯広市西兰条南 10-32 日本生命帯広駅前ビル 5 F 

ル樽営業所 

0134-24-5685 

047-0036 

ル稽市長橋 3-4- 14 

青森 

青森支店 

017-735-8501 

030-0802 

青森市本巧 1-2-20 青森柳巧ビル3 F 

八戸営業所 

0178-44-4354 

031-0081 

八戸市お崎 1-10-2 八戸第一生命ビル1 F 

弘前営業所 

0172-34-9083 

036-8002 

弘前市駅前 2-2-2 弘前第一生命ビル 1 F 

岩手 

盛岡支店 

019 -635-30 11 

020-0866 

盛岡市本宮 3-13-2 日 

一関営業所 

0191 -25-6531 

021-0041 

一関市赤获字月巧2 18-2 

宮城 

仙台支店 

022-292-1900 

984-0051 

仙台市若林区新寺 1-3-45 Al.Premium 7 F 

秋田 

秋田支店 

018-863-7938 

010-0951 

秋田市山王 1-3-29 

山形 

山形支店 

023-631-3502 

990-2445 

山形市南栄巧 3-6-34 

鶴岡営業所 

0235-25-8386 

997-0013 

鶴岡市道形巧 23-31 山庄ビル 1 F 

米が営業所 

0238-24-1418 

992-0027 

米が市駅前 3-5-22 かなつビル 1 F 

福島 

報山支店 

024-938-5209 

963-8022 

那山市西ノ内 1-22-13 

福島支店 

024-536-3703 

960-8074 

福島市西中央 5-6-1 

いわき営業所 

0246-28-8371 

970-8034 

いわき市平上荒川字桜巧 34- 1 

会津若松営業所 

0242-28-7624 

96己-0818 

会津若ネ公市東千石 2-1-4 己 

茨城 

鹿島営業所 

0299-82-4860 

314-0014 

鹿嶋市光3住ち金属構内 

つ < ば支店 

029-860-2000 

305-0821 

つくば市春日 3-22-8 

水戸支店 

029-257-1860 

310-0911 

水戸市見和 3-575-3 

栃木 

宇都宮支店 

028-632-8140 

321-0954 

宇都宮市元今泉 2-7-6 

ル山営業所 

0285-21-1495 

323-0807 

ル山市城東 1-14-12 ウェルストン1ビル 1 F 







































276 付録 


都道府県名 

拠点名 

電話番号 

郵便番号 

所在地 

群馬 

群馬支店 

027-255-5461 

371-0855 

前橋市問屋巧 2-4-3 アルファビル 4 F 

太田営業所 

0276 -4 己-0666 

373-0853 

太田市浜巧 58-24 

埼玉 

さいたま化支店 

048 -660- 1881 

331-0812 

さいたま市化区宮原巧 2-85-5 

熊谷営業所 

048-527-0597 

360-0036 

熊谷市搭木巧 1-1-1 秩父鉄道熊谷ビル 4 F 

さいたま南支店 

048-859-7360 

338-0832 

さいたま市お区西堀 8-21-35 カタヤマビル 3 F 

川越支店 

04-2955-7695 

350-1331 

狭山市新狭山 2-11-10 

越谷営業所 

048-978-9500 

343-0042 

越谷市千間台東 1-7-25 エムケービル 1 F 

千葉 

千葉支店 

043-221-7660 

260-0843 

千葉市中央区末広 1- に-15 

成田営業所 

0476-22-5390 

286-0033 

成田市花崎巧 807-1 センチュリー成田ビル 

君津営業所 

0439-55-7278 

299-1144 

君津市東お田 1-3-2 京葉君津ビル 3 F 

船橋営業所 

047-434-1611 

273-00 に 

船橋市浜巧 2-1-1 ららぽ一と兰井ビル 7 F 

お支店 

04-7165-2100 

270-1168 

我孫子市根戸1740 

巧西営業所 

0476-46-4250 

270-1352 

巧西市大塚 1-9 

千葉ニュータウンエネルギーセンター 1 F 

東京 

東京中央支店 

03-3452-6168 

108-0073 

港区兰田 1-4-28 王田国際ビル 1 F 

渋谷支店 

03-5458-3341 

150-0032 

渋谷区誦谷巧 2-3 COMS (コムス） 2 F 

新宿支店 

03-5155-7810 

169-0072 

新宿区大义保 1-3-21 新宿 TX ビル 6 F 

日本橋支店 

03-3297-0783 

104-0032 

中央区八了堀 4-5-8 KDX 八了堀ビル2 • 3 F 

ミエ東支店 

03-3649-3230 

13己-0016 

江東区東陽 2-2-20 住ち不動産東陽駅前ビル 1 F 

秋集原支店 

03-5821-2474 

111-0052 

台東区柳橋 2-19-6 柳橋ファーストビル 8 F 

足立営業所 

03-3888-7151 

120-0034 

足立区千住 1-11-2 カーニープレイス千住 7 F 

神田支店 

03-3233-241 1 

101-0064 

千代田区猿楽巧 2-7-8 住ち水道橋ビル 8 F 

第一流通サービ 
ス部 

03-5259-9921 

101-0054 

千代田区神田錦巧 3-20 神田中央ビル 2 F 

大森支店 

03-3764-0007 

140-0013 

品川区南大井 6-25-3 ビリーヴ大森ビル 8 F 

立川支店 

042-527-2527 

190-0022 

立 J 11市錦巧 2-4-6 住ち生命立川ビル 3 F 

ル金井支店 

042-385-7666 

184-0013 

ル金井市前原巧 5-9-7 

神奈川 

神奈川支店 

045-314-7625 

220-0004 

横浜市西区化幸 2-8-4 横浜西 □ KN ビル 17 F 

横須賀営業所 

046-827-3188 

238-0004 

横須賀市ル川巧 14-1 二、ソセイ横須賀センタービル 1 F 

川崎営業所 

044-244-1083 

210-0011 

川崎市川崎区富±見 1-6-3 B 2 棟 3 F 

巧模支店 

042-746-61 11 

228-0803 

巧模原市巧模大野 7- 1 -6 巧模大野第一生命ビル 4 F 

厚木営業所 

046-225-041 1 

243-0018 

厚木市中巧 4-16-21 プ□ミティあつぎビル 5 F 

湘南支店 

0463-21-4777 

254-0035 

平塚市宮の前 1-2 あいおい損保平塚第ービル 2 F 

藤が営業所 

0466-22-0204 

251-0055 

藤が市南藤が 17-10 コア瓣南田村ビル1 F 

玉川支店 

044-814-1551 

213-0002 

J 11崎市高津区二子 5-1-1 高津ノ ークプラザビル 4 F 

ル田原営業所 

0465-24-7103 

250-0011 

ル田原市栄巧一了目 14-52 MANAX ビル 6 F 

山梨 

甲府支店 

055-226-7564 

400-0858 

甲府市巧生 2-3-16 三井住ちミ毎上甲府ビル 3 F 

富±吉田営業所 

0555-23-9515 

403-0005 

富±吉田市上吉田3726ヤマナシ文具センター 1 F 

長野 

松本支店 

0263-27-7070 

399-0033 

お本市径賀 6096-1 

岡谷営業所 

0266-24-4870 

394-0031 

岡谷市田中巧 2-8-5 岡谷サンプラザビル 4 F 

長野支店 

026-224-0050 

380-0824 

長野市南石堂巧1293長栄南石堂ビル 1 F 

上田営業所 

0268-27-6336 

386-0032 

上田市諷訪形 5-1 豊成ビル己 F 

飯田営業所 

0265-53-7043 

395-0815 

飯田市松尾常盤台 73-10 

新漏 

新漏支店 

025-243-2315 

950-0986 

新漏市中央区神道寺南 2-4-15 

長岡営業所 

0258-35-5217 

940-0034 

長岡市福住 2-3-6 ル林石ミ由ビル 

富山 

田 山支ぶ 

076-442-2605 

930-0004 

富山市搭橋通り 1-18 住ち生命富山ビル 1 F 

黒部営業所 

0765-54-0447 

938-0031 

黒部市兰日市字新光寺 1880-1 

高岡営業所 

0766-25-4212 

933-09 に 

高岡市丸の内 1-40 高岡商エビル 8 F 

石川 

金が支店 

076-223-3188 

920-0919 

金が市南巧 4-55 住ち生命金がビル 1 F 

ル松営業所 

0761-24-3782 

923-0926 

ルネ公市龍助巧36ルお東京ミ毎上日動ビルディング 3 F 

福井 

福井支店 

0776-54-6637 

918-8206 

福井市化四ツ居巧518 

岐阜 

東ミ農営業所 

0572-55-4578 

509-5132 

±岐市泉巧大富 261-8 

岐阜支店 

058-275-8801 

500-8367 

岐阜市宇佐南 3-4-7 



























































付録 277 


都道府県名 

拠点名 

電話番号 

郵便番号 

所在地 

静岡 

静岡支店 

054-202-6 に0 

422-8061 

静岡市駿河区森下町 1-35 静岡 MY タワー 2 F 

富±営業所 

0545-64-6735 

416-0944 

富±市横割1 - 1 7-24 FC ビル 2 F 

沼津支店 

055-973-6001 

411-0906 

駿東報清水巧八幡 88-1 

浜松支店 

053-466-0205 

435-0047 

浜ネ公市東区原島巧111 

掛川営業所 

0537-23-2181 

436-0222 

掛川市下垂木2417新開株式会社静岡営業所内 2 F 

愛巧 

さ)古屋支店 

052-264-7581 

460-0007 

さ!古屋市中区新栄 2-28-22 NEC を古屋ビル 5 F 

さ)古屋南支店 

052-694-1031 

457-0862 

さ!古屋市南区内田橋 1-8-5 了ー トライフ-タケセイ 1 F 

半田営業所 

0569-22-2762 

475-0903 

半田市化□巧 1-130-1 森田ビル 4 F 

ル牧支店 

0568-75-5594 

485-0029 

ル牧市中央 1-271 大垣共立銀行ル牧支店ビル 4 F 

岡崎営業所 

0564-23-5020 

444-0044 

岡崎市康生通南 3-5 住ち生命岡崎第ニビル 1 F 

豊橋営業所 

0532-55-3063 

440-0084 

豊橋市下地巧瀬上83 

兰河支店 

0565 -34- 1168 

471-0034 

豊田市ルお本巧 1-5-3 朝日生命新豊田ビル 3 F 

兰重 

兰重支店 

059-227-1622 

514-0042 

津市新巧 3-2-1 

四日市営業所 

0593 -51-0425 

510-0075 

四日市市安島 1-5-10 KOSCO 四日市西浦ビル 2 F 

滋賀 

滋賀支店 

077-525-3156 

520-0043 

大津市中央 4-5-4 BK ビル 

京都 

京都支店 

075 -8 に-5800 

604-8804 

京都市中京区壬生巧城巧 24-1 古川勘ビル 4 F 

京都南営業所 

075-642-8021 

612-8414 

京都市が見区竹田段ノ川原巧 28- 1 
竹田駅前第ービル 3 F 

福巧山営業所 

0773-23-6287 

620-0940 

福巧山市駅南巧 3-6 竹下駅南ビル 2 F 

大阪 

本巧支店 

06-6264-2810 

541-0053 

大阪市中央区本巧 2-1-6 巧筋本巧センタービル 6 F 

大阪支店 

06-6264-2828 

541-0053 

大阪市中央区本巧 2-1-6 巧筋本巧センタービル 6 F 

北大阪支店 

06-6835-0017 

560-0083 

豊中市新千里西巧 1-2-2 住ち商事千里ビル南館 2 F 

東大阪支店 

072-924-6780 

己8 1-0803 

八尾市光町 1-61 嶋野-住友生命ビル 7 F 

南大阪支店 

072-223-8595 

590-0075 

排市排区南花田□巧 2-3-2 日 
住ち生命巧東ビル南館 4 F 

兵庫 

豊岡営業所 

0796-24-0331 

668-0043 

豊岡市桜巧 15-1 幸栄ビル 1 F 

神戸支店 

078-332-5431 

650-0031 

神戸市中央区東巧に6神戸シルクセンタービル 3 F 

姫路支店 

079-289-2684 

670-0948 

姫路市化条宮の巧113 

奈良 

71 ^ 良 3 *<j 占 

0742-36-1161 

630-8001 

奈良市ま華寺巧2 19-1 

和歌山 

和歌山支店 

073-428-3222 

640-8154 

和歌山市六番了5和歌山第一生命ビル 

鳥取 

鳥取営業所 

0857-25-6322 

680-0845 

鳥取市富安 2- 159义本ビル 4 F 

米子営業所 

0859-22-8280 

683-0805 

米子市西福原 2-1-1 YNT 第10ビル 2 F 

島根 

山陰支店 

0852-21-0988 

690-0049 

ネ公江市袖師巧 2-38 NKT ビル 7 F 

浜田営業所 

0855-22-6092 

697-0033 

巧田市朝日巧 70-5 朝日第2ビル 1 F 

岡山 

岡山支店 

086-246-9606 

700-0976 

岡山市化区辰己 19-102 

倉敷営業所 

086-426-1371 

710-0057 

倉敷市昭和 2-4-6 住ち生命倉敷ビル 2 F 

津山営業所 

0868-31-2821 

708-0023 

津山市大手巧 6-8 城南ビル 4 F 

広島 

広島支店 

082-248-4222 

730-0042 

広島市中区国泰寺巧 2-5- 11西橋屋ビル 4 F 

吳営業所 

0823 -21-5 に9 

737-0051 

吳市中央 1-6-9 センタービル吳駅前 6 F 

東広島営業所 

082-422-6411 

739-0015 

東広島市西条栄巧 10-27 栄巧ビル 2 F 

福山営業所 

日 84-931-8907 

720-0064 

福山市延広巧 1-25 明治安田生命福山駅前ビル 8 F 

山 □ 

山□支店 

083-973-1858 

754-0011 

山□市ル報御幸巧 4-9 山陽ビルル報 1 F 

山□周防営業所 

0833-44-1621 

744-0011 

下ネ公市西豊井 1375-3 

岩国営業所 

0827-22-9534 

740 -00 に 

岩国市元巧 1-1-17 デミオ元巧 3 F 

下関営業所 

083-257-2939 

751-0877 

下関市秋根ま巧 8-1 日トワムールエクスビル 3 F 

徳島 

徳島支店 

日 88-6 の-に70 

770-0852 

徳島市徳島巧 2-19-1 あいおい損保徳島第ービル 4 F 

萄 II 

高松支店 

087-833-1708 

760-0008 

高ネ公市中野巧 29-2 高おパークビル 7 F 

丸亀営業所 

0877-23-8563 

763-0034 

丸亀市大手巧 3-5-18 ジブラルタ生命丸亀ビル 7 F 

愛媛 

ネ公山支店 

日 89-945-4 145 

790-0878 

ネ公山市勝山巧 1-19-3 青木第ービル己 F 

八幡ミ兵営業所 

0894-23-0173 

796-0010 

八幡浜市江戸岡一了目 4-6 江戸岡ビル 2 F 

宇巧島営業所 

0895-24-1471 

798-0032 

宇巧島市恵美須巧 2-4- 14井上ビル 

今治営業所 

0898-31-5741 

794-0063 

今治市片山 1-2-20 

新居巧営業所 

0897-34-4772 

792-0003 

新居浜市新田巧 3-2 新居巧ビル 5 F 

川さ江営業所 

0896 -58-6208 

799-0113 

四国中央市妻鳥巧1010番地8共和ビル102号室 
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都道府県名 

拠点名 

電話番号 

郵便番号 

所在地 

高巧 

高巧支店 

088-873-8851 

780-0870 

高巧市本巧 4-2-40 二、ソセイ高巧ビル 3 F 

福岡 

福岡支店 

092-472-2853 

812-0004 

福岡市博多区慢田 2-3-27 STS 第ニビル 3 F 

ヒ九州支店 

093-522-0581 

802-0014 

:!ヒ九州市ル倉化区砂津 1-5-34 ル倉興産23号館 4 F 

飯塚営業所 

0948 -24-09 19 

820-0066 

飯塚市大字幸袋 526-1 福岡ソフトウてアセンター 2 F 

义留米営業所 

0942-44-5298 

839-0809 

义留米市東合川 2-4-29 

大牟田営業所 

0944 -51-265 己 

836-0843 

大牟田市不知义巧 2-7-1 中島物産ビル己 F 

佐賀 

佐賀支店 

0952 -31-9301 

849-0937 

佐賀市鍋島 3-2-19 

佐賀西営業所 

0954-22-6567 

843-0022 

武雄市武雄巧大字武雄 5014-1 東洋リーセントビル 5 F 

唐津営業所 

0955-75-0745 

847-0861 

唐津市ニタ子 1-17-6 サンライズビル 1-2 号室 

長崎 

長崎支店 

095-820-0525 

850-0032 

長崎市興善巧 6-5 興善巧イーストビル4階 

佐世保営業所 

0956 -34-381 1 

857-1161 

佐世保市大塔巧 1266-24 

諫早営業所 

0957-23-0471 

854-0016 

諫早市高城巧 5- 10諫早商工会館 5 F 

五島営業所 

0959-75-0876 

853-0033 

五島市木場巧252番地8 F ビル1 F 

熊本 

熊本支店 

096-383-6777 

862-0925 

熊本市保田莲本巧 1-40 

大分 

大分支店 

097-503-2555 

870-0921 

大分市获原 4-9-65 

中津営業所 

0979-23-1182 

871-0058 

中津市豊田巧 2-423-10 6 BILL 5 F 

宮崎 

宮崎支店 

0985-27-4477 

880-0806 

宮崎市広島 1-18-7 大同生命宮崎ビル 9 F 

延岡営業所 

0982-35-7545 

882-0847 

延岡市旭巧 3-1-1 

旭化成ネツトワークス（株）本社棟 1 F 

都城営業所 

0986-27-1702 

885-0071 

都城市中巧 1-7 BTV IT 産業ビル 7 F 

鹿児島 

鹿児島支店 

099-285-2266 

890-0062 

鹿児島市与次郎 2-4-35 KSC 鴨池ビル1 F 

出水営業所 

0996-62-8922 

899-0202 

出水市昭和巧 13-1 第二丸义ビル 2 F 

沖縄 

沖縄支店 

098-876-2788 

901-2132 

浦添市伊祖 2-7-11 
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付録 c 電力、温度、プロセッサ利用率のデータ 
へのアクセス方法 


ENERGY STAR® プ□グラムに適合するための要件に基づき、 Express サーバにおいて、通常 
動作時におけるワット単位による入力消費電力、吸気温度および、すべての論理プ□セ、ソサ 
の使用率に関するデータへアクセスする方法を JU 下に記載します。 


Windows 

U 下に示す例は、 Windows Server 2008で実行できることを確認しています。 

消費電力 

BMC (Baseboard Management Controller ) に対して IPMI (Intelligen Platform 
Management Interface ) 経由で W 下のコマンドを実行して消費電力を取得します。 
Network Function Code : 3Eh (Controller-specific OEM) 

Command Code : OBh (Get Current Sensor Data) 

U 下に Visual Basic Script (e.g. Power.vbs) を使用した実行例を示します。 

'Start Script 
Option Explicit 

■ Prepare for IPMI Driver 
Dim osVC, ocLass 
Dim oinstance, oipmi 

set osVC = getobject("winmgmts : root¥wmi ") 
set ocLass = osvc-get("microsoft_ipmi") 

for each oinstance in osvc-instancesof("microsof し ipmi") 
set oipmi = oinstance 

next 

'Format the IPMI command request 
Dim oinpa rams 

set oinpa rams = ocLass-methods_(" 
oinparams.networkfunction = &h3e 
oinpa rams -L un = 0 

oinparams.responderaddress = Sh20 
oinparams - command = ShOb 
oinparams-requestdatasize = 0 


request response")- inparameters 
'OEM NetworkFunction 


Get Cur rent Sensor Data Command 


'caLL the driver 
Dim out pa rams 

set out pa rams = oipmi - execmethod_("request response",©!nparams) 

WSc ri pt - Echo ■■ CompLetion Code = Ox" & hexCoutparams - CompLetioncode) 

If outparams - CompLetioncode <> 0 Then 
Wsc ri pt - Echo ■■ Not supported" 

Else 

'WSc ri pt - Echo ■■ Data LS Byte = Ox" & h e x ( ou t pa r a m s . Re s pon s e D a t a (1)) 

■WScript-Echo " Data MS Byte = Ox" & hex(outparams.ResponseData ( 2 )) 

WSc ri pt - Echo ■■ Power Consumption = ■■ S outparams - ResponseData (2)*256 + _ 

outparams-ResponseData(l )& ■■ watts' 

End If 

'End Script 


♦ 実行例 

C ： ¥VBS> cscript //noLogo Power.vbs 
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• 実行結果例 

CompLetion Code = 0x0 
Power Consumption = 76 watts 

この場合の消費電力は 76 ワットじなります。 



装置の電源構成によっては消費電力を取得できないことがあります。 
その場合は、 Completion Code は 0xC1 または OxCB となります。 


吸気温度 

目 MC じ対して IPMI に準拠したじ(下の標準〕マンドを実行することにより、 SDR (Sensor 
Data Record) 情報から温度センサを横索し、吸気温度を取得します。 

- Get SDR Repository Info 
- Reserve SDR Repository 
• Get SDR 

.Get Sensor Reading 

J: 又下に Visual Basic Script (e.g. Sensor.vbs) を使用した実行例を示します。 


■Start Script 
Option Explicit 

■ Prepare for MS IPMI Driver 
Dim osvc, oc Lass 
Dim ©instance, oipmi 

set osVC = getobject("winmgmts : root¥wmi ") 
set ocLass = osvc-get("microsoft_ipmi") 

for each ©instance in osvc-instancesof("microsoft_ipmi") 
set oipmi = oinstance 

next 


■ (Get SDR Repository Info) 

Dim oinpa rams 

set oinpa rams = ocLass-methods_("requestresponse")-inparameters 

■ (Get SDR Repository Info) 
oinparams.networkfunction = Sha 
oinparams - L un = 0 

oinparams.responderaddress = &h20 
oi npa rams - command = &h20 
oinparams.requestdatasize = 0 

■ Fire IPMI Command 
Dim out pa rams 

Dim i, RecordCount 

set out pa rams = oipmi - execmethod_("requestresponse",oinparams) 
RecordCount = outparams - ResponseData(3)*256 + outparams - ResponseData(2) 


(Re s e 广、 
npa rams 
nparams 
npa rams 
npa rams 
nparams 
m Rese r 


SDR Repository) 
networkfunction = 
L un = 0 

responderaddress 
command = &h22 
requestdatasize = 
e_LS, Rese rve_MS 


set out pa rams = oipmi .e 
Reserv し LS = outpar 
Rese rve_MS = outpar 


Bt hod_("request response",oi npar 

3 ( 1 ) 

a(2) 


'(Get SDR) for each record 

Dim Record 一し S,Record 一 MS, Offset, Length 

Dim cnt, sensorNum, sensorType 

'First Record 

Record_LS = 0 

Record_MS = 0 

For cnt = 0 to RecordCount-1 
Offset = 0 
Length = 9 

oinparams.networkfunction = Sha 
oinpa rams.Lun = 0 
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• 実行結果例 


ID St ri 

ng = 

FntPnL Amb Temp 

Sensor 

Type 

=Tempe nature 

Cur rent 

Va L 

ue = バ degrees C 

ID Stri 

ng = 

DIMM1 Temp 

Sensor 

Type 

=Tempe nature 

Cur rent 

Va L 

ue = 35 degrees C 

ID Stri 

ng = 

DIMM2 Temp 

Sensor 

Type 

=Tempe nature 

Event Status: UnavaiLabLe 


吸気温度は 、 ID String に " Amb "、" Ambient " または "Front Panel " の文字列を含むセンサ 
から取得します。 

上記例では 、 "FntPnl Amb Temp " のセンサが該当します。 

上記実行例の場合、吸気温度は27度（摂氏）となります。 


プ□セッヴ使用率 

すべての論理プ□セ、ソサの使用率は 、 Windows OS が標準提供する 

\/\/わ32_ド6けド〇「1713な6〇〇313_ド6「の5_ド「〇〇655〇「クラスを使用して取得します。下に Visual 
Basic Script ( e . g . Proc . vbs ) を使用した実行例を示します。本スクリプトでは、30秒毎に 
プ□セ、ソサ使用率を化力します。 


■ Start Script 
St rComputer = 

Set objWMIService = G e t Ob j e c t (■■ w i nmg m t s : _ 

& "■CimpersonationLeveL = impersonate> ! ¥¥" & st rComputer & "¥root¥cimv2") 
set obj Ref resher = CreateObject("WbemScripting-Swbemrefresher") 

Set obj Processor = objRefresher-AddEnum _ 

(objWMIService, "Win3 2_Pe r fFormattedData_Per f 0S_P roc e s so r").object Set 
objRefresher.Refresh 
Dim first 
T 1 rst = t rue 
Do 

For each intProcessorUse in obj Processor 
If first Then 

If intProcessorUse-Name = "_T ot a L" Then 
first = false 
End If 
else 

Wsc ri pt - Echo " P roc" & intProcessorUse- Name & ■■ : ■■ & _ 

■■PercentProcessorTime = " 这 _ 
intProcessorUse.PercentProcessorTime 

End If 
Next 

Wscript-SLeep 30*1 000 'sleep 30 * 1000 ms 
objRefresher.Refresh 
Loop 

'End Script 


♦ 実行例 

C:¥VBS> cscript //noLogo Proc.vbs 


♦ 実行結果例 


P rocO 
P roc 1 


PercentProcessorTime=0 

PercentProcessorTime=0 


Proc2 

Proc3 

Proc4 


PercentProcessorTime=0 

PercentProcessorTime=0 


PercentProcessorT 


P roc 5 
P roc6 
Proc7 


PercentProcessorTime= 
PercentProcessorTime= 


PercentProcessorTime= 


0 

0 

0 


P roc Total : PercentProcessorTime = 9 


ProcO — 7 はをプ□セツサの使用率、 P 「 oc _ Total はプ□セツサ全体の使用率を示します。 
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Linux 

JU 下に示す例は 、 Red Hat Enterprise Linux 5 で実行できることを確認しています。 

消費電力 

目 MC に対して IPMI 経由で下のコマンドを実行することにより、消費電力を取得します。 
Network Function Code : 3 Eh ( Controller-specific OEM ) 

Command Code : OBh (Get Current Sensor Data ) 

JU 下の例では、オープンソースソフトウェアである OpenlPMI ドライバ、および IPMITool を 
使用しています 。 Red Hat Enterprise Linux 5 の場合、 OpenlPMI ドライバは Inbox ドライバ 
に含まれています。 IPIVHTool は、 OpenlPMI - tools -[ ve 「 sion ].「 pm に含まれています。 

• 実行例 

# ipmitooL raw 0x3e OxOb 

• 実行結果例 

4C 00 


化力された値の 2byte (16bit) から消費電力が得られます。 

2番目の値 0 x 00 [15:8] 

1番目の値 0 x 4 C [7:0] 

上記実行例の場合、消費電カニ 0X004C (16 進数）二 76 (10 進数）ワットとなります。 



装置の電源構成によっては消費電力を取得できないことがあります。 
その場合は、じ TF のようなメッセージが表示されます。 


Unable to send RAW command (channe L=0x0 netfn = 0xie L un = 0x0 cmd = 0xb rsp = 0xc1; : Invalid Command 

または 

Unable to send RAW command (channe L=0x0 netfn = 0x3e L un = 0x0 cmd = 0xb rsp = 0xcb): Requested sen¬ 
sor, data, or record not found 
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吸気温度 

目 MC に対して IPMI の標準コマンドを実行することにより、吸気温度を取得します。 

]：> (下の例では、オープンソースソフトウェアである OpenlPMI ドライバ、および IPMtool を 
使用しています 。 Red Hat Enterprise Linux 5 の場合、 OpenlPMI ドライパは Inbox ドライバ 
に含まれています。 IPIVHTool は、 OpenlPMI - tools -[ ve 「 sion ].「 pm に含まれています。 

♦ 実行例 

# ipmitooL sdr type Temperature 


♦ 実行結果例 



上記化力は、順にじ(下の状態を表しています。 

1列目：センサを 
2列目：センサナンバー 
3列目：センサの正常/異常 

" ok " はセンサの状態が警告または危険を示す闡値に達していない事を示します。 
4列目：センサ監視位置情報 
5列目：センサの現在値 

吸気温度を表すセンサは、センサをに " Amb " 、" Ambient "、 または " Front Panel " の文字 
列を含んでいます。 

上記の実行結果例の場合は "FntPnl Amb Temp " が該当し、吸気温度は27度（摂氏）とな 
ります。 


プ□セッヴ使用率 


すべての論理プ□セ、ソサの使用率は、 Linux ディストリビューシヨンに含まれている mpstat 
コマンドを使用して取得します。 

Red Hat Enterprise Linux 5の場合、 sysstat -[ ve 「 sion ].「 pm に含まれています。 

♦ 実行例 

片 mpstat -P A しし 

• 実行結果例 

Linux 2.6.18-164.eL5 (LocaLhost.LocaLdomain) 11/17/09 






88.24 
98.53 
95.83 
98.13 
91.66 


1086.42 

666.34 

0.00 

0.00 

379.87 

0.00 

6.63 


33.54 


プ□セ、ソサの使用率は、100%から "％ idle " の値を引いた値になります。 
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索引 

記号 

1000/100/10ランプ gg 
100/10ランプ _gg 

A 

ACT ランプ65 
AC リンク153 

c 

CMOS コンフィグレーション 
ジャンパ ga 
CMOS メモリ IM 
COM 目コネクタ66 
CPU 107, 271, 273 
取り付け 108 
CPU/ ヒートシンク 6Z 68 

D 

DIMM 67,68,102 
DIMM ソケット塑 
DIMM の増設順序 ]〇3 
D に K アクセスランプ65, 73 
D に K ランプ£5 
Disk ランプ74 
DUMP スイ、ソチ65 

E 

ESMPRO 

トラブルシューティング 
249 

ESMPRO/ServerAgent 
(Windows 版） 196 
ESMPRO/ServerManager 
208 

EXPRESS 目 ULDER J92 
起動192 

トラブルシューティング 
247 

EXPRESSBUILDER びラィ 
バを□ー ドする 193 
ExpressUpdate Agent 198 

H 

http 

//dub.express.nec.co.jp/ 

15 

//www.fielding.co.jp/ 

269 


//www.nec.co.jp/ 269 
Hyper-V のサポートについて 
Windows Server 2008 
30 


ID ラベル IS 

L 

LAN コネクタ 
LAN ドラィバ 

Windows Server 2008 
24 

LINK/ACT ランプ66,73 
LINK ランプ 
LSI Software RAID 
Configuration Utility 176 
起動176 
終了 177 
操作手順 179 
メニューツリー177 

N 

NEC コーポレートサイト 
269 

NMI スイ、ソチ£§ 

Numlock 142 

P 

PAE オプシヨンを設定する方 
ま 

Windows Server 2003 
尘 

PCI 271,273 
PCI ボード113’ 144 
PCI ライザーカード67,68 
PCI ライザーカードス□、ソト 
69 

POST 

エラーメッセージ 
流れ巡 

POST の内容を画面(こ表示す 
る142 

POWER スイ、ソチ65,86 
POWER ランプ65, 66, 71, 
86 

PROSet 

Windows Server 2008 
24 


R 

RAID コント□ーラ 
取り付け128 
RAD システムのコンフィグ 
レーション167 
RAID システムの有効化173 
RAID について167 
RAID の概要167 
RAID のコンフィグレーション 
情報をセーブ/□ー ドする 
193 

RAID レペル171 

S 

SAS 271,273 
SATA 271273 
SAT A/S AS コネクタ 70 
SAT A 接続コネクタ 69 
SETUP 

AC-LINK 153 
Active Processor Cores 
141 

Adjacent Cache Line 
Prefetch 141 
Advanced 142 
Advanced Chipset 
Control 147 
Assert NMI on PERR 
152 

Assert NMI on SERR 
152 

Auto Clear Event Logs 
158 

Available under 4GB 
143 

Base I/O address 145 
Baud Rate 155 
BIOS Redirection Port 

15 己 

BIOS Revision 154 
BMC Device ID 154 
BMC Device Revision 
154 

BMC Firmware Revision 
154 

BMC IRQ 153 
Board Part Number 154 
Board Serial Number 
154 

目〇饥 160 
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Boot Monitoring 152 
Boot Monitoring Policy 

153 

Boot-time Diagnostic 
Screen 142 
C1 Enhanced Mode 
141 

Change TPM State 
150 

Chassis Part Number 

154 

Chassis Serial Number 

154 

Clear All Event Logs 
158 

Clear BMC Configuration 
157 

Command Line Interface 

157 

Console Redirection 

155 

Continue Redirection 
after POST 

CPU 1-DIMM 1-4 Status 
143 

CPU2_DIMM 1-4 Status 
143 

Current TPM State 150 
Default Gateway 156 
DHCP 156 

Disable USB Ports 149 
Discard Changes 162 
Event Log Configuration 

158 

Execute Disable Bit 141 
Exit IM 

Exit Discarding Changes 
161 

Exit Saving Changes 
161 

Extended RAM Step 
143 

Fixed disk boot sector 
149 

Flow Control 155 
FRB-2 Policy 
Hard Disk Pre-Delay 
139 

Hardware Prefetcher 
141 

HTTP 156 

HTTP Port Number 157 
HTTPS 157 


HTTPS Port Number 
157 

Hyper-Threading 
Technology 141 
IDE CD 160 
IDE HDD 160 
Installed memory 143 
Intel(R) I/O AT 147 
Intel(R) VT-d M7 
Intel SpeedStep(R) 
Technology 141 
Interrupt 14 己 
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LAN# Option ROM Scan 

14 己 
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156 
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Language 139 
Load Custom Defaults 
162 

Load Setup Defaults 
162 

Main 139 

Memory Configuration 
143 

Memory Error 142 
Memory RAS Mode 
143 

Memory Retest 143 
Multimedia Time 147 
NUMA configuration 
143 

NumLock 142 
Onboard LAN 14 己 
Onboard LAN MAC 
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Onboard VGA Option 
ROM Scan 144 
Onboard Video 
Controller 144 
Password on boot 149 
PCI BEV Am 
PCI Configuration 144 
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ROM 144 

Peripheral Configuration 

14 己 
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Power Switch Inhibit 
149 

Processor CPU ID 140 
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140 
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140 

Processor Settings 
140 

Processor Speed Setting 
140 

QPI Frequency Selection 

147 

Remote Console Reset 
155 

Reset Configuration Data 
142 
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SATA RAID 146 
Save Changes 162 
Save Custom Defaults 
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SDR Revision 154 
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Configuration 150 
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Server 152 
Set Supervisor 
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148 
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148 
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System Management 
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System Time 139 
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66 

シリア ルポー ト目 (COM B) 
65, 69 

八ードディスクドライブ 
70 

フ□ントパネルボード接 
続用 69, 70 
マザーボード接続 70 
モニタコネクタ 66 

ヴ 

サーバ 管理 4 
サーバの確認 as 

シ 

時刻の設定 139 
システム構築のポイント in 
システム情報のノ \、ソクアップ 

58 


システムのアップデート 
Windows Server 2003 
43 

Windows Server 2008 
31 

システムの修復 257 
システムファンコネクタ 70 
湿度 272. 274 
質量 の 2, 274 
修理 267 
仕様 271 
障害時の対処 218 
障害情報の探取 255 
障害処理のためのセットアッ 
プ给 

Windows Server 2003 
铅 

Windows Server 2003 
x64 Editions 49 
Windows Server 2008 
M 

使用上のごを意山 
省電カモード 
譲渡 xxii 

消費電力 272. 274 
情報サービス ( こついて 269 
情報提供ツール 「 NEC からの 
お知 6 せ 」204 
シリアル 271. 273 
シリアルポート 14 己 
シリアルポート目コネクタ 
66, 69 

ス 

スイ、ソチ 

DUMP 65 
NMI 65 
POWER 65 
POWER スイ、ソチ 86 
UID 65 

UD スイ、ソチ 66, 92 
ユニット D 塑 
リセット 65 

スーパーバイザのパスワード 

149 

ストレージ管理 5,14 
スピーカ 69 
寸法 271. 273 

セ 

静電気対策 94 
接続堂 
設置並 


セットアップ 

Windows Server 2003 

32 

Windows Server 2008 
20 

論理ドライブが複数を在 
する場合 61 
セットアップの手順 

Windows Server 2003 

33 

Windows Server 2008 
21 

セットアップを始める前(こ 
16 

ソ 

増設バッテリ J22 
ソフトウェア編 J89 

チ 

チップセット 271.273 

ディスク管理ち 
ディスプレイ 271.273 
電源 272. 274 
電源管理这 M 
電源コネクタ 66,69, 70 
電源の OFF S2 
電源の ON 

電源ユニット 67, 68 


導入じあたって： 

導入編 1 
特長 2 

ドライブベイ 67,68 
ドライブ文字の修正 

トラブルシューテイング 
233 

ESMPRO 249 

EXPRESSBUILDER 

247 

RAID システム、 RAID コン 
卜 □ ーラ ( こついて 2^ 
オートランで起動するメ 
ニュー ( こついて 248 
情報提供ツール 「 NEC か 
6 のお知 6 せ 」250 
取り扱い上のごを意 
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取り付け 
CPU 108 
DIMM J05 
PCI ボード 116 
RAID コント □- ラ 128 
八ードディスクドライブ 
98 

RAID コント □- ラ 128 
取りがけ/取りかしの準備 
95 

取りがけ/取り外しの手順 
97 

取り外し 

DIMM ] 〇 6 
PCI ボード 118 
RAID コント □ ーラ 128 
八ードディスクドライブ 
100 

プ □ セ、ソサ 112 


内蔵オプションの取り付け 
93 


日常の保守 210 

ネ 

ネットヮーク 271. 273 
ネットワーク管理 
ネットワークモニタ 56 
Windows Server 2003 
57 

Windows Server 2008 
56 

ノ、 

八ードウエアのセットアップ 
18 

八ードゥエァ編輯 
八ードディスクドライブ 22 
八ードディスクドライブコネ 
クタ 70 

八ードディスクドライブジャ 
ンパ巡 

八ードディスクドライブベイ 
65 

廃棄 Mi 

パスヮード 148.164 
パスワードクリアジャンパ 
69 

バックアップ 211 


バックアップ管理 7 
バックプレーンボード包 Z ， 
68,70 

バンドルソフトウェア 196, 
208 

ヒ 

ビープ音 228 
日付の設定 139 
ビデオ RAM 271.273 

フ 

ファーストコンタクトセン 

夕一 269 
付属品巡 i 
フ□一制御 
プ □ セ、ソサ J07 
プ □ セ、ソサソケット 69 
プ □ セ、ソサの ID 140 
プ □ セ、ソサのキャッシュサイ 
ズ 140 

プ □ セ、ソサのク□ック速度 
140 

プ□ダクト キー 
フ □ ント VGA ケーブル接続用 
コネクタ £2 

フ □ ントパネルボード包 Z ， 
68 

フ□ントパネルボード用接続 
コネクタ 70 


ぺージングファイルサイズ 
52. 105 

ホ 

ボーレート 
保管 264 
保守サービス 268 
保守サービス会社網一覧 
275 

保守ツール 
起動 2^ 

機能 260 

コンソールレス 262 
保証 266 
本書について地 
本書の構成巡 
本書の購入巡 

7 

マウス 271.273 


マザーボード 67, 68,69 
マザーボード接続用コネクタ 
70 

マニュアルセットアップ 

Windows Server 2003 
59 

Windows Server 2003 
x64 Editions 塑 
マネージメント専用 LAN gg 
156 

ム 

無停電電源装置 84. 153 

メ 

を称 

メモリ 102. 271.273 
メモリダンプ M 
メモリダンプの探取 256 
メモリの容量 M3 

モ 

モニタコネクタ gg 

IL 

ユーザー サポート 266 
ユー ザーのパスワード 148 
ユーザーモー ドプ□セスダン 
プの取得方法 §2 

Windows Server 2003 

M 

Windows Server 2008 
53 

ユニット ID スイ、ソチ 

ユニット ID ランプ 65,73 

ライザーカード 113 
ラックへの設置 ； ZS 
ランプ 

1000/100/10 66 
100/10 66 
ACT 65 
D に K 塑 
Disk 74 

D に K アクセス 65,73 
LINK 65 
LINK/ACT 66 
LINK/ACT ランプ 22 
POWER 65, 66 
POWER ランプ 71, 86 
SPEED ランプ 73 
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STATUS 65 
STATUS ランプ 21 
UID 65 
UID ランプ ： ZS 
アクセス； Z2 
アクセスランプ； Z2 
ユニット ID 塑 
ユニッ ト ID ランプ： Z2 

■J 

リセット 163 
リセット スイ、 ソチ 65 
リチウムバッテリ 69 
リモート管理 8 
留意点！！ 

レ 

ぶ却ファン 67, 68 
レール アセンブリ 77, 78 

□ 

論理ドライブが複数を在する 
場合 £1 

ワ 

ワトソン博 ± 

Windows Server 2003 

M 

ワトソン博±の彭断情報の探 
取 256 

割り込みライン 166 





乱了 -を了はお取リ替えします。 

© NEC Corporation 2009, 2010 

日本電気ネ朱ま会社の許可なく複製-改変などを巧うことはできません。 





く本装置の利用目的について> 

本製品は、高速処理が巧能であるため、高性能コンピュータの平和的利用に関する日本政府の指 
導対象になっております。 

ご使用に際しましては、下記の点につきごを意いただけますよう、よろしくお願いいたします。 

1. 本製品は不法侵入、盗難等の危険がない場所に設置して<ださい。 

2. パスワード等により適切なアクセス管理をお願いいたします。 

3. 大量破壊兵器およびミサイルの開発、ならびに製造等に関わる不正なアクセスが行わ 
れるおそれがある場合には、事前に製社相談窓□までご連絡<ださい。 

4. 不正使用が発覚した場合には、速やかに製社相談窓□までご連絡<ださい。 

製社相談窓 □ ファーストコンタクトセンター 

電話番号 03-3455-5800 


ま意 

この装置は、クラス A 情報技術装置です。この装置を家庭環境で使用する 
と電波妨害を引き起こずことがありまず。この場合には使用者は適切な対策 
を講ずるよう要求されることがあります。 

VCCI-A 


局調波適合品 

この装置は、高調波電流規格」に C 61000 -3-2 適合品です。 

:」に C 61000 -3-2 適合品とは、日本工業規格「電磁両立性一第 3-2 部：限度値一高調波電流発生限度値 （1 巧当たりの 
入力電流が 20 AU 下の機器）」に基づき、商用電力系統の高調波環境目標レベルに適合して設計-製造した製品です。 


回線への接続について 

本体を公衆回線や専用線に接続する場合は、本体に直接接続せず、技術基準に適合し認定されたボードまたはモデム等 
の通信端末機器を介して使用してください。 


電源の瞬時電圧お下対策について 

この装置は、落雷等による電源の瞬時電圧低下に対し不都合が生じることがあります。電源の瞬時電圧低下対策として 
は、交流無停電電源装置 （ UPS ) 等を使用されることをお勧めします。 


レーザま全基準について 

この装置に標準で搭載されている光学ドライブは、レーザに関する安全基準 （JSC 6802 、 IEC 60825-1) クラス1に 
適合しています。 


海がでのご使用について 

この装置は、日本国内での使用を前提としているため、ミ毎か各国での安全規格等の適用を受けておりません。したがっ 
て、この装置を輸出した場合に当該国での輸入通関および使用に対し ffl 金、事故による補償等の問題が発生することが 
あっても、製社は直接-間接を問わず一切の責任を免除させていただきます。 




